プレ イス テー ショ ン , 
必勝 法 ス ペ シ ャ ル 
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中 高 一 貨 教育 の 私 立 秀 栄 学園 に 通う 、 
安堂 麻 汐 ・ 委 星 の 妨 妹 。 
(の Ps レガ: 
麗 怖 と 切な さと 大 動 の 物語 が 記 開 され る 。 
ル 2<3= 還 
全 儲 け の た め に と 塞 写真 を 撮る こと を 思い つい た 女 里 は 、 
麻 消 と 麻 消 の ボー イフ レン ド 敦 史 を 深夜 の 学校 へ 誘う 。 
らら 7 くり さん を 手 び 出し て 、 
写真 を 撮ら せ て も ら お うと いう 計画 だ 。 
し か し 、 儀 式 は 失敗 ! 
の と 2 きき っ か ゆみ と な の .。 
彼ら の まわ り で 様々 な 事件 が 起こ り 始 め る 。 
葉 断 の グー バ 、 
スリー さ / ト 
コー の 1 レラ シンパ ジリ ジノ シル に 3GCcOoc 
土 に 興味 を 持ち 、 
自ら 汗 . を 突 つ 込ん で いく 科 星 と 、 
怖い 話 が 大 嫌い な の に いつ も 人 巻 き 込 まれ て し まう 姉 の 麻 。 


ふた り が 体験 する 疫 怖 の 寺 に ある も の と は ? 
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(の 2/『/ の 【 の ググ 0) 


マサ の 妹 。 











向こう 見 ず で 、 思 い 立 っ た ら 突っ 走る 性 格 。 
深く 考え ず に 思い つい た こと を すぐ に 口 に し 、 
突発 的 に 訳 の わか ら な い 行 動 に 出 た りす る こと も ある 。 
圭 に 興味 を 持ち 、 

周り の 人 間 を 巻き 込ん を で いく トラ ブル メー カー。 


14 歳 (中 学 2 年 ) 
155cm ( 靴 で サ 作 を 読み 160cm) 
帰宅 部 
オカ ルト 雑誌 月 刊 「Mo] 
スプ ラッ ター 映画 
マッ チョ (さわ や か 系 は 嫌い ) 
万 年 金欠 な こと 


ユウ リ の 姉 。 










ユウ リ と は 対照 的 に 思慮 深い 性 格 で 、 





ユウ リ や アツ シ の 頼み を 断り きれ ず 、 
渋々 付き 合っ で し まう 。 


15 歳 (高校 1 年 ) 
160cm 
サッ カーデ 部 マキ ネ 寺 有 ヤ ー 
レア ノ 

ホラ ー 系 全般 


ユウ リ の せい で 怖い 話 に 興味 を 持っ た アツ シ 


(の //『/ の 【 の の ググ) 





ユウ リ の 親友 。 

ユウ リ の ワガママ を 受け 流す こと が で きる 温和 な 性 格 。 
ボー ッ と し て いる よう に 見 える が 、 

時 々 スパ ッ と 厳し い 意 見 を 口 に する こと も 。 

話す スピ ー ド が 異様 に 遅い 。 

力 の 抜け た 走り 方 に も 特徴 が 見 られ る 。 





る 庁 と あ 飲 
前 9 デア 履 


人 イィ ッッ Z 4 ZZ Z Z の 





年 齢 13 歳 (中 学 2 年) 

身長 153cm 

部 活 帰宅 部 

好き な も の スプ ラッ ター 映画 
苦手 な こと 走る こと 





(の //『/ だ 【 の ダグ /0) 





マサ の ボー イフ レン ド 。 
自分 で こう と 決め た ら 即 実行 に 移す タイ プ だ が 、 
思っ た 通り に いか な いと き は 短気 を 起こ し て し まう 。 
その せい で マサ と よく ケン カ を し て いる 。 
ユウ リ の 影響 で 、 


ホラ ー も の に 興味 を 持ち 始め た 。 





(の //『/ だ 【 の 7 ダグ /0) 






生徒 達 に 慕 わ れ て いる 校医 。 細 か いこ と 
は 気 に し な い 大 雑 把 な 性 格 。 職 員 室 で ゲ 
ー ム を する の が 趣味 !? 






オカ ルト 部 に 所 属し 、 ユ ウリ に 怪し い 情 
報 を 流す 。 決 し て 自分 で は 危な い 橋 を 渡 
ろう と し な い 小 ずる い 性 格 。 
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マサ の 親友 で 、 一 緒 に マネ ー ジ ャ ー を 和 務 
め て いる 。 あ っ けら か ん と し た 性 格 で 、 
マサ を 中 然 と させ る こと も 。 





EE に 、 と ル 

グ の 炒 君 

eZsZ み アグ 

アツ シ の 親友 。 こ ご 数 ヶ月 、 明 る か っ た 

り 塞ぎ き 込ん だ り と 起伏 が 激しい 。 な に か 
悩み が ある よう だ が ……-。 
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街 の 北側 に は 商店 街 、 マ ンション 、 病 院 な ど が あり 、 線 路 を 挟ん で 反対 側 に 学 

在 し て いる 。 駅 を 利用 する 者 は 学園 関係 者 が ほとん ど で 、 マ ンション も 学 
園 へ 通う 家族 し か 住ん で いな い 。 街 全体 が 学園 の た め に 創 ら れ て いる の だ 。 し か 
し 、 誰 も 自分 が 閑 鎖 的 空間 に 置か れ て いる こと に 気づい て いな い 。 得体 の 知れ な 
いも の が ジワ ジワ と 近づい て いる こと に 、 気 づき も し な い の だ ……。 











と EHP 


秀 栄 学園 関係 者 以外 、 ほ と ん ど 利 用 する 人 は いな い 。 生 
徒 の 親 た ち は 、 学 校 指定 の マン ショ ン に 住み 、 こ こ か ら 
私 鉄 で 1 時間 ほ どか け て 都心 へ と 働き に 出 て いる 。 毎日 
それ ほど 遅く な い 時 間 に 、 決 まっ た ヨッ パラ イオ ヤジ が 
出 濃 し て いる と いう が 、 そ の 正体 は 不明 で ある 。 











駅 と 学園 を 結ぶ 道 。 両側 に ケヤキ が 立ち 並び 、 緑 豊か な 
この 街 を 象徴 し て いる 。 駅 か ら 学 校 へ 向かう 途中 、 右 の 
小道 へ と 入っ た 先 に 公園 が ある 。 こ の 街 に は あま り 了 子供 
な YS な 放り 1 目 2 な 少 Y2】 た 42 区 Bk21 た だり /k0 朋 
ここ で 授業 を さぼ る 生徒 $ 多 いら し い 。 











今年 、 創 立 70 周 年 を 迎え た 歴史 ある 
学校 。 大 学 進学 を 目指 し た 一 貫 教 育 
を 行っ て いる た め 、 中 学 ・ 高 校 両方 
の 施設 を 敷地 肉 に 備え て いる 。 全面 
改築 を 何 度 か 施し 、 建 物 自体 は 新 し 
く 見 える の だ が 、 古 く か ら あ る 学校 
な だ け に 様々 な 7 不思議 系 の ウワサ 
が 路 か れ て いる 。 
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妹 編 で その 秋 を 見 る こと が で きる 。 


両親 の 部 屋 








た マン ショ ン 。 生徒 の ほとん ど は 還 
この マン ショ ン か 近辺 の 一 軒 家 に 住 = 
ん で いる 。 マ サ ・ ユ ウリ の 姉妹 も 
この マン ショ ン の 革 訂 、 環 月 
2 匹 の ペッ ト と 共に 墓 ら し て いる 。 
両親 は 本 編 に は 登場 し な い が 、 姉 


| 
秀 栄 学園 関係 者 の た め に 建て られ 1 [ 











] 








救急 に も 指定 され て いる 病院 。 よ ほど 重い 病気 で な い 限り すべ 
て この 病院 で 事足り る よう に な っ て いる た め 、 学 園 関 係 者 の ほ 
と ん ど が 利用 し て いる 。 た だ し 、 人 小児科 は な い 。 病院 と 言え ば 
愉 い 話 の 舞台 と し て の 定番 だ が 、 こ の 病院 に も そん な 暗い ウ ワ 
サ が つき まとっ て いる 。 





三浦 病院 と 繋が る 異 空間 。 あ る シナ リオ で マサ が 足 を 踏 
み 入 れる こと に な る 。 遠い 音 に 存在 し た 療養 所 の よう だ 
が 、 集 め ら れ て いる 病人 は 子供 ば か り 。 い っ た い 、 ど ん 
な 病気 の 治療 を し て いた の だ ろう か ? 








りあ の MG な 7 ん バク リバ イク ラル / ム 2 


机 に は ほこ り が 横 も り 、 長 く 使わ れ て で い 。 。 
な いこ と が わか る 。 棚 に は いく つか の 薬 
が …… ag 人 no。。 





3 3 つの ベッ ド が 並ぶ 小さ な 病室 。 子 供 ば 
』 か り が 集め られ て いた よう だ が ……。 
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手前 に は 受付 らし い 机 。 興 の 部 屋 に は べ 
ッ ド が あり 、 医 者 が ここ で 生活 し て いた 


こと が 伺わ れる 。 





療養 所 内 に ある 中 庭 。 こ こ で も 子供 た ち 
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選択 肢 の 選び 方 に よっ て 、 物 語 が 
分 岐 する 。 時 間 制 限 が 設け られ て い 
る も の は 、 オ ー バ ー す る と 状況 が 悪 
化す る こと も ある の で 注意 し た い 。 


コワ ウリ : 

馬 /| : 伝言 を 見 導 と し た か ら 
8 : メッ ゼ セージ が な か っ た か ら 
( あん た の 思い 違い 


信 虹 本 的 に 、 選 択 肢 は 制限 時 間 内 に 選び た い 。 矢印 
が 赤い 点滅 を 始め た ら 、 速 攻 で 決断 し よう 。 


時 計 を 見 る シー ン が 現れ た ら 、 そ 
の 時 点 か ホ ら タイ ムカ ウン ト が な され 
る と 考え て ほし い 。 移動 は すべ て ダ 
ッシュ で 行 つ た ぼう が いい だ ろう 。 


中学 2 階 衣 了 


人 学校 内 な ら 、 自 分 が いる 階 の すべ て の マッ プ を 見 
る こと が で きる 。 移動 に は 欠か せな い 機 能 だ 。 


ひだ さら 》 た 9 IDG:)57/=y。 
タイ ムリ ミッ ト を 越え ず に 移動 で き 
た か な どの 判定 が 行わ れ 、 そ の 後 の 
選択 肢 に 変化 が 現れ る こと も ある 。 


人 移動 に 使っ た ルー ト に よっ て 、 選 択 肢 の 内 容 が 変 
中 の /2 計 計 yalF47/ 紀 2 玉 っ 73 も ご ウル 


道 に 迷っ た と き は 、 セ レク ト ボ タ 
ン で マッ プ を 確認 。 シッ クリ と マッ 
プ を 見 て 最短 ルー ト を 探し 、 そ の 後 
7/E あ 7 ジリ E も う )1 の ド 


信 タ イム カウ ント に 引 つ か か る と 、 ほ と ん どの 場合 
ゲー ム オ ー バ ー に な る 。 移動 は ダッ シュ を 使 お う 。 





/ 


人 Ss 
レン 


人 過 岬 削 


IE ルン ムコ ク ルカ Ya 
いる と き は 、 写 真 を 撮る こと が で き 
る 。 た だ し 、 フ ィ ル ム 枚 数 が 決ま っ 
て いる の で 、 1 度 に 撮り すぎ ざ な いよ 


コワ ウリ : ヤバ ルイ / 
衝 が な いと ・・ 


信 声 が 聞こ える の は 、 霊 が そば に いる 証拠 。 声 の 前 
後に 写真 を 撮る の は 、 心 吉 写 真 撮影 の 鉄則 だ 。 


コミ ャ 24C1@!615 た づ 】15 た る に =] ヨ に 暫く 94 り > まつ 
と 、 シ ナリ オク リア 度 の ゲー ジ が MAX に な る 。 


pp/ こ コミ 47/ ョ EpyJU 玉 1 の 7/sPojp 記 
シナ リオ 以外 に も 、 学 校内 を 探索 
し な が ら 自 由 に 写真 を 撮れ る 、 撮 影 
モー ド が 用 意 さ ご され て いる 。 


ーー PS 
境 0 テー 等 
ユウ リ : あれ 2 

ミサ キネ いな いや ・・ 


人 最初 の プレ ー で 、 霊 の 居場所 が 判明 し た ら 、 次 の 
プレ ー か ら は 積極 的 に 心霊 写真 を 撮っ て みよ う 。 


シナ リオ ナク リア 友 男 還 還 間 間 間 前 
シナ リオ 列 犯 友 男 還 記 較 細 症 当 


お まけ シナ リオ は 、 終 草 を G00D で クリ ア す 


る こと で プレ ー が 可能 と な る 。 


堀 能 度 は 、 何 種類 の エン ディ ング を 見 る こ 
その 度合 い を 示す も の 。 シ ョ 人 和夫 上 る 介 シナ リガ 夫 
ー ド カット エ ー ド を 上手 に 利用 し て 、 全 エン 


ey2JYGk= ゴ /=7』 


ディ ング 制覇 を 目指 し た い ! 


骨 学 中 アツ ウン に 議 日 の 症 生 日 の 話 を する マサ 
マサ の アソ ツン へ の 衝 使 い に よ り 
焼 分 アウ ン の 免 分 も 康 に な っ た の だ っ た 


信 一 度 プレ ー し て 経過 し た 炒 件 は 、 シ ョ ー ト カッ ト 
(EEIKGE に か Xp た <)KGra 攻 っ 


第 三幸 テレ フォ ンカ ー ド OX の Fc 


後日 談 出 奥 の 0 が /0F 設定 に より 
シナリオ 『 捕 鞭 # が 分 及 し ます 


信 こ の 画面 で 、 ク リア 度 と 堪能 度 を チェ 
ツク 8 用 デ ウェ ンド だ と 、 こ うな が る) 


コワ ウリ : そっ か ・・・ 
どっ か で 弟 を まじ 入れ る か 
別 の 保 入 終 路 を 探す か ・・・ 
提 革 の 方 か ら な ら 入 れる か も ・・ 


信 選 択 肢 だ け で な く 、 行動 に よっ て も 物語 は 変化 す 
る 。 第 一 草 の こ の シー ン は 、 そ の 代表 例 だ ろう 。 





フロ ー チ ャ ー 


ト 


フロ ー チ ャ ー ト は 、 物 語 を 進め る こと 
を 優先 と し た 移動 ルー ト を 示し て いる 。 


この 通り に プレ ー し て も 、 


1 の ゆ 月 時 ど / 


ディ ング に 辿り 着く と は 限ら な い 。 





化学 室 に 入る 


光 すぐ に アヤ が 者 を 
発見 


家庭 科室 に 入る 


| 塩 を 手 に 入れ る 
、 た め 、 村 を ひと つ 
ひと つ 詩 査 


! 


に / 電 の あり が を 控 


塩 は 、 第 ] 化学 室 と 家庭 科室 に 
保管 され て いる 。 


特別 標 の カギ を 入手 し て いる 場 | 
合 は 、 ど ちら の 部 屋 へ 入る か 自由 | 


に 決め る こと が で きる 。 高校 棟 か 
ら 侵入 し た 場合 は 、 カ ギ の か か っ 
た 化学 室 に は 入れ な い 。 あ きら め 
て 、 家 庭 科 室 の ほう へ 向かお う 。 


泡 の ある 品 購 へ 入ろう と する と 、 訟 
の 條 に 女 が ! クラ イマ ックス は 近しい 


中 1 化学 塞 へ 入る ] 


誹 に は カギ が か か っ て いる の で 、 
載 員 室 で カギ を 入手 し た 場合 の み 、 
この 第 1 化学 室 に 足 を 踏み 入れ る 
ゴゴ k< に だ さら 】【 き だ 3 ン KS 

扉 を 開け る と 、 真 っ 先 に アヤ が 


塩化 ナトリウム を 見 つけ る 。 穴 庭 | 


科室 の よう に 、 塩 を 探す 手間 が か 
か ら な い の で 簡単 で ある 。 


Er 
NM2TW で SET 


で 化 ナトリウム が 塩 だ と 知ら な か っ 
た ユウ リ 。 アヤ が いて よかっ た 


家庭 科室 に 入っ た ら 、 閣 | 


が どこ に ある か 探さ な く て は | 
な ら な い 。 数 ある 杉 の うち の | 
ひと つ に 塩 が 保管 され て いる 
の で 急い で 調べ よう 。 正解 の | 
村 の 位置 は 、 写 真 で 確認 ! | 
女 の 息 づか い を 聞い た 後 、 


肖 和 


7 た 衝 こと より まく まう ュー ャ 





室内 を カメ ラ に 収め る と 、 心 : 
幸 写 真 を 撮る こと も で きる 。 


馬 叶 | 


SFPRNP 
か だ な に ウ い に た さ い 1 


化学 交 の よう に 、 目 動 39 に 塩 を 探し て くれ る 
わけ で は な い の で 注 質 


HHS 攻 9Wc namS 
針 二 評 . 舞 さき S( ゆ ょ 舟入 


1 
T ミ 


詳し い 情 報 


ウシ ン ECKGE で 


きき れ な い 、 詳 し い 物 語 や 分 


I 岐 に 関す る 情報 を 紹介 し て いる 。 数 字 は 、 フ ロー チ 
ャ ー ト と 呼応 させ て いる の で 、 参 考 に し て ほし い 。 


還 牙 トワ イラ イト ・ 
| 還 ER.GE ENG | 
| 利明 8 | 


シン ドロ ー ム 軸 





こら 思っ そく る 甲 ま 2 


突然 、 血 まみ れ 女 が 部 屋 に 入 
つて きた ! ここ で の 選択 は 、 塩 | 
を 手 に 入れ た と き の ア ヤ の 言葉 を | 
参考 に する こと 。 い まさ ら 自分 た | 
半生 に NH 


、 考 えて みる の だ 。 


けれ 23 EE と 


レル ルコ 1 
埋 い か か ろう と する 


間 NYO か ご ざー ビー ニー 
.QNSOSS 弄 記 思 人 


TREE ささ 入手 し た 塩 を どう 使う ?. (ユウ リ ) * 交 務 騙 あり 


| 自分 に 者 を か ける 





に ツ その後 の 上 エピソード __ フリ 


功 ま みれ 女 は 消 浅 し 、 ホ ッ と 
9 コミ 二 ekG1 の こと と アァ ルリ 
た ちの 元 へ 、 ミ サキ が や っ て く 
る 。 て この 先 は 、 塩 を どう 使っ た 
か で 結末 が 分 か れる 。 

記 っ た 使い 方 を し た 場合 は 、 
たせ の (EE<4[ oz 6 


ON は YSNSr1 は は 
USCRISM ど 疹 人 


に 7 が 5 月 ヨコ Nlp)NIC 計 計り: だ きっ 
次 の 日 に 場面 が 切り 替わり 、 女 
[の 5 シテ)C1919)9 邊 コ 、|p)INIC) 
が 展開 され る 。 さら に 、 一 度 も 
女 に 追い つか れ て いな い 場 合 は 
に ) ご に 】 邊 ヨ N|p)INICf コ た 2 民放 に | 
奥 の 物 語 を 見 る こと が で きる 。 


- 尊 人 


搬 JRGU は せ は 有 





和み 秋 務 騰 ポ オン ト 


うこ と は な い 。 ま た 、 3 加 店 
いつ か れる と BAD ENDING 
に な る が 、 カ ギ を 馬 た すず に 
校 2 上 が ら 特 列 嘩 に 移動 する 
こと で 会 っ た 加 数 を リセ ッ ト 


田 ま みれ 女 は 、 一 定 萌 堪 司 じ 
エリ ア に いて 起 を 豚 き 、 そ の 
後 、 エ リア 内 に 設 供 され た あ 
る ポイ ント に 移動 し た と き 出 
現す る 。 戸 を 8 いて も 、 ポ イ 
ント に 移動 し な いか がり 出 会 


、 JeWCriudmー ニ ーN ド ー さ 
DECYNIANIAL 








攻略 ポイ ント 


その 章 全 体 に 関係 する 重要 な 
攻略 ポイ ント 。 と くに 必要 で 
ある と 思わ れる ペー ジ に 掲載 
し て いる 。 な ぜ か ゲー ム オ ー 
バー に な っ て し まう 、 物 語 の 
21oc 申 byJ1 ニ レタ た さる 2SpGI の 
まっ た 、 な ど で 悩 ん で いる と 
き は 、 ぜ ひこ こ を 読ん で みて 
ほし い 。 な に か 解決 の 糸口 が 
見 つけ られ る は ず だ 。 


文 は 、 物 語 に 影響 ひな いも の 。 文 文 は 、 そ れ に よっ て 
後 の 選択 肢 に 影響 を 写 え る 、 も し く は 物語 を 把握 する 
うえ で 重要 な も の 。 文 文太 は 、 エ ン デ ィング に 影響 を 
写 え る も の を 示す 。 文 が 多い ほど 、 重 要 度 は 高い 。 





/6 ア ク 


[心霊 写真 1 枚 採用 に つき 5000 円 」。 





日 頃 か ら お 金 が な いこ と に 頭 を 悩ま せ て いた ユウ リ は 、 


2 


そこ で 考え つい た の は 、 自 分 か ら 圭 を 











2 が KS は 
ミイ 






ユウ リ は ある 


uu 


石碑 の 上 で 雑誌 を 読む ユ 
ピル ルー シレ 


! 


保健 室 で マサ と ナオ コ の 


! 


/ 屋上 に 集まる マサ 、 

スン 十 に ン リリ リト 

こっ つく りさ ん を 行う こと 
に な る 


! 


プ 中 学 前 庭 で アツ シ を 
待つ 、 ユ ウリ と マサ 


! 


アツ シ と 合流 し 、 中 学 棟 
3 一 入 か ら 校 告 へ 入る 


! 


2 一 C で 物資 調達 


! 


1 一 AA へ 向かう 





9 
の 





bt > 、 

か し # / 

も = で N ^ } 
の NO 











1 = と 5 『 加 『 う 了 が も ト 6 さ ーー 寺 つ = 計 ャ 2 / 1 # 丘 ど = 一 ニク | 本 
' 1 滞 窒 少 還 | ーー 」 江 書 。 3 て しみ ドー プ プ の ノン 1 時 oe ~ ン 
1 記 に 9 ') 『 
還 ま 


本 記 下 拉 ] つら uH 
オカ ルト 雑誌 に 載っ て いた この 記事 を 読み 、 
計画 を 思い つく ……。 

この 草 は 、 序 盤 な だ け に 深く 考え ず に 物 
kz9 に ネッ と っ 7AW<WJJKGka 攻 っ Sp】 ト 29p 双 とっ た 
エン ディ ング も 1 種類 し か な い の で 、 自 由 
に 選択 肢 を 選ん で いこ う 。 


さり 消 昼 吾 党 畑 友 
時 蒲 ③r 全 


内 販 うき 5000 | 


貼 SSI 學 0 


Ph = 欠い し 





20 か がら 、 こ っ くり さん の 
正 画 を 聞か され る アツ シ と マ 
サ 。 ア ツ シ ト は 興味 を 持っ て いる 





riMTT 計 で は 
革 計 ど nC 靖 随 ri 二天 人 


も ユウ リ の 計画 に 乗る 結果 に な 
る 。 最終 的 な 決断 で | 興味 を 持 
っ て る も ん 同志 や れ ば ?」 を 選 
べ ペ 、 コ ウリ アツ ジイ チャ 
つく シー ン も 見 る こと が 可能 。 





ン を 

|| > 

|| も に 

】 見 よ 

し ) 計 ウ ) 

MM 中 
Rg の 週 に 
ユウ リ : MI いか ない の 
の シチュ エ ピナ ピル い 寺 ご コ 
8073 上 8 た 

な 





中 学 前 庭 で アツ シ を 待つ 姉妹 。 
不審 な 音 に どう 対処 する か で 、 多 
少 物 語 に 変化 が 現れ る 。 

何 か が いる こと に こだわ っ て 選 
択 肢 を 選べ ば 、 い た ずら を され る 
前 に 、 犯 人 を や っ つけ る こと が で 
きる 。 怖 さ に 物怖じ し な い ユ ウリ 
の ゆ / 人 リリ 4)N 寺 29407<k コ 7/a に 3 に) 上 





ユウ リ : クセ モノ) カク ゴ ッ / 





全 悪 7f5 ワ み を 働 こ うと する 犯人 を め ざ と 
く 見 つけ 、 石 を 投げ て 撃退 する ユウ リ 。 


(マサ ) 


木 の と こ … な ん か いる ? | | ちょ っ と … 暗 すぎ な い ? 














こう 1 一 A の | 


中 ける と 悲 過 _ / 





か 29 ほれ 1 スム 74)19 = を 
教室 へ 入り 、 音 の 原因 を 探る こ 語 
と に な る 。B の 場合 は 、 3 人 揃 に 
っ て 教室 へ 。 隊 長 で ある アツ シ 人 
が ユウ リ に 命令 を 出し 、 教 室 の で 板 
隅 々 を 探索 させ る の だ 。 る 窓 









大 ※※| 扉 を 一 旦 閉 め て …… ( 呈 ウ 9) 
A B 


隊長 、 よ ろ し く ! みん な で 確か め よ ! 









こっ くり さん を どの 程度 知っ て 
いる か 、 貸 問 さ れる 。 

こっ くり さん に 関す る 知識 を 持 
た な い プ レー ヤー は 、「 全然 知 ら 
な い 」 を 選ん で 、 詳 し い 説 明 を キ 
チン ど 間 いで お こう 。 


旭 と 


o 叶 み 人 人 吾 人 品 洋 
と ざさ (rrirtu す ri 簿 洒 人 








じつは 、 こ こ で 出る 答え は 、 す 
べ て 後 の 革 を 暗示 する 重要 な キ 
ウー ドコ で もり 6。 

必ず 、 下 記 の 6 つの 答え を 聞 
く こ と 。 一 番 最後 に 「 本 番 へ 」 を 
EK Sp】R PXGFE3 の の 


大 文 ※| 何 を 聞く ? (ユウ リ ) 
A B C 


マサ と アツ シ に つい て | | これ か ら の 出会い に つい て 金銭 運 に つい て 


ロ っ (アツ シ )  ※ ひ と つ を 選ぶ と 、 ユ ウリ また は アツ シ に 譲る 選択 肢 、ABC 
人 


AA B を 
ユウ リ の 今後 に つい て | | ナオ コ の 男 に つい て 


seNri は U 避 は 筑 疲 
8 畑中 りさ F1 , 周 S 層 全 


サワ ヤ ガ っ て こと か な ・・・ 
そ て ゆ て の 呈 みえ じ ゃ な いん だ な る 



















イベ ント 発生 。 扉 を 開け 
る が 、 悲 鳴 の よう な 音 が 
人 計 = ニ マ ニレ ドア 


1 


ププ 1A へ 入り 、 悲鳴 
の 原因 解明 を 行なう 


1 


こっ くり さん の 準備 。 
こっ くり さん の 説明 を 聞く 


! 


う こっ くり さん 召喚 。 
的 め に 関 単 を 始 


! 


mm 














(5 








見 障 @ 財 前 5WI 


ル 砺 @ 層 洗 東 = ョ ョ 


| 関 精 国 





の 1-A の 窓 に 明 霊 出 
現 。 教室 か ら 枯 け 出す 3 人 


! 


ノ 3 -A へ 行く (※) 


! 


1 F 昇 降 口 と 保健 室 へ の 
に 16 く 3) 


1 


渡り 廊下 右 と 渡り 廊下 左 
を 調べ る (※) 


! 


⑦ ユウ リ の 提案 で 
4 


23F 症 || と 日 





ら 2 まっ 4 の [と っ だ Sp】【 に BK5) 
が 拒 合 され 、 中 傍 半 端 に 儀式 を 終 
わら せ て し まっ た 3 人 。 窓 の 外 に 
益 の 遇 系 末 り 出す 。 

こ で は 、 ど の 選択 を 行っ て も 
回 じ 細 果 と な る の で 、 と くに 深く 
考え る 必要 は な い 。 初 め て の 霊 の 
出現 に 目 を 奪わ れ て いて も 大 丈夫 。 


ん: が ん を ん だ は よ 
Eb っ 560ELt0 か ・ 
8 


人 層 出 現 の ムー ビー。 よく 目 を 疾 ら す と 、 
た くさ ん の 手 や 顔 が 見 えて くる 。 


E ヨ 引 文 近 近 | 窓 に 張り 付く 霊 た ち を 見 て …… (アツ シ ) ※ 時 間 制 限 あ り 
人 AA B で 
KI す 叶 ) ュ 用 ./ か 人 
ご / 教生 が ら 人 迎 け 出し た 3 人 の ぞ の 後 . 


逃げ 道 と し て 考え られ る の は 、 
選択 肢 に 登場 する 3 つの 場所 。 


し か し 、 ど こ へ 行っ て も 霊 の 出現 
jjpgoyAKGI だ さら お 

そこ で 、 3 つの 場所 の 探索 後 、 
ユウ リ が ある 提案 を 行なう 。 


/ 
Y6 


アウ ン : よし 2、 行く ぞ / 


sf のみ 遂 可 四 
SO@NSTriTRHT サ 澤 信 


四半 当 充 巡 | どこ か ら 人 逃げ る ? (アツ シ ) 


A B 


@ 


この 性 . 上 へ 、 ーー トー ンー トラ ーー 


八方 ふさ が り と な り 、 屋 上 へ 逃 げ 
た 3 人 。 そ こ で 彼ら を 待ち 受け て い 
た も の と は 

序章 の エン ディ ング は 、 ひ と つ だ 
け 。 な ん と な く ス ッ キ リ と し な い 終 
わり 方 だ が 、 終 章 を プレ ー す れ ば 、 
この 不思議 な 出来 事 の 謎 も すべ て 明 

ら 7』J【 時 やつ 骨 








もう 衝 ら せ て よ ・・ ッ 


信 こ の あと 3 人 は 倒れ 、 い つの ま に か 
ヒト 回 PX AGES 

















オカ ルト 部 に 所 属す る 怪し い 少女 ミサ キ と 出会い 、 
絶対 に 麗 怖 が 味わえ る [血まみれ の 手 」 と いう 

ゲー ム を 教え て も ら う ユウ リ と アヤ 。 

軽い 気持 ち で 試し て みる の だ が 、 

ある 失敗 か ら 事態 は 予測 し て いな か っ た 方 向 へ 
展開 し て いく 。 ( 
戸惑う ふた り の 痛 後に 、 


不 筑 味 な 医 【 声 が 人 迫る ググ クン ン レ 











か ー や 9 芋 幸 間 10 





『 絶対 に 恐怖 を 味わえ る ゲー ム が ある と 聞 
」 き 、 興 味 を 持つ ユウ リ と アヤ 。 情 報 元 の ミ 
IE サキ の 正体 、 ゲ ー ム の 内 容 と は ? 
この 章 は 、 選 択 肢 だ け で な く 、 ど う 行 動 | 。 時 
する か が 重要 な ポイ ント と な る 。 マ ッ プ 表 aya 
示 を フル 活用 し 、 目 的 地 を 決め た ら サ ッ サ 8MCRMD4675 
と 移動 。 無駄 な 動き は 禁物 だ 。 


cc 


保健 室 で ナオ コ か ら 
ミサ キ の 伝言 を 聞く 


1 


/ 放課後 に な り 、 
オカ ルト 部 室 を 探す 


1 


プ オォ カルト 部 室 に 入り 、 
ミサ キ か ら ゲ ー ム の 
内 容 を 聞く 


1 


こと に し た ユウ リ と アヤ 。 
ー 旦 家 へ 帰る 


1 


sUlr こ 日 ハ 廻 RiS せ 寺 
用 は LHSH 十 のど 古 肢 癒 馬 全 


ユウ リ ち ゃ ん に は ピッ タリ だ っ て ・・・ ゃ 





、/ ミサ ザキ に! ば れ 、 オ カル ト 部 へ 


目的 地 は 、 部 室 棟 @ F の 一 番 左 
端 。 1F 自 動 販 売 機 の 先 に ある 階 





段 を 上 り 、 左 の 突き 当たり まで 進ん ん V レン 
だ と ころ が 、 ミ サキ の 待つ オカ ルト | 前 較 時 
部 室 と な っ て いる 。 2 リ :4WLAcZW>tAfd2 


ちと 不 例祭 みん で すけ ど ・・・ 


選択 肢 は どれ を 選ん で も いい が 、 
C 以 外 の も の な ら 、 よ り ミ サキ の 本 全 中 か ら 翌 し げ な 音 。 そ の 音 に つい て 、 
質 に 迫る こと が で きる 。 あと で ミサ キ に 問う こと も で きる 。 





に まま 文 交 近 | 部 室 前 、 ち と 不気味 (ユウ リ ) ※ 時 間 制 限 あり 
人 A 5 C 


ミン 部 茎 で 侍 つ て し と メ ゴ コ Sg 円  。 


いき な り 本 題 に 入ら ず に 、 さ 
っ き の 音 や ミサ キ の 口 の きき 方 に 
つい て 、 質 問 し て みよ う 。 ミ サキ 
と は 他 の 章 で も 会 うこ と に な る 。 | 邊 暫 
どん な 性 格 か 、 こ こ で 把握 し て | 語 説 凌 定 
お いた ほう が いい だ ろう 。 NMe 





0 さい O 表 は 束 計 と で 立 9 
ビー 人 T の 光 Fi 隊 状 人 





3 引 衣 バ | 妙 に 生 意 先 な ミ こ (| 
A 


@ 
た lpX②/ ミ リル 4 な に タメ ロロ きい て ん の ? ウル さ に [ウン ) 








こう 目 攻 に て ゲイ テム を 用 加 _ 


自宅 で 用 意 す る ア 
イ テ ム は 、 塩 と ミネ 
ラル 9 ラー ター。 疑 
は 水道 付近 と 戸棚 の 
両方 に あり 、 選 択 に 
よっ て 物語 が 変化 す 
る 。 塩 を 持た ず に 出 
Jp っ 73 寺 <k づ 】 中 | ゴ / ョ 内 
表 ジ ディ ウン グ 信 影響 


し 5 製 


ミネ ラル ウォ ー タ ー は ・・・ 





は な い の で 、 好 みみ で  。 公 ミネ ラル ウォ ー タ ー は 、 冷 蔵 庫 に 入っ て いる 。 冷蔵 庫 の 





決め て 構わ な い 。 扉 を 閉め た 後 、 大 き な 物 音 が し て ユウ リ が 区 く シー ン も 。 
間 " 自 居民 KG 
し 競 S 水 持 大 
! きせ で の 

を を 電 く 近 い 
塩 ( と 見 

頃 の わ (ce 【o】 

だ 小 ュ ウ リ : お っ / 回 紙 

が 尊 の 誠 

を これ で いい の か な ? る 和 名 

発 - ん 





【o) 








も う ひ と つの 必須 アイ テム 、 洗 
IEIESIESESFE ゆ た) ひん 2 に ヨル ロ 
KG よう 1 っ 5 た 生じ SIE 王 ヨ ヨ 国 E ツ ヒラ 4DAJJ) 
っ て いな い の で 、 目 由 に 出入 り 
する こと が で きる 。 準備 が で きた 
ら 、 屋 上 べ 向 が お う 。 


ナオ コ ユ : ん 27 ん ん 277 
な に や っ て ん の 2 人 と を も) 2 


ユウ リ : あっ た よ / 
この 区 下 革 で オッ ケイ で し ょ ? マ 


。 半 懲 縛 glT 当 滞 
@SS 問 回 問 計 渡 性 全 





真っ 暗 な 職員 室 で 、 ひ と り ゲ 
ー ム を 楽し お ナオ コ 。 じ つ 
は 、 屋 上 へ 行く 前 に ナオ コ と 
話 を する こと で 、 彼 女 が いか 
に 印 感 で め る か 、 前 も っ て 知 


っ て お く こ と が で きる 。 四 訪 
事態 発生 後 、 ナ オ コ に 頼み 事 
を する と き に 、 そ の こと か が 
頭 に あめ れ ば 、 大 切な 選択 肢 を 
間違え る こと も な い 、 と いう 
し pp リ /a 





ミド コツ) ニ E laY) 
エア ルリ ド 二 | に ユウ コン メー 
立ち 上 が る 


! 


つづ リビン グ で アイ テム 
を 用 意 
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アヤ と 人 台 流 、 学 校 へ 向かう 


! 


プ 学校 到着 、 保 健 室 で 
洗面 器 を 手 に 入れ る 


! 


中 学 棟 の 階 段 を 上 り 、 
屋上 へ 移動 する 
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の @ 





ムー ふ 9 星 才 


も 】 


アイ テム を 確認 し て 、 
ゲー ム を 開始 
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聞く 。 ゲ ー ム を 続行 


! 


う 目 を 開け て 
ー 旦 ゲー ム 終 了 


! 


塩 で 清め よう と する が …… 


月 が 隠れ て 血まみれ 女 が 
に ジル K っ ) 


1 


の 雇 上 か ら 逃げ 、 
2 F へ 来 た ふ た り 


! 


ゲー ム を 正式 に 終了 させ 
る た め 、 塩 を 探す こと に 
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紅 了 、 与 具 を 振る や ? _  / 





まだ 写真 を 1 枚 も 撮っ て いな 
人 先 ③ り (だ コウ リ 。 し か 
7 軒 三 【) 山 2 と 7 の の)E9/g/ 記 の 

面 芝 、 どう する? 
こ で は 、 迷 わ ず 写 真 を 撮る 


コウ リ : 
P / と りあ えす ず 組 っ と く 
に ( ス く 


TYO 商 fM , は 計 
に か 肌 mt6UIETKCN た | 





まま 衣 ※※| 洗面 器 を 撮っ て お く ? 


A 


と りあ えす 撮っ と く 





こと を オス ス メ す る 。 ど ん な 写 
真 が 撮れ る か は 、 現 人 多 し て か ら 
の お 楽し み ! これ が 、 シ ナリ 
オ 中 に 撮れ る 心霊 写真 の 第 1 号 
と な る は すず だ 。 


は ビー 時 鐵 天 一 細 EE 
IG 四 は 対 ら さ 誕 目 信 


加 
( 近 ! 


回 





※ 時 間 制 限 あり 


B 


遠慮 し と く 





ンク 2 に マウ 】 っ JC)/a( ゆ 【 当 に 
塩 が 必要 。 血 まみ れ 女 の 追 跡 を 
か が わし な が ら 、 塩 の 在処 まで 辿 
り 間 が か な く て は な ら な い 。 

塩 が あめ る と 思 わ れる 家庭 科室 
と 化学 室 は 、 ど ちら も 特別 棟 の 


1F に ある 。 特別 棟 に は カギ が 
が が つて いる の で ぐ で 、 こ 和 れ が ら の 
進路 は カギ を 入手 する バタ ー ン 
と 侵入 経路 を 探す バタ ー ン の 
/=) [sy。 jp ルル とっ た <ko1 つ 7/ ル 2 
選ん で 、 素 早く 行動 し よう 。 









[カギ を 入手 する バタ ー ン ] 


<HPEy EPR 
[侵入 経路 を 探す バタ ー ン ] 
ps EHPiw ee 


























[カギ を 入手 する パタ ー ン ] cn 





この 方 法 の 場合 、 ま ず 特 別棟 の 本 
lp 必 っ ゅ 』 ヒ ラッ 2 手当 肪 PE 和 」 
な ら な い 。 カ ギ は 職員 室 に ある の 手 - 
で 、 ナ オ コ に 頼ん で 手 に 入れ よう 。 EE : 
その 後 は 、 中 学 棟 の 渡り 廊下 を | ee タ 
通り 、 カ ギ を 使っ て 特別 棟 へ と 入 ン ! 穴 
る 。 侵入 経 貴 を 探す より も 、 行 動 1 持 馬 株 へ 入る に は 、 な に より カギ が 特別 棟 に 入る の 
が 少な く 簡 単 な 方 法 で ある 。 必要 。 職員 室 へ 向かう の が 先決 だ 。 グ ゲ 
屋上 へ 行く 前 に ナオ コ と 話し て 0 内 
いれ ば わか る だ ろう が 、 彼 女 は 経 
鈍感 で ある 。 頼み 事 は 、 ズ バリ に ! 
言わ な いと わか っ て も ら え な い 。 探 “ 
最初 の 選択 肢 を 間違え て も 、 再 す 高校 棟 6 っ F へ 上 が る 
度 職員 室 を 訪れ る こと で カギ は ? 
em も ら え る 。 た だ し 、 余 計 な 行動 ン 
hr が 増え れ ば 、 そ れ だ け 女 に 追い バル コニー か ら 特 
“ つかれ や すい こと も 忘れ ず に 。 別棟 6 F へ 





[侵入 経路 を 探す バハ ター ン ] ! 
特別 棟 1 F へ 降り る 


カギ を 手 に 入れ ず に 高校 棟 か ら 
特別 棟 へ 侵入 する 方 法 。 ま ず は 各 ! 
校舎 へ の 道 を 部 室 棟方 面 へ 進み 、 
高校 棟 へ 入る 。 2 F に 上 が っ て 右 家庭 科室 、 ま た は 化学 室 





側 の バル コニー へ 向かえ ば 、 カ ギ へ 向かう 
の 開い た 特別 棟 の 扉 を 発見 する こ ! 
と が で きる 。 マ ッ プ で 最短 の ルー ルコ ニー へ 出る と 、 ユ ウリ が 特別 


ト を 確認 し な が ら 進 も う 。 棟 の 開い て いる 扉 を 発見 する 。 


ヒン 2 コッ 必 っ 7AC ン ニョ 6 放 アミ 
司 以 棟 拓 入り の コ ペ ジ パト 経路 を 探す パタ ー ン と も に 発生 
する の が この イベ ント 。 高校 棟 
2 F の 階段 付近 に 来る と アヤ の 
姿 が 見 えな く な り 、 階 段 脇 に あ 
る トイ レ に 引き ずり 込ま れる 。 


アヤ が 中 心 と な る シー ン は ほか 
の 章 で も ほとん ど な い の で 必見 。 
アヤ の 焦っ た 姿 が 可愛 い 。 





か ー%@ 上 圭 mim 





ノ 特別 棟 か ら 才 の ある 


部 
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M た キョ トウ) 
4 

名 すぐ に アヤ が 塩 を 
発見 

1 _ 家庭 科室 に 入る 
バ が 塩 を 手 に 入れ る 
+ ため 、 棚 を ひと つ 
の ひと つ 調 査 


1 











塩 は 、 第 1 化学 室 と 家庭 科室 に 
保管 され て いる 。 

特別 棟 の カギ を 入手 し て いる 場 
合 は 、 ど ちら の 部 屋 へ 入る か 自由 
に 決め る こと が で きる 。 高校 棟 か 
ら 侵 入 し た 場合 は 、 カ ギ の か か っ 
た 化学 室 に は 入れ な い 。 あ きら め 
KG8 還 4SE の )ESpXAN ロ ypp 記 


信 塩 の ある 部 屋 へ 入ろう と する と 、 窓 
Ai【 守 9) 還 量 アルン 人 人 ルクル ア 4 に Sim 





[第 1 化学 室 へ 入る ] 








請 国 E み 』 ヒ ブル Jap の (Ke 
職員 室 で カギ を 入手 し た 場合 の み 、 
この 第 1 化学 室 に 定 を 踏み 入れ る 
KoyJJKGka 補 っ た さら 】【 き 2 さ p 肥 の と お 

扉 を 開け る と 、 真 っ 先 に アヤ が 
塩化 ナトリウム を 見 つけ る 。 家 庭 
科室 の よう に 、 塩 を 探す 手間 が か 
か ら な い の で 簡単 で ある 。 


コワ ウリ: え マ 2 
これ が * 2 


違う じゃ ん ・・・ 
拉 化 ナトリウム ん う て 汗 いて ある よ ! ゃ 





人 塩化 ナトリウム が 塩 だ と 知ら な か っ 
sl アヤ が 0 ぐ G お あか っ だ 。 











家庭 科室 に 入っ た ら 
が どこ に ある か が 探さ な く て は 
な ら な い 。 数 ある 棚 の うち の 
ひと つ に 塩 が 保管 され て いる 
の で 怠 いで 調べ よう 。 正解 の 
棚 の 位置 は 、 写 真 で 確認 ! 

女 の 息 づか い を 聞い た 後 、 
室内 を カメ ラ に 収め る と 、 心 
吉 写 真 を 撮る こと も で きる 。 


s「YreNel 叫 繝 全 諸 
(Y 分 計 .AS と は 吾 愉 人 


Ll だ だ さだ た さ p】R 
【P】P 上 IE9CN の (Key= は お 





アヤ : ん な こと より 早く 塩 探 や う よ マ マ 





古 Im みっ ) 


stH 甘 の STri 潤 〇 
回 固 。 環 EFG「 呈 箕 田 信 















一 [| 還 トワ イラ イト シン ドド ローム 回 
圏 較 - 再 会 - [| 男 圏 
| 関 題 隔 間 了 症 
cn、 
この 札 つ て くる 忠 ま みれ 交 ) / 
突然 、 血 まみ れ 女 が 部 屋 に 入 † を は 
うっ で きた! ここ で の 選択 は 、 習 パ バ 間 襲い か か ろう と する 
を 手 に 入れ た と き の ア ヤ の 言葉 を だ 限 
参考 に する こと 。 い まさ ら 自分 た | 2 
ち 塩 を か ける こと に 意味 が ある の | 計 。 の ぐ 塩 を 使う 
か 、 考 えて みる の だ 。 て | 
まま コ 文 文 文 | 入手 し た 塩 を どう 使う ? (ユウ リ ) ※ 時 間 制限 あり 血まみれ 女 消 渡 
A B 
正門 で ミサ キ に 会 う 


e 4 

血まみれ 女 は 消滅 し 、 ホ ッ と 
ひと 息 。 校 門 で 話し 合う ユウ リ 
た ちの 元 へ 、 ミ サキ が や っ て く 
る 。 こ の 先 は 、 塩 を どう 使っ た 
か で 結末 が 分 か れる 。 

リル に の P ョ ル 2 7/ ン ジョ 1 
(た た 7/al に ゴン ks4 py 8 還 


と の 後 の エ ピ ソ ー ド  . 





に AB 語 ヨ |BIINIC 計 半 1 肖 きっ 
次 の 日 に 場面 が 切り 替わり 、 女 
の ぁ 川 2IPGIC1@16」B 有 ヨ NIBIINIC 
が 展開 され る 。 さ ら に 、 一 度 も 
女 に 追い つか れ て いな い 場 合 は 
5] 紀 S 半 ヨ NIBIINICY292 計 族 と 3 

談 の 物語 を 見 る こと が で きる 。 








Na で を 

ご 塩 皿 後 

の ま 日 
ト 使 の 4 

ご AL 三 

6 2 ササ 

の が の ゆ ) 記 

ミサキ : だ っ て 結果 を い CTA (| コル トミ 942 体 ら 

だ か ら ま て みた の の ) か な に それ を の 
大 攻 な こと に な っ た みた い だ ね ゃ か ミリ キク ゃ ん な ちか に て 知 

る 隊 < れ 生 いて っ た けど クッ る 克 





NE 
エリ ア に いて 声 を 聞き 、 そ の 


うこ と は な い 。 ま た 、 3 回 條 
e7jyaPo7els7 パ 1B 四 NIBIINI6) 
に な る が 、 カ ギ を 持た ず に 高 
校 っ F か ら 特別 棟 に 移動 する 
こと で 会 っ た 回 数 を リセ ッ ト 
する こと が で きる 。 


NAILAP2ANUDAI こ ISI 昌 


後 、 エ リア 内 に 設置 され た あ 
る ポイ ント に 移動 し た と き 出 
現す る 。 声 を 聞い て も 、 ポ イ 
ント に 移動 し な いか ぎり 出 会 


au9CO 計 一 





白い 歯 の 男 登場 
成田 苦 こ っ て いう ん だ / 


人 ルス ケ 部 の キャ ブテン GOOD の 条件 を 満た し 、 屋 上 か ら 家 庭 科室 また は 化学 室 に 
や っ て る ん だ せ / 着く まで に 血まみれ 女 に 追い つか れ て いな い 場 合 に 発生 。 


移動 速 中 で 襲わ れる 


1 


| EEEnserr3E23 


1 郁 栄 学園 近 く o 夫 の 中 で を % 弟 した) 


アヤ : 見 て 上 て > 
この 事件 の 現場 っ て 
この 溝 校 の 用 り じ ゃ な くい 2 ず 


G 避 。 用 斉 民 靖 時 人 藻 


9 串 H 人 NG ン す いび 
「r の ひと U 誕 陣 ri に H 


塩 の 使い 方 を 誤る 
塩 を 自分 に か けた 場合 に 発 
生 。 ミ サキ と 話し 、 学 園 を 
出 た と ころ で 女 に 襲わ れる 。 


塩 を 使う 選択 肢 を 誤 ら な けれ ば 辻 り 着 
く 。 ミ サキ が 調べ た 情報 か ら 、 血 まみ れ 
女 の 圧 し い 過去 が 浮き 彫り に 。 


正 
| ま 
の 
れ 
| 女 
の リル 1 
正 
休 
判 
明 


化学 室 で 襲わ れる 


ーN 
ご 


て ヘー 
ン ン 


員 張 内 守 基 騙り 次 司 秋 
用 肖 riHy 


ー 事 需 記 時 当 


で こ ー 
ンー 


コウ リ : も を し か し て ・・ 


oeONolHfdRTiH 拉 主 
MIIGIAEOImYgp 
陣 り U/ 細 R 須 主 9 , 
人 H 谷 は (ri@NTU 帳 団 前 


癌 一 





部 活 の 前 に ミオ か ら 、 


1 本 の テー プ を 聞か され る マサ 。 





それ は 、 ミオ が 従 病 球 の ユミ エ ち ゃ . 
「 メ リー さん 」 と いう 電話 に 関す る 噂 話 を 語る 内 容 だ っ た 。 
怖い 話 が 苦手 な マサ は 、 


カセ ッ ト を 途中 で 止め 、 ユ ミエ に 同情 する 。 
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「 も し も し 、 あ た し メ 














メリ ー さ ん の 話 が 入っ た 
カセ ッ ト テ ー ブ を 聞く 
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自宅 へ 帰っ て きた マサ 


! 


/ ユウ リ と 財 を する (※) 


! 


リビン グ で 手紙 を 見 る (※) 
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ユウ リ 、 出 が ける 


! 


自室 で 物音 を 聞く 
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プリ ビン グ で 犯人 を 発見 


! 


電話 で ミオ の 話 を 聞く 


3FY と NF 




















例 ず 、 で CT に / 軸 レ の 
め アデ 5 g 。 司 こ y = 本 い 重 ン 天 りり Mu あの "スコ 
っ 還 有 人 グ メ 3 い こさ か PP ププ ー 
| 上 し 箇 Eh っ 守 プ 電信 四 ぎ ど 
L ン 柱 | 7 』 が ンー0。 ば # 人 8 全 * 
プラ IL あと ィ 衣 り 4 oo や る [ 、 


AA 2 
話 だ っ た 。 マ サ は 途中 で それ を 止め る が 、 
帰宅 後 、 話 の 続き が 気 に な り 始 め る 。 

この 章 の 主人 公 は マサ 。 自宅 が 尊 台 と な 
の) に コト 95 に ュ っ ず / の /J57/JJp 双 人 っ | 
へ の 対処 の 仕方 、 後 半 の 学校 は ユミ エ と の 
会 話 が キー ポイ ント と な っ て いる 。 
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-/ 語 の 続き 4 
『 - 9 


ユウ リ の 部 屋 へ 行け ば 、 ユ ウ 
リ に メリ ー さ ん 話 の 続き を 尋ね 
る こと が で きる 。 

先 に リビン グ へ 移動 し て も 、 
UN RUED ま 


ee は 痢 邊 GO 


は 沿 司 rri 当 SGNN に 人 


「 お 欠 さ ん と お 馬 さ ER 
Be 

サ も ユウ リ も いい に bed 
ME5eA と と まく の は 」 





う よ う な こと は な い の で 心配 は 
いら な い 。 

リビン グ 、 ユ ウリ の 部 屋 、 両 
方 へ 足 を 運 避 こと で 、 物 語 は 次 
の シー ン へ 展開 する 。 


sU/9C へ は ば 圧 


ご 章 列 に TH「TSTST1 信 








07 の 】 に SpXo】【 革 Sp)/a に タ ァ だ と スパ 
と き 、 ど こ か で 不 器 な 物音 が ! 音 の 
リビン グ へ 行く こと で 判明 
する 。 そ の 後 か か っ て くる 電話 は ミ 
オ か ら の も の 。 選択 肢 は 、 物 語 に 
尿 償 を ラス る よう な も の で は な い の 
で 、 ラ レー ヤー の 千 み で 決 補 し て も 


呈 と NE 


構わ な い 。 


エ ち ゃ ル 
あの カッ ト 録 し た 次 の 日 ね ・ 
先んじ ゃ っ た ん だ ゃ 





信 コ ミエ が 死ん で いる と 聞か され 、 マ サ 
ES シボ p ル 7 //=p7/= 


衣 ※※| 死ん だ 人 へ の 同情 は よく な いっ て 話 …… に 4 ァ リ 


A 


聞い た こと な い 
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聞い た こと ある 





ライ トシ ンド ロー ム 軒 
園 較 - 再 会 - [| 回 回 
| 問題 隊 呈 時 串 


こう アン シン に 電 詰 を が ける ) ご ぞ aa 


づ アツシ に 電話 を する 








アツ シ に 電話 を し て みる が 、 留 守 中 詞 多 
な の か 出 な い 。 選 択 に よっ て 、 用 度 電 に 痢 ! 
話 を する こと も で きる が 、 今 度 は そっ の 問 
け な く 切ら れ て し まう 。 マ サ は 暇 を 持 いき 人 メリ ー さ ん か ら の 電話 
e る 
KG 3 っ 戸 が ) 


1 





定期 的 に か か っ て くる 
メリ ー さ ざん か が ら の 電話 
し 4 りー っ プ ヤ っ) 月 目 円 | 三 【 ひ Ei 計る | 間 
は 、 取 り 損 ね て も 再度 か か っ て 上 ー 
くる 。 それ 以降 は ベル が 鳴っ て い つ の の の 9 の 9 9 9 の の 9 @9 9 ⑩ @⑨ 6 の @⑨ の 信人 @⑨@@ ら の (の 3 
ュ 友 に BV ー - で 上 
る つら に 取 つない こ 、 | PRS = き = [途中 で 電話 を 拒否 し た 場合 ] ロ 目 | 
で 説明 する イベ ント が 発生 し て し 29gauA62 9 四 チャ イム が 鳴る 
まう の ⑳ で 注意 し よう 。 6 で | 
2 7 回 目 ま で ベル は 定期 的 に 鳴 玄関 へ 向かう 
る が 、 そ の 間 、 電 話 を 取り 損ね る 
と 、 写 真 の イベ ント が 発生 する 。 1| 
最良 の エン ディ ング は 、 す べ て の Ac 
画 話 を 受け る こと が 条件 と な る の アツ シ と 庄 を する 
GS モタ モタ し て 取れ な いと いう の の の 9 の 9 9 9 9 9 ⑨ の 9 の @②⑨9 の 9 @ ら の 9 の らら @@ の 9 ら 9 
5 こと が な いよ うに 、 リ ピン グ で 待 [ 7 回 目 の 電 話 まで 取っ た 場合 ] 
2 機 ゆ る よう に し よう 。 レゴ ンマ の ) 据 引 
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う 再び 電話 が 鳴る 


! 


メリ ー さ ん の 正体 判明 


! 


し sew ]| っ 。 
(9 





7 回 目 の 電話 を 受け 取る と 、 
レゴ EEEyAJimka 補 っ お 間 <lX! 
び 電 話 の ベル が …… 

選択 肢 で 、「 電 話 に 出る 」 を 選 
べ ば 、 よ り 怖 い 体 験 ( ?) を する こ 
JJKGxra 導 た 


7 
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(YSISrUC 
ユー ビ メ 人 へ Uri 父 部 














彼 
8 
(の 
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の 学校 に 到着 し た 
アツ シ と マサ 


1 


高校 棟 6 F の 1 一 C へ 移動 


! 


マサ 、 プ リン ト 入 手 


! 


ノ ユミ エ の 声 が 
聞こ えて ワー プ 


! 


高校 棟 1 F ビ ロティ ー に 
E3 当 


! 


高校 棟 る F に 到着 


! 


高校 棟 3 F に 到着 


! 


高校 棟 4 F に 到着 


! 


屋上 に 到 間 

















学校 に 宿題 の プリ ント を 忘れ て 
きた マサ は 、 ア ツ シ を 誘い 一 緒 に 
学校 へ 向かう 。 

学校 到着 後 は 、 真 っ 直ぐ に マサ 
の 教室 が ある 2 F の 1 一 C へ 向 か 
っ て も いい が 、 こ こ で は と くに 急 
ぐ 必 要 も な い の で 寄り 道 し て みよ 
う 。 高校 棟 1 F に 入 つ た ら 、 そ の 
まま 直進 。 左 階段 を 上 っ て 1 一 A 
の 教室 へ 入る の だ 。 

うほ 、 | 一 八 ほ アツ シン が 1] 年 
前 に 使っ て いた 教室 。 扉 を 入る と 、 
自分 が 使っ て いた 机 へ 移動 し 、 落 
書き を 懐か し そう に 見 る イベ ント 
が 始ま る 。 ア ツ シ の 人 柄 を 、 こ こ 
で 垣間見 る こと が で きる 。 


、 
ん WW 
ーー 


アウン : あっ た あっ た 、 これ これ / 
# 信 の と き に 合い た ん だ よ な ぁ ・・・ 
ちゃ ん と きれ い に 欧 っ て ん じゃ ル ャ 





kaq ド 9/P) の (の ゆ /N の (の)/yJ)S 唐 = 
直ぐ な アツ シ の 性 格 が うつ か が える 。 





信 | F か ら 右 階段 を 上 る と 、 マ サ が プリ 
ント を 取っ て くる シー ン に な る 。 





プリ ント を 手 に し て 帰ろ 
7ck> 及 7KOV/al 2】 [ER 虹 っ っ も 
な Jp 必 っ ks4 の 上戸 避 り ) ニ 1 
た り は 見 えな い 力 で 、 強 
higI RI ウ に コウ ん ac っ oy の 
まう 。 ワ ー プ は 一 定時 間 
を 置い て 計 5 回 行わ れる 。 
ジッ と し て いる 時 間 も 含ま 


ビジ 応 島 イエ ロキ 
以上 に 束 れ て こう と し て る の ? ゃ ャ 





ヾ ー ネ ォ 夕 
れる の で 、 無 理 に 移動 す 信 ワ ー プ を や め さ せ る 方 法 は な い 。 ジ ッ と し て いて 
る 必要 は な い 。 も 、 最 終 的 に は 屋上 へ た どり 着く こと に な る 。 


[ユミ エ の 声 が 聞こ えて ワー ブ ] 


ーー ャ タマ: 信 / 目 円 
9 炎 4 水 計時 折 


パル コニー 


















園児 か ら の 呼び か け に は 、 日 を 
選ぶ の が 無難 。C は 即 ゲ ー ム オー 
パー と な っ て し まう の で 、 間 違っ 
て も 選ば な いよ うに 。A を 選択 も 
し く は 時 間 オ ー バ ー の 場合 、「 隠 


ツ - 半 4 で る ける 

れん ぼ を し よう 」 と 誘わ れ 、 そ の 人 
後 、 あ る イベ ント を こなさ な いと 
1 F へ 降り る こと が で き な く な る 。 園児 た ち 。 悪い 回 で は な さそ うだ が 。 





人 幽 較 バス か ら ゾ ロ ゾ ソロ と 降り て くる 





[遊ん で も 帰れ な いよ 」 と 言わ れ て iiELo12 
人 ん 5 C 


それ で も 遊ぶ と りあ え ず 輝 げ る 











pF 右 階 段 か ら バ ルコ ニー へ 向 
か う あ た り で 物音 を 聞く 。 移 動 を 
続け る こと も 可能 だ が 、 怖 い 体 験 
と 7/alp ル ずん 北 29 Ep だ 

園児 と 出会っ た 後 は 、「 話 し 掛 
ける 」 こ と で その 場 に 罰 ま る こと 
が で きる 。 そ の ほ が の 選択 は 、 時 和男 旧 は 様々 な 場所 に 登場 し 、 
上 へ 強制 移動 させ られ る 。 ふた り を 驚か せ て くれ る 。 





座 文 近 | 物 背 が 聞こ えて …… 








作 B 
1 一 C に 現れ る 園児 た ち を 見 て biE 由 [iko12) 











B 
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Cp っ ) 


| AS o 
画 圏 - 再 会 - 
較 


cs、、 | 


び 較 児 の 幽霊 出現 。 
こち と 


! 


4 F へ 区 げ て きた マサ と 
アツ シ 
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ん ビュ と マン メー: っ メー ド 
kW/mle KG.1 の ニン) 
イベ ント 発生 


! 


[| 男 
画 田 











の  F 階 役付 近 で 物音 
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[様子 を うか が う 場 合 ] 
IE [ウマ 


! 


園児 を 見 つけ る 


! 


選択 に よっ て 、 そ の 場 に 
留まる か が 屋上 へ 飛ば され 
る が 決定 され る 


1 














( 





| 
| 
| 
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漠 層 細 昌 





鼻 
2 
(23 
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7// 上 さと 


1 


/ / 1F ビ ピロ ティー で 
[か ご めか ご め 」 を 聞く 


1 


を 聞く 提案 を する 


! 


/ ノ 校舎 の 外 へ 出る 


1 


加 校 舎 へ の 道 を 、 
部 室 棟方 面 進 む 


1 





ご 77 e6F 了 選 下 D イ ベン ト _  / 





2 上 隊 段 を 降り よう と し て も 、 1 
F に 辿り 齋 け な い ! 、 
この イベ ント は 、 屋 上 で ユミ エ か 呈 有 
ら 「 隠 れん ぼ を し よう 」 と 言わ れ た の | 。 。 
に 、 ま だ その 役目 を 終え て な い 場 合 0 2 
に 発生 する 。 ] cp 応 に 隠れ て いる 園 礎 り て きた は ず な の た に ・・・ マ 
喝 券 見 き 則 出生 ば 、 つう k 階 附 を EEO ク 0 フー 
EEKeka 攻 っ 1F Ws お で 、 ど う や っ て も 1 F へ は 行け な い 。 





*// 1 エビ ロティ ー で の 選択 
ここ で は 、 ア ツ シ か 5 帰る 

か どう か の 選択 を 迫 ら れる 。 

謎 を 残し た まま で 、 帰 る 選択 

を する の は 当然 NG。 1 
[帰ら な い 」 を 選ぶ と 、 マ サ | 。./, 

が も う 一 度 テ ー ブ を 聞く 案 を 22072D0fEara 

思い つく 。 





この PAS の ド 9! に | 


riU 甘 剖 9 昌 有力 ロ UIC 人 








Pa アル 2 に 人 /a の 2 ニニ と 2ag リ / 合 で 
後 、 部 室 棟 と 反対 の 方 向 へ 歩く は り 
と 、 再 度 帰る か どう か の 選択 を 迫 か 人 
られ る 。 し きち 

答え を 問 違 える と 、 ゲ ー ム オー も 2 に 
選 一 に な る の で 注意 し て 。 ば 





文 文 文 | 無駄 か も し れ な いと 言う アツ シ に 対し て (マサ ) 
A B 











ミオ の テー ブ を 聞き 、 な 
Ep7。yuo7l の jp アツ / 
シ 。 こ の 選択 肢 は エン デ 





どん ク コン ミシマ ニシ: 多 っ ょ ご (の ) 
で は な い が 、 物 語 を 把握 
する うえ で は 重要 。 アッ シ : そ の 誠に か で の の 島 | っ て 
ヽ : い N さこ 言っ て る だ ろ 7? 

C を 選び 、 ア ツ シ の 解 それ は 「 邊 を まわ れ た 人 っ て こと で 
釈 を 聞く こと で 、 9 計 半 7 二度と 出会う こと は な いっ て 該 味 だ よ ゃ 
遊び た が っ て いる 理由 を 知 か こめ か こめ の 李 し y パ ー ジ ョ ン 。 知ら な い 人 は 、 ア 
る こと が で きる 。 ツ シ の 話 を 詳し く 聞 いて お いた ほう が いい だ ろう 。 


文 文 光 | テー ブ を 聞き 、 な に か ひっ か か る と いう アツ シ に 対し て (マサ ) 





屋上 へ 出 た ら 給 水 埼 の 
ある 中 央 へ 移動 。 そ こ で 
ユミ エ と 話 を する こと に な 
る 。、 こ こ で ほ 、 且 結 居 遊 
べ な いこ と を ユミ エ に 説得 
7 た に 9 っ 7 た NE 0 

また 、 先 生 に 会 える か 、 コミ ェ た と - 才 上 
の 問い に は 、 ユ ミエ に 希望 かづ の か の 1・・・ や る の ・・・ マ 
を 持た せる 答え を する こと 
が 大 切 だ 。 





信 遊 び た が っ て いる 理由 が わか っ た 以上 、 一 緒 に 遊 
ぶ こ と は で き な い 。 そ れ を ユミ エ に 納得 させ る の だ 。 


主文 文 文 | [遊ぼ …」 と 繰り 返す 園 見 た ち に (マサ ) ※ 時 間 制 限 あり 


A BD @ 
な ん で 遊び た い の ? EDUAY だ DF く E 当 還 記 コル ん)747X く とっ 7/ の /= に さい 


[先生 に 会 える ?」 と いう ユミ エ に 対し 
人 A B 








部 室 棟 の 前 で 了 幽 霊 に 会 う 


! 


マネ ー ジ ャ ー 宝 に 入る 


! 


ロッ カー を 開け る 


! 


/ う テー ブ を 聞く 


1 


マネ ー ジ ャ ー 室 を 出る 


! 


間 校 査 へ の 道 を 進み 、 
高校 棟 へ 入る 


! 


屋上 に 向かう 
屋上 到 病 後 、 
縮 水 塔 の ある 中 央 へ 移動 


! 


/ イ ユミ エ と 話す 








披 
交 5 
(の 
唄 


cy 


で も 、 テ ツヤ さん と アウ ン フ て ・・・ 
毎日 遊ん で ませ ん ? 
仲良 財 ま っ て いう か ・・・ ゃ 


の の (の / ク アグ 7 クア / ム (の 


園 旧 た ち 、 完 生 の 声 
に 導 か れ て 


: かう ん ル ・・・ 

じゃ 、 さっ きま の ブリ ント 

や り 方 坊 え て ね 

当然 供 く 引き け る よね 2 ゃ 


最後 に 屋上 で 、 ユ ミエ た ち に 「 一 緒 に は 遊 
べ な い 」 こ と を 説明 し 、 先 生 に 「 会 える 」 


と 言う こと で 発生 。 


( 


GOOD の 半 件 を 満た し 、 か つ 「 メ リー さん 」 と の 7 回 目 の 


電話 に 出 て いる (ユウ リ に 驚か され て いる ) と 発生 。 


アウ シン : お 衣 ・・・ な ん か 受 引 じゃ な い ? 
ユウ リ に 人 て きた ん じゃ ね ぇ た か 2 w 


か が ご めか が ご 


マサ : 侍 っ て! 


< の SO 省き 箇 軒 は 。HF 
中 (Ye の ou 科 吾 対 里沙 喘 
の 問 六 SrH 罰 HIS 疹 若 


= 


こ 冷 た くす る 


コミ ェ : そん の ・・・ ヤ だ ま ・・ 
の 訟 に 逢 り た い の に ・・・ 
朋 し いよ ・・ 
だ っ た ら ・・・ 


人 


な んで あたし が 上 な の ・・ 


B 


間 


1 


で nu とこ と さ 骨 慎 は 人 は 


か 
3 
ジン 人 
で 
い 
で 


め を や る 





H 力 HO の は て 叶 TeNAM 
中 rr [と AO 比 | HfT 吉 


厨 較 内 ジア AINSIIINAS ど く | 





死ん だ 人 が 、 

強く 起 っ て いる 人 に 贈る テレ フォ ンカ ー ド 。 
その カー ド を 使え ば 、 
死者 と 話 が で きる と いう 。 


マサ た ち が そ ん な 噂 話 を し て いる 最 中 、 








NN 


アツ ン の 親友 テン ヤ が 投身 自殺 を 図っ た 。 
中 然 と する マサ 。 


その 後ろ に は 何 か に 取り 返 か れ た か の よう に 、 ge 


ルン グン ンク 









の ンプ 
多 





デ 
レ 
と / 
ピ 
レ 
あ 
ド 





ee 





ン 年 
し た 。 テ ツヤ の 親友 で あっ た アツ シ は 、 何 ョ コ 
も 相談 し て も ら え な か っ た こと に 昔 立 ち 、 な 突 
マサ も 大 き な シ ョ ッ ク を 受け る 。 し の 
マサ が 主人 公 で ある この 草 は 、 ユ ウリ や | uo: れ 綴 
アツ シ へ の 態度 、 テ レ カ を どう 使う か が ポ ttES6442 (2 
イン ト と な っ て いる 。 ッ 

ーー 











テレ カ の 噂 話 を し て いる 
マサ 、 ミ オ 、 エ リカ 下 の 選 択 肢 で A を 選べ ば 、 詳 し 
! い 情 報 を 聞き 出す こと が で きる 。 こ 
の 情報 を 知っ て お け ば 、 テ レ カ の 度 
突然 、 屋 上 か ら テ ツヤ が | 数 の 重要 性 を あら か じ め 知 っ て お く | SN 
飛び 降り 自殺 こと が 可能 だ 。 コリ: でき 62 て 6 こま 2 し 2 
! B を 選ん だ 場合 は 、 翌 日 ユウ リ RIHt 和 細 
当 翌 < 介 、 で に 四条 衝 問 き 日 IO eaa 
や り 切 れ な い ア ツ シ を と WON 央 る ろう 。 夢 の 内 容 に も 変化 が 現れ る 。 
に ちな 
! 詳し い 話 が 聞き た いか 、 と 言わ れ て (マサ ) 
人 コリ ニン ン ん < 
mp ルリ リアーhEM 
ユウ リ と ケン カ を する 
! 今後 の 選択 の 仕方 に も よる が 、 に ゃ 
ユウ リ と 一 緒 に 学校 へ 行っ て お け | 計 
マサ 、 テ レ カ の 夢 を 見 る | ば 、 自 宅 に 帰っ た と き に 起き る 分 に まう 
! 岐 で ユウ リ に 助け て も ら える 。 旬 ユ 
ここ は 安全 策 を と っ て 、B を 選 な 
プ 目覚 め た マサ 。 ぷ の が 妥当 だ ろう 。 な 





ユウ リ に 学校 へ 誘わ れる 





文壇 所 | 一 緒 に 学校 に 行こ う よ 、 と いう ユウ リ に 対し て (マサ ) 


絶対 に イヤ … た ま に は いい か 
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駅 前 に 到着 する 


[ユウ リ と 一 緒 に 学校 へ 行く 








NB 0 の 00 で ぐ 、 イベ バ 


ント 、 も し く は 行動 の 選択 が 発 | 。 区 
生 する 。 昨 晩 、 ユ ウリ か ら 情 報 「 人 
を 聞き 出し て いな い 場 合 は 、 学 | 。 導 

旨 」 蘭 』 前 


E 


校 と 駅 の 中 間 地 点 ま で 進み 、 そ PTP 

こ で [聞か な いと うる さそ う 」 を sd 

6 cy ー ド 伺う て 0 に な る まで 
選択 まう 。 電話 する と ど て な る か っ て こと ! ゃ 


その 後 公園 へ の 道 まで 誠 り 、 博夫 を 入手 し て いな い 場 合 は 、 中 間 
ユウ リ と 別れ て も 構わ な い 。 点 まで 来 た と きこ の イベ ント が 始ま る 。 


真衣 ※| テレ カ の 噂 話 の 続き を 聞く ? (マサ ) 


A 1 


[イベ ント ポイ ント ] 
GE5Bp < 
Ep 8 の 


| 
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[マサ ひと り で 学校 へ 行く ] | 


AN 国人 AN の り )( レ 9 に ゴム 9/areweyo) 
で 、 ア ツ シ に 会 う 。 途中 で ユ 
ウリ と 別れ た 場合 も 、 公 園 へ 
向かえ ば イベ ント に 参加 する 
こと が で きる 。 |、 王 還 話 も 

ここ で 会 話 の 選択 を 間違え 。 2CEAEDZ 
と Pl 装 NIBINIeI[SUUI2 リン 
痛く こと が で き な い し 無神経 信 テ レ カ の 話 を 始め る と 、 ア ツ シ は 怒り 、 マ サ 
だま ミリ / 記 ES p 原 細 を 置い て 先 に 学校 へ 行っ て し まう の だ 。 


文 文 巡 | な に か 話 を し て ほし いと アツ シ に 言わ れ て (マサ ) 


B (⑥ 








! 


公園 付近 へ 移動 (※) 


駅 前 か ら 学校 まで の 
中 間 点 へ 移動 (※) 


! 


校門 付近 へ 移動 (※) 


学校 に 到 六 する 


! 


※ は 、 公 園 付近 


か ら 校 門 


付近 まで 、 自 由 に 行き 来 
する こと が 可能 に な っ て 


いる 
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プ 高校 棟 1 F ピ ロティ ー 
で 、 こ れ か ら の 行動 に 


wa 


学校 到着 


! 


つい て 考え 込む マサ 


! 


[に と mr セ 


! 











学校 到 彰 後 の 行動 に は 、3 
つの バ パターン が 用 意 さ れ て いる 。 


A や BB を 選択 すれ ば 、 ミ オ 0 の 上 異 
変 と を 、 あ ら か じ め 知っ て お く こ 
と が 可能 だ 。 

「 授 業 に 出る 」 を 選択 し 、 様 子 
の お か し く な っ た ミオ を 見 て い 
だ の に I に 9 較 5721B 有 NIIINIC23 


迎え る 確率 の 高い 選択 肢 が 、 
ちほ ど 登 場 す る こ mer 

エン ディ ング に 直接 的 な 影響 
は な い が 、 物 語 を 把握 する つえ 
KGE272W=1 の Yo 導 ) ル EK の 74 
難 。 草 ク リア ー 後 は 、 設 定 を 変 
更 し て 物語 の 変化 を 楽し ん で み 
る と いり) だ ろう 。 


大 文 ※| 学校 に 到 彰 し た が 、 授業 に 出る 気 が し な い マ サ (マサ ) 


A BD 
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屋上 に 行く 授業 に 出る 





[屋上 に 行く ] 


屋上 の 出入 り 口 に は 立入 禁止 の 
札 が ある が 、 無 理 矢 理 潜り 込む こ 
と も で きる 。 テ ツヤ の 自殺 現場 を 
見 て いる と 、 そ こ に ミオ が ! 屋上 
に いる マサ を 上 曲 み 付け て 、 何 か を 
本 /Ksck る の )/ お 


eeNAr 王 半 ③ さ ざ JIrri 
頃 司 (TH 回 SS 叶 力 合 








[部 室 に 行く ] 


| 
HIH 














途中 に ある サッ カー ゴール の 前 hs 
で 足 を 止め 、 テ ツヤ の 思い 出 に 浸 し オ 
る マサ 。 そ の 後 、 白 目 を お いた ミ 
オ が フラ フラ と や っ て くる 。 そ し の 
て 、 ど こ か ら と も な く テ ツヤ の 声 ? い 
が 聞こ えて くる の だ 。 
[授業 に 出る ] 
「 授 業 に 出る 」 を 選択 、 も し く は で 
屋上 と 部 室 の 両方 の イベ ント を 済 秒 の 
ませ る と 、 放 課 後 まで 一 気 に 時 間 の 
が 経過 する こと に 。 部 活 後 マネ ー 、 選 
ジャ ー 室 で 、 マ サ と ミオ が 話 を す に と 
る シー ン に な る 。 9 




















高校 到着 後 、 ど ん な 行動 を と 
7/9AJSS Sp 時 XY/al 21》』45) 
フ や 態度 が 変化 する 。 

EK E に だ ヨ igolE ム AV2 引 の 
て 、 ニ ミオ の 翌 手 が お が し いこ と 
に 気づい て いな い 場 合 は 


… は の 時 ご 号 r 詩 中 


[と 遼 壁 き よく 」 豆 力 合 國 





会 話 が 展開 され る 。 
HP に セレ ョ PX の と) 
場合 は 、 ミ オ を 心配 する マサ 
クア AE ニル 2qmm リ ルル 【 選 三 2 
Ac 世 あ ク A ソ ムク A ソ /< ビ コ p た ニア 5) 
姿 が 見 られ る 。 


@ の 則 は 弄 ③ さ ご 
fi 回 蘭 ③SL 罰 U/ 潮 人 





づ 冊 , 





避 が を 浅 す ミオ /。 


ミオ と アツ シ の 姿 を 校舎 の 陰 で 
覗き 見 する マサ 。 ミ オ の 様子 が お 
か し いこ と に 気づい て いる 場合 、 
ミオ の 不審 な 行動 に 疑問 を 持つ 。 
気 つ いて いな い 場 合 は 、 リ ュ ッ ク 
を 探る か どう か の 選択 肢 が 現れ る 。 
探 ら ず に 帰る と ゲー ム オ ー バ ー に 
な っ て し まう の で 注意 し て 。 


マサ : あれ ・ 
アウ シン 。 ミオ ク 
・・ う て 、 あたし な ん で 圏 れ て ん の 2 





全学 校 到 首 後 の 行 動 の 仕方 で 、 マ サ の 
気持 ちの 動き に 変化 が 現れ る 。 


この アプ ジン の リュ ッ ク を を チェック し 





3 つの アイ テム を 次 々 調べ る こ 
と が で きる 。 こ の と き 、 選 択 肢 に 
設け られ て いる 制限 時 間 に 十 分 注 
意 す る こと 。 時間 を 超え る と 、 ア 
ツク 司 見 つか が か り 、 グ ラーム オー 
ye 必 (< に 





U9r で て 束 深 きき 箇 
8@ の は 画 夫 呈 武 信 


文 誠 廊 | ミオ か ら も ら っ た も の は どこ に ? (マサ ) ※ 時 間 制 限 あり 
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リュ ッ ク の ポケ ッ ト チ ェ ッ ク 





レレ / 
田 回 - 再 会 - 
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usn、 


プイ マネ ー ジ ャ ー 部 室 で 
ミオ と 話す 
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マネ ー ジ ャ ー 部 室 を 出る 


! 


後ろ か ら 追 いか け て くる 
ー ル | 


! 


が 見 つか ら な い 
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う 高校 げた 箱 付近 で 
アツ シ と ミオ を 見 つけ 、 
隠れ る マサ 。 ミ オ 、 
アツ シ に な に が を 渡す 
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較 
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の アッ シ の リュ ッ ク を 
探る 
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ーー 
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ノ アッ シ の リュ ッ ク 
か ら テ レ カ を 発見 


1 


の 保 島 守 前 の 公衆 電話 で 、 
テレ カ を 使っ て みる 


! 


勝手 に どこ か へ 回 線 が 
つなが る が 、 小 さ な 雑 音 
し か 聞こ えな い 


1 


あき ら め て 、 
自宅 へ 帰る こと に 


! 








7 シン の コッ ク の 5、 テ レ 
力 を 発見 し た マサ 。 こ こ で は 、 
ひと アク ョ レイ pc 及 っ 74)72J iLP) 
れる こと に な る 。 

ニレ の 5 の 4IXp7。J5 た る と pr 
いる こと に 気づい て いる か どう 
か で AB の 表示 が 逆 に な る が 、 





判定 され る 内 容 は 同じ 。 ウ ワサ 
が 事実 泥 と し た ら -…… 

それ を 考え れ ば 、 お の す と 答 
と EYEo】 に SD/a 了 3 ム 2 生 に と っ Yem 
ゲーム オー バー に な っ で し まう 
の で 、 ボ タン の 押し 間違い に は 
十分 注意 し よう 。 


| ま 引 護 文 文 | テレ カ を 発見 し た が どう する ? (マサ ) 


[ 4 で ミオ に 笑わ れ て いる 場合 


27/l の は は jpXG nr 


や っ ぱり … 持 っ て け な い 


[ 4 で ミオ に 笑わ れ て いな い 場 合 ] 








本 当 に 死者 と 話 が で きる テレ 
力 な の か ? それ を 確か め る た 
め 、 マ サザ は 保健 室 前 の 電話 ボッ 
ウル アロ jp7/= 内 

結論 か ら 言 えば 、 ど ん な 選択 
を 行っ て も 大 し た 収穫 を 得る こ 


了 の 】 


s 寺 人 り 訂 は ぐ H 
ANS 装 問 机 G 悦 肝 綱 尊 信 


この テレ カ を 使 つ て みる マ ザ _  / 





デレ カカ 持っ て 行こ … 





と は で き な い 。 テレカ の 度数 は 
ME て 294Jp 必 っ Yeekaa [ji だ 
され る の で 、 こ こ で は 早め に 電 
庄 を 切り 、 度 数 を 温存 する の が 
1 の wb42 ル 。/=R 較 三 に て PX ぐ 9216) 
17 由 避 E く と 引 7/al 

2 


erFIIT「 村 寺 條 rr の 
。 甘 細 Q 守 (て 人 人 王 信 


Fi の 











用 に ヨ 


ミオ の 様子 が お か し いこ と に 気 づ 
いて いる 場合 、 ユウ リ が 勝手 に 新 情 
報 を 話し 始め る 。 こ れ に より 、 マ サ 


は テレ カ の 正しい 使い 方 を 知る こと | 議 


[きだ 7 の //= お 


そう で な い 場 合 は 、 新 情報 を 聞く 
か どう か の 選択 を 迫 ら れる 。 こ こ で 


は 当然 A を 選ぶ べき だ 。 


ユウ リ : な て ん だ / 
そん な こと 2 
それ な ら 新 し い ウ ワサ グッ ト し と いた よ / 
きた い ? ャ 





KWG 才 Ei ん cd に iP た NT アジ ムンク / 
アク ルル <!42 さ りこ ル PKG に お 


| まま 文 文 文 | ユウ リ の 新しい 情報 を 聞く ? (マサ ) 
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に il の ok に さ 





B 


ミコ p//= に 3 っ 7 ん 7 月 


J 目 獲 内 で の 全 動  。 


リビン グ へ 戻り ユウ リ に 女 か 
され る と 、 ア ツ シ が や っ て くる 





イベ ント が 発生 する 。 
ユウ リ と 学校 へ 行っ た 場合 、 
ユウ リ の 活躍 に より その まま 物 
RW CS 征 
Mi 方 マ 
1 88 
怒 気 
60 0 
EE ン 和 
つう) 
EN 





語 は 続行 する が 、 そ う で な い 場 
合 は 、BAD ENDING の 道 を 歩 
3 こと に な る 。 

この イベ ント を 防ぎ た けれ 
ば 、 リ ビン グ へ 戻ら な いこ と 。 


R aaa | 吉 と を 
@ / _ 弧 こ 

和 1 | 中 り 緒 
幸 幼 肌 目 | 一 - 購 張 
ラ ィ 年 い | 剛 学 
助 校 

け へ 

| て 行 
ユウ リ : と こ 行っ て た じゃ な いよ / も う ) 
全く ブイ な ぁ ・・・ 6 

これ ! ゃ ズ _ い 

る る 





EEY6@p 品 み a ル 24Ep7/a2【 き ジミ 
夜 の 学校 を 訪れ た マサ は 、 突 
然 の ミオ の 出現 に 驚く 。 

学校 到着 後 、 屋 上 や 部 室 
へ 行っ て いな し 場合 、 こ こ で 
初め て ミオ の 異変 に 気がつく 
ご le が る 。 
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用 El リニア ン ん < 
ユウ リ の 新 情報 を 聞き 、 
再び 学校 へ 行く こと を 


JINV: っ ) 
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7// 古 コア ン ル ir 
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学校 到 靖 
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/ / ミオ が 、 目 の 前 に 
現れ る 
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/ ノ サッ カー 場 近 くに ユウ リ の 情報 に よる と 、 テ レ 








ある 公 軍 電 話 を 探す 力 は 死ん だ 人 と の 一 番 思 い 出 の 
! 深い 場所 で 使わ な いと 意味 が な 
いと いう 。 テ ツヤ と アツ シ の 思 
ピル スル mg トウ ペッ ド い 出 の 場所 と いえ ば 、 サ ッ カ ー 
き 進む : こん な と こ に 電話 あ っ た ん だ ・・・ 
人 NN 義男 司 o2 | OO.。 
1 を 探し て みよ う 。 ど うし て も 場 
所 が わか ら な いと き は 、 写 真 を 
ゴゴ ュ ミニ 信 こ ん な 場所 に 電話 ボッ クス が ある と は …… 
公衆 電話 を 発見 参考 に 進ん で ほし い 。 アツ シ の た め 、 怖 さ を 殺 し て 近づく マサ 。 
1 物 へ 横 和 を 
音 部 道 ボ 
司 全 守 Ji 
マサ : お と どか さ な い で よ ・・ 0 ョ ジノ 了 ッ 
ッ 守 た カ 





に 2 再び デレ カ を 偽 


/ う 再び テレ カ を 使っ 
て みる 
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レ 
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マサ は 金縛り 状態 に 陥る 


! 


受話 器 に 向かっ て 
話し か ける 


! 


4 ルン ルル 々 /! 
ミオ が 出現 し 、 


! 


電話 を 切る 、 ま た は テレ カ の 
度数 が 0 に な る と ゲー ム オ ー バ 
ー に 。 度数 を な る べく 減ら さ ず 
に 話 を 進め る 方 法 は 、 ま ず 「 話 


の 
H 信 





さば の づ 同 學 さ ご 刷 
Fi>INS 斗 て 常人 
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AM2747A2/Y4TK<1 チ さ リロ 














アツ シ は 来 な いよ 


し か ける 」 を 2 回 。「 ア ツ シ は 来 
な いよ 」 を ?2 回 選 避 。 ボ ポッ クス 
の 外 に ミオ が 出現 し 、 次 の 展開 
を 迎え る こと に な る 。 


ョ ーー1 
マサ : か 体 が ・ 
な ん で こん な こ の 4 2 


。 の ON は 人 へ 沖 CH は (Tue は 時 
全 芝 下士 人 | 一瀬 FES 人 


し 
oo oo ee 


15IEihl り に 2 の ) 





9 / 上 ョ ト | 三 【 く ン 
ャ リグ 攻 E ロジ 13< プー ンプ "1 





ミオ 出現 後 は 体 を 動か すこ と 
が で き な い た め 、 電 話 を 切る 行 
動 を 起こ し て も 無駄 に 終わ る こ 
と に な る 。 

下 の 選 択 肢 の C を 選 記 と テツ 


いる 。@26 


ヤ が 出現 し 、: シー ン ほ クラ イマ 
ックス へ 。B の 選択 は 、 テ ツヤ 
の 気持 ち を 逆なで し 、 上 度数 を 一 
ヌ Ulc 3 減ら すこ と に な る の で 、 
dp リ / コ Epy。l の 1 の 


ミオ が 現れ 体 が 動か な く な っ た …… (マサ ) ※ 時 間 制 限 あ り 


A 15) @ 
ミオ を 戻し て よ ! あたし を どう し た い の … | | アツ ツ を 連れ て 行き た か っ た の? 


テツ ヤ が 出現 し た あと は 、 テ 
ツヤ の 気持 ち に 近い 選択 肢 を 選 
ん で 、 無 駄 に 時 間 を 使わ な いよ 
うに する こと が 大 切 。 

間違え た 選択 を すれ ば 、 そ れ 


いる 。@A6 





A B 
1 人 で 寂し いか ら ? 1 番 の 友達 だ か ら ? 





ンタ スク ニコニ レ 3 の 7/aoY 
は 、 テ レ カ の 度数 が 0 に な ら な 
の Yaa の 1C1@!@]B ヨ NB]INICA ペ の ) 
道 を 辿る こと が で きる 。 選択肢 
NAM 


いて 行か な か 


PANASSRIMSIWISEEW 


2 <EI ! た いれ た だ は ・ MA 


srt う の さ へ 0U ざ び 寺 人 対 剖 





-// テツ ヤ を 説得 する 








だ け テ レ カ の 度数 も 減る こと に 


たら \ の 7 KGy= ヨ 57/= り の 

下 の 選 択 肢 は 、 正 解 の B を 選 
ぶ こ と で 、 次 の 質問 に 移る こと 
JJYGkx っ だ 3p】 [5W ら お 


アツ シ に こだわ る テツ ヤ に 対し て (マサ ) ※ 時 間 制 限 あり 


ルコ Cg2p)/ ヨ リン 





さら に 、 学 校 へ 向かう 途中 で 
アツ シ を 怒ら せ て いな けれ ば 、 
アツ ウシ が ここ まで 肛 け つけ < く 
れる 。 そ う で な い 場 合 は 、 マ サ 
MA と な る 。 


rrU 滞 R 吾 瑞 人 


ナオ コ ユ 
fA に b 和 CKASeAt6 
まだ 信じ られ な いけ ど ・・ 


RIO7eMA ド IS とり の 


時 油 尊 


/ グ 何 度 か 話し か ける 
と 、 井 に テツ ヤ 


! 


/) テッ ヤ と 話 を する 


! 


/) テッ ヤ の 告白 を 
聞き 、 説 得 に が か る 


! 


保健 室 で ナオ コ と 話す 


KA ペン 

















ターS き NN や 加 張 球 


マサ : この 剛 さ 、 ア ウシ が 貞 合 覆 く て 


凌 べ な いっ て 言っ た 日 ーー ルリ マサ 2 ーー se いた ムダ / \/ マ 三 5 
アッ シ を 新着 で まみ け た っ て 人 校生 か つこ き に 、 パフ シン に アウラ 05RNeb ebI る こと 
いる ん で すけ ど ・・・ ゃ が 条件 。 屋 上 で 話す ふた り の 姿 を 見 る こと が で きる 。 


マサ ひと り で 和解 決 


に 下記 
あたし 、 チ ッ ヤ さん の た 剛 いた よ ゃ 


介 WSNI 。 了 計 Sd 
kei に | ここ と (に ACN 関 還 証 証 


マサ : で も あたし は ちょ っ と 違う な ぁ 
友達 っ て 貸 氏 疫 そ より 
大 切な と きっ て な い 5 


ハ 陳 YBI O は SO 弄 す 


せ 
話 
い 
る 
こ 
ア 
シン / 
因 
馬 


店 
の 
途 と 
中 り 
vw/ 和 侍 
ショ 
対 マ 
5 の 


NLl 


びり 


アツ シ が 電話 を する 


保健 室 前 の 電話 で 

9 「 | py 保健 室 前 の 電話 で テレ カ 

EN を 使い 切り 、 ミ オ に 襲わ 
“ れ て し まう 。 


cHF 肖 FiH 編 記さ び 細 ri 
さき >ri 放 NRT で JI は 寺 





まさ か 、 
あん な も の に 会 う は め に な る 
噂 の 出所 は どこ か ? 


ふた り は それ を 追い か け 始め る 。 








導 叶 重く 劣 き 叶 還 還 人 
















SN 和 の タッ セー ジ 矯 明 





ミサ キ か ら 駅 の 伝言 板 の ウ ワサ を 聞い た し ゃ 
ユウ リ と アヤ は 、 ミ サキ を 出し 抜く た め 応 は 島 
た り で ウワサ の 解明 を 行 お うと する 。 ミュ 

この 章 は 、 ナ オ コ 、 ヨ ッ パ ライ の 伝言 り ミ 
自室 で の 写真 撮影 、 緊 急 会 議 の 内 容 が 重 PPOWRR キ 
要 な ポイ ント と な る 。 総合 的 な 判定 で 、 ク に oe 
ライ マッ クス の 選択 肢 が 変化 する の だ 。 出 





駅 で 仮 言 板 を 見 る ユウ リ 
と アヤ 


ミサ キ の 話 を キチ ン と 聞い て ント が 短縮 され る だ け で 大 き な 
いれ ば わか る は ず 。 正 し い 順 序 影響 は な い 。 正 し く 書 け ば 、 怖 
! は 「N 場 所 、 時 間 つ S」 だ 。 い 思 い が で きる うえ 心霊 写真 も 

マン ショ ン 前 で ミサ キ か ら 、 | ここ で 商 違え て も 2 日 目 ひ の イベ バッ チリ 撮れ る 。 








伝言 板 の ウワサ を 聞く 

/ 駅 の 伝 計 板 に ここ で 「 そ うか な ぁ ? 」 に 続 "きる 。 こ の 話 が 出 て いる か どう 

メッ セー ジ を 残す く 、「 カ オ は まぁ まぁ 」 の 項目 を か で ユウ リ の 部 屋 で の 会 話 の 選 
』 選ぶ と 面白 い 話 を 聞く こと が で 択 肢 も 変化 する 。 


日 が 変わ り 、 学校 へ : ま ま 護 近 反 | 成田 先輩 と ユウ リ に つい て (アヤ ) 
や っ て きた ユウ リ と アヤ 


A 1 り 
! その 後 の 進展 は ? 付き 合っ ちゃ えば ? 


アイ ウツ 5 ょ っ と ヘン サブ ー っ て 感じ 
膳 員 室 の 窟 近 く で 韻 障 を 聞く 


AA 15 上 A 15 
1 の UEC ae ん 


2・4 旧 目 に ナオ コ と 会 う 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 8 。 

この 章 の キー パー ソン は ナオ 学校 で 自由 行動 に な っ た ら 、 / 
JI 
中 








コ 。 彼女 に は 2 ・ 4 日 目 に 職員 "必ず ナオ コ に 会 い に 行く こと 。 


室 で 会 うこ と が で きる が 、 こ れ 2 雪 本 昌三 【 ゆ jn と ppjP』 と リ 放ち と 
腕 の 伝 坂 に 月 する 


を 行っ て いな いと 最終 的 な 場面 ば 、 よ り 安 全 に 物語 を 進め る こ ウワサ フッ て 知っ て る ? ャ 


… は 記 河 具 逆 獲 人 て 人 回 
計 は いら 医 叶 ii 日 汗 十 信 


で ゲー ム オ ー バ ー と な る 。 と が で きる よう に な る 。 


の 

















こう 話し 中 に 惣 


ここ で の イベ ント は 、 前 日 に 書 
いた 伝言 板 の 内 容 が 正しかっ た か 
どう か で 分 岐 する 。 

間違え て いた 場合 は 、 ミ サキ が 
に 太っ 7/alp』 の jp ル Xa の Yo 7/al が | 
っ GU の 。 





「 何 言 板 の 内 容 が 正解 の 場合 ] 


soNgI で 待 似 蹴 9 
適 叫 本 中 茸 円 は 咽 等 人 











物音 を 聞い た あと 、 教 室 の 扉 
も し く は 窓際 の 机 の 通路 の あ た 
り に 移動 する と 、 床 か ら 複数 の 
霊 が 飛び 出す と いう イベ ント が 
始ま る 。 

助け を 呼ぶ と き の 選択 肢 は 


srt② の 人 ハ nC で EEG 局 
(Tc いい は 購 9 演 講 ( ボ 汗 合 








| ミサ キ 責 任 取 れ ! 」 を 選 記 こと 
で 、 そ の 後 教室 内 を 自由 に 撮影 
KGra 補 Sp】【 き 2 の 骸 

その ほか の 選択 は 、 す ぐに 次 
の シー ン へ 移行 し こし まう の で 
注意 し よう 。 


ertQ 加 ir 田 思 
喝 づ さり 省 隊 RO 合 


窟 GN / 免 


物音 を 聞い た 後 、 教 室 後ろ の 窓際 あたり 


天 写 晃 
還 友 つっ ョ ュ ゴ 


と IX 2 の ルン 


に カメ ラ を 向け て 1 枚 。 霊 出現 後 、 ミ サ 


な の ワ ヤン ズバ キ と ミィ が 見 て いる 方 向 に 向け て 1 枚 。 


Ge で は 、 


計 2 回 の 心霊 写真 を 撮る チャ 


ンス が ある 。 こ の よう に 、 こ れ か ら 霊 が 
出現 する 場所 や 霊 出現 後 の 場所 は 、 撮 影 
スポ ッ ト に な りや すい 、。 覚 えて お け ば 、 多 

く の 心 霊 を カメ ラ に 収め られ る 。 





“大 で ミ び キネ と ミイ 


崩 じ とこ # て る の ~) ゃ 





6 一 じ へ 移動 する 


! 


プ sg 一 C 教 室内 で 成田 
先輩 の 話 を する 


! 


づ 人 間 の も の らし か ら ぬ 
物音 が 聞こ えて くる 


! 


ミイ が 沙 ち 着き な く 
ウロ ウロ し 始め る 


! 


EE の キル / ョ コト よう 
室内 の 通路 へ 移動 


! 


床 か ら 霊 が 出現 し 、 
骨 く ふた り 


! 


palh 


! 


ミサ キ が 教室 に 現れ る 


[H ゅ 敵 ③ 和 英田 は 護 計 8 藻 下 ] 





。 








次 時 電 @9 性 き 塊 EE 


凌 叶 電 ら 江 き 9 且 訓 








再度 、 伝 言 板 に メッ セー ジ 
を 書き 込む た め 
駅 へ や っ て きた ふた り 


! 


グ 伝言 板 の ウワサ の 元 
を 推理 する 


! 


マン ショ ン 側 の 階段 へ 移 
動 す る 


! 


う ヨッ パラ イ に 気づく 
アヤ 


! 


ぶた り し て 伝言 板 近く ま 
の ) 


! 


ユウ リ の 部 屋 へ 場面 が 切 
り 替 わる 


! 








伝言 板 の ウ ワサ の 元 が どこ に あ 
る の か 、 推 理 する 選択 肢 。 

A・B そ れ ぞ れ 内 容 は 違う が 、 
どちら も この 物語 の 核 と な る 部 分 
を つい て いる 。 読み 飛ば さ な い よ 
JE コミ PXGE3 の だ 


洛 い た 彼 率 高い よね ンマ 





seUPOE 人 AA ぐ 凍 に こい W ツ 
c の づ ( 誤 吾 は 帽 評 ご 避 全 


誠 巡 交 | 伝言 板 を 使う 人 が あま り い な いこ と に つい て (ユウ リ ) 
A B 


みん な 携帯 持っ て る し ね 住人 し か 使わ な いし ね 





マン ショ ン へ 向かお うと する と 、 
駅 に ヨッ パラ イ が 現れ る 。 な ん と 
0 当 ッ ウッ 八 ライ ほ は 、 大 の メッ セー 
アル 2 ゴジ: ニコ [放り に pp) の め )/= お 

ユウ リ た ち は 、 伝言 板 の 前 まで 
戻っ て くる が ……。 こ の 先 の 行動 
は 、 エ ン デ ィング に 大 さ な 影 作 を 生ま りな い ヨ ッ パ ライ 。 ユウ 
及ぼ すこ と に な る の で 慎重 に 。 リ と アヤ は 、 こ の オヤ ジ に 腹 を 立て る 。 





6 ーー = ヨロ ヽ ナ ヨッ パラ イ が 去っ た 後 、 伝 言 板 を 
ョ ンク ん ピ ョ クン だ 見 る と 駅 員 が や っ て くる 。 じつは 、 
丘 理 人 研 史 7 た が の この 駅 員 の 情報 が 、 あ と で 重要 な 
上 | 手がかり と な る の だ 。 駅 員 の 話 を 聞 
か な い 、 つ まり ヨッ パラ イ の 伝言 を 
見 て いな い 場 合 、 後 半 の 物語 が 大 
hs | 変 不利 な 方 向 へ 展開 し て いく 。 難 
60825883LTA924 易 度 を 上 げ て 楽し みた いな ら そ れ で 
際 弥 も いい が 、GOOD ENDING を 見 
た い 和 人 は 注意 し て ほし い 。 ま た 、 前 
日 ナオ コ に 会 っ て いな い 場 合 は 、 こ 
こ で 伝言 板 を 見 て お か な いと ゲー ム 
オー バー に 。 忘れ 物 を 取り に 教室 
へ 戻っ た ユウ リ が 、 寺 に 連れ 去ら れ 

て し まう の だ 。 






ジラ ドン ンド ロニー ム 回 
圏 画 - 再 会 - 画 画 
田 圏 回 圏 


アー っ レス プイ トマ </ 還 ニ エーーーmP や 
= / 目 宮 若 の 外 に 気配 が ……  』】 デ 





ユウ リ の 部 屋 。 再び 成田 








ユウ リ の 部 屋 で 、 伝 言 板 の 内 容 先輩 の 話 で 盛り 上 が る 
を 確か め よ うと 待機 し て いる と 、 窓 
か ら 覗 か れ て いる 気配 を 感じ る 。 

ここ で は 、C の 選択 を 勧め る 。 ひ 穴 の 外 に 
加計 5 則 園 当 NIIINIeI の だ さと に み 2 信 サ / た > 了 ゆ 気配 を 感じ る 。 
え に 人 迫力 の 心 寺 写 真 を 撮る こと も 可 ユウ リ の 名 前 を 呼ぶ 、 
生 だ 。 ち な み に 、 ど の 選択 肢 を 選ん 男 の 幽 吉 が 出現 

0 6 信 コ ウリ の 名 前 を 呼ぶ 、 こ の 男 は 誰 な 
で も 、 物 語 の 筋 は 変わ ら な い 。 の か ? 答え は 姉妹 編 で 明らか に な る 。 ! 

文 支 交 | な ん か この 部 屋 い る よ … (ユウ リ ) ※ 時 間 制限 あり 

















/ 日 が 変わ り 、 オカ ルト 
EE な 和幸 ル 6 と の が の ) 
2 日 目 に ナオ コ と 会 っ て ! 
いな い 場 合 は 、 職 員 室 へ ず 
向かお う 。 こ の チャ ンス を 校内 で ミサ キ を 探す 
| a 敵 較 57 半 NIIINIG 
へ の 道 が 確実 研 だ る 【o) : 3 (の ②) 
ミサ キ の 教室 は 1 一 D。 ュ ウ リ : あ いう 3 日 7 日 CE いた ん だ 2 記 語 ーD の 教室 で 管 
占い の 内 容 は 重要 な の で 聞 298ECSC ミサ キ に 占っ て も ら う | 富 
き 逃 さ な い よう に 。 と くに ! 4 
B の 内 容 が 誰 を 指す の が よ 3 っ ま の 部 味 。 ここ で 何 枚 か 写真 を 撮っ て お きた 
< 考え で お寺 大 りり )。 い 。 理 由 は 、 あ と で ミサ キ に 会 えば わか る 。 ミサ キ か ら 新 情報 を 知ら 
ーー テー 確 御 ド : 制 ココ を e さざれ る 
誰 . 信 属 に コ 
8 上 ! 
み 順 (の の 
よ に は 新 
う 指 焦 情 
ミサ オキ : カー ド は を 出 層 
58 か 折 を CREEEW で 
42 8 1 江 38euu2e 
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薄 虹 凍 @ ぐ 活き 9 設 還 








の 上 緊 急 会 議 を 開く た め 、 
屋上 へ きた ユウ リ と アヤ 。 
情報 を 整理 し て 、 
今後 の 道 を 考え る 


! 


ウワサ の 発端 で ある 、 
3 年 前 に 何 が あっ た か を 
1 の と 】 も 3) 


1 


伝言 の 内 容 に 指定 され て 
いる 、N と ら 8 の 意味 に つ 
Aveh1 の ニー と 】 も 3) 


! 


ユウ リ の 部 屋 に 出没 し た 
幽霊 が 、 誰 で あっ た の か 
1 の ニル を 3) 


! 


屋上 か ら 校 舎 外 へ 移動 する 


! 


FN 晶 





- 2 アヤ と 屋上 で 緊急 会 議 . 





下 の 3 つの 内 容 に つい て 、 考 
え を まとめ る 点 た り 。 次 々 を と 現 
れる 選択 肢 に は 時 間 制 限 付 き の 
(の ょ コー テマ KG の と 7。) ニョ ヒー 
の 占い の 内 容 を キチ ン と 把握 し 
KYLIENFEDSN の IE 

A と B は 、 最 終 的 に あめ る ふた 


り の 人 物 の 名 前 が 挙がる 。 両 項 
目 で 正解 を 出す と 、 飼 後 の 展 開 
が スム ー ズ に 。 一 方 が 正解 の 場 
IE に コツ み 24mrKo た YaED)KG 
控 回 が 可能 。 見 当 違 いな 推理 
に =7 が ヨコ NIB)INIGI ほ 3 の ZSE コ 
素 を 増す こと に な る 。 


文 文 文 | 何 か ら 考え よう ? 





A B @ 
[ 3 年 前 に 何 が あっ た か ?] 


[ 別 の 線 ] を 選ん だ 時 点 で 、 こ 
の 項目 の 推理 は 終了 と な っ て し 
まう の で 注意 し よう 。 

先 へ 進 び と 、 ミ サキ の 占い に 
あっ た アル ファ ベッ ト が 話題 と 
な る 。 時間 制限 付き の 選択 肢 な 
の で 、 こ こ で A か ら 数 えて いて 


[「NJ」、「S」 の 意味 は ?] 





は 間に合わ な い 。 キ チン と ゲー 
ム に 参加 し て いる か どう か 、 問 
われ る の だ 。 

最後 の 名 前 に つい て は 、 見 当 
吉 つ W0G い の だ 選 分 ヒン ド 上 
女性 。 ほ か の 章 で も 何 度 も 会 っ 
て いる 、 あ の 人 で ある 。 








最初 の 選択 肢 が 肝心 。 伝言 
板 は 、 誰 か が 誰か に 多 て て 書く 
も の ……、 と 考え れ ば 答え が わ 
JO)】 に <y/= 

次 の 問題 は 、 伝 言 板 の 位置 
が 改札 か ら 出る と 学校 側 に ある 
こと を 踏ま えて 考え よう 。 


[あの 幽霊 は 誰 ?] 


EID ル 3Y/ap/: ッ クン 4『p ン rk: っ Yo 
名 前 の 特定 に な る 。 こ こ で は 
本 = ヨ 還 回 AX2p7/mA)W 細 【 の 中 
記 避 めも ク [の 229EK の 74) 
ベス ト 。 も う ひ と り の 人 物 は 、 
伝言 板 を 使う よう な 性 格 で は な 
の で うり た 。 











あの 男 の 幽 較 は 、 本 来 呼 び 出 
し た は ず の ヒロ シ く ん と は 年 齢 
が 離れ すぎ て いる 。 ユ ウリ の 名 
前 を 呼ん で いた こと が 気 に な る 
が 、 ユ ウリ 本 人 も アヤ も 見 覚え 


IE9cN の 

どの 選択 肢 を 選ん で も ハッ キ 
リ し た 答え を 出す こと が で き な 
い の で 、 こ こ は お 好み で 選択 を 
ざり ひだ さら 

















ご ツ 芸 議 の 内 谷 で 行動 が 受 1 


緊 婦 会 議 で 「 ア ルフ ァ ベ ッ ト 
(の)NIE ッ KGX212 計 前 NIE ン 6 
ニシ ャ ル で ナオ コ を 指す 」 と 結 
論 つ けた 場合 、 自 動 的 に 保健 室 
へ 向かう こと に な る 。 

eg っ 1 っ 7AJsya【 の 有三 Kiygc 
コ 」 を 選択 し た 場合 は 、 学 校内 
を 自由 に 探索 で きる 。 こ こ で ナ 
オ コ に 会 わ ず に 最良 の エン ディ 


シリ は 
や っ ば り ナ オ ゴ し か 
が か りな さそ うん w 


eZ 朋 責 尊 ri 棒 画 町 / 人 r 
eoHY 洒 喘 ン で 四 内 哉 比 全 








ング を 迎え る こと も 可能 。 選 択 
肢 が 制限 され 難易 度 が 高く な る 
守り /al PJ 17 に さら だ 
それ 以外 は 、 す ぐに 駅 へ 向 か 
つ 。 最終 的 な 選択 の 場面 で 知 し 
い 思 い を する こと に な る が 、 1 


度 も ナオ コ に 会 っ て いな い ] 場 合 

を 除き 、 ク リア ー で きる 可能 性 
は 残さ れ て いる 。 

3 ドコ 

た 

2 

の コ 

ババ の 

タ 文 

| 字 

ン を 

アヤ : そろ そろ 匠 に 語 か っ た が に 選 

いい か も ね て ャ 7 ば 

る な 

【o) い \ 


[ナオ コ を 説得 する ] 


ナオ コ に 会 い に 来 た 当初 
(の 】 三 :QIE 杖 較 NFSX の 月 光 め ) 
解明 で ある こと を 忘れ ず 
に 。 ア ヤ が 言う 「 大 事 な こ 


と 」 も それ を 指す 。 

下 の 選 択 肢 は 両方 と も 
B が 正解 。 前 者 で ウワサ 
の 原因 を 知り 、 後 者 で ナ 
と し 29 に ル ImkcWeyJJYGkas 
と だ たき p】[ き た ざお 









あたし は 助かる ! 








人 [彼氏 いた の 一 !?] の 選択 は 、 ウ ワサ の 原因 を 解明 
KGo:J【emLPA5 リ /ak7/ ョ lp 友 ぐ GANEl/。up7SKed [きた お 


サト シ っ て …「S」 じ ゃ ん ! 


3 年 前 の 謎 が と ける が も ! 










ラ 
脅 画 - 再 会 - 





cc 


の 各 校 告 へ の 道 で 後 
の 行動 を 話し 合う 


1 


保健 室 に 入る と 、 
慌て て 何 か が を 隠す 
ナオ コ の 姿 が 入 の iee 


1 


隠し た 写真 を 見 せ 
て も ら う 


! 


rt の アル ウル ルツ 
原因 を 知る 


! 


一 緒 に 駅 へ 
行く よう に 
Pa し 玉 っ ) 


1 


メッ セー ジ を 見 る た め 、 
駅 へ 向かう こと に 
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[Hy 蘭 へ 沿 2 脱 夫 条 ] 





( り 


ュー ング 


ング | | | 


[| 男 回 
男 画 男 固 


次 丁 征 @S 僅 さき 9 原 床 軸 


次 叶 征 @ ゞ 用 さき 中 馬 画 吊 





/(/ 駅 の 伝言 板前 で 、 
メッ セー ジ を 待つ 


1 





// 駅 構内 を 出 て 
並木 道 に 到着 


1 


並木 道 を 学校 方 面 へ 
に 2 リド Ko) 


1 


学校 に 到着 する 


! 


還 寺 EE 尽 1 も 3 き ) 


1 


EMF)63) 


1 


学校 を 出 て 並木 道 を 
駅 方 向 へ 向かう 


1 


公園 へ 移動 する 





田 科 人 diri て 油 2 誠 MEGHHS 寸 ] 








FM 日 








/0 訳 で メッ ゼー ジ ぞ 待つ リノ 








駅 員 の 話 を 聞い て いる 場合 、 ユ 5 
ウリ た ち は あ る 疑問 に 辿り 着く 。 上 
その 疑問 の 内 容 も 、 ナ オ コ が 一 緒 会 
に 行動 し た か 否 か で 変わ る 。 い ま | 太 て 
まで の 行動 に よっ て 、 物 語 は 複雑 | PP れる 
[AIPxqDK く の 7/ 、。 
[ナオ コ が 一 緒 に いる ] 





駅 上 員 に 会 っ て いる 場合 、 ナ オ が 現れ る 。 


コ が 公園 へ 行け な か っ た 理由 が 
判明 する 。 最 終 的 な 場面 で 、 
ナオ コ を 弁護 する 有利 な 選択 肢 


駅 員 に 会 っ て いな い 場 合 は 、 








[ナオ コ が 一緒 に いな い ] 


ここ で も 駅 員 に 会 っ て いる か 
どう か が が 、 分 岐 の 大 き な 要 因 と 





すぐ に ナオ コ を 追う こと に 。 謎 
は 解明 し きれ て いな い 。 

う で な い 場 合 は 公園 へ 直行 し 、 
不利 な 状況 の まま で 最終 シー ン 


の 選択 肢 に 答え な けれ ば いけ な 
く な る 。 


な る 。 会 っ て いる 場合 は 学校 へ 
ナオ コ を 探し に 行く こと に 。 そ 





に // 公園 まで の 道 0 


約束 の 時 間 ま で あと 10 分 。 駅 か 
ら 公 園 に つく まで の 移動 が 、 カ ウン 
ト さ れる 。 時間 を オー バー する と 
5721B 朋 NIIINIGie 昌 | 

の の EEik つ MOy。d57y た 9 の 
の で 、 学 校 へ 行く 場合 は 、 ダ ッシュ 
を 多用 し て 、 素 早く 行動 する こと が 
7/= お 


ナオ コ を 学校 へ 探し に 行く 場合 ] 


駅 員 に は 会 っ て いる が 、 ナ オ コ 
を 連れ 出し て いな い 場 合 、 学 校 へ 
回 pd [時 

学校 内 を キチ ン と 調べ ず に 公園 
めき Yo 時 721B 月 NB]INICI[W2S5) 
5 た さら) KG コミ 95 だ た さら 戸 





人 学校 へ 行く べき な の に 、 こ こ で 公園 
9 に AWKGIP に こさ p バ ニン ジム ン Al 











ーmw は 財団 芝 2 呈 評 
同時 下 悪 , 財 答 尊 人 














こ リ グ 公民 





ポイ ント だ 。 


[ナオ コ が 駅 で 一 緒 だ っ た ] 誠 





1 峰 n^ ン バ ー | 
ナオ コ と 1 度 も 会 っ て いな い 、 ま 
た は 公園 到着 まで に 制限 時 間 を 越え 
に 57B 朋 NIIINIE 計 区 多 っ 衣 

いま まで 積極 的 に 行動 し て いれ 
ば 、 そ れ だ け 選 択 肢 が 有利 と な る 。 
サト シ と の 会 庄 が '3 回 を 越え な いよ 
うに 、 ナ オ コ の 弁護 を 進め る こと が 





信 サ トシ と の 会 話 の 選択 肢 が 3 回 を 越 
える と 、 ゲ ー ム オー バー に な る 。 





駅 上 員 に 会 っ て いる 場合 は 、 ど の よ 
うに 選択 を 行っ て も OK。 す ぐに サ 


トシ を 説得 する こと が で きる 。 


駅 員 に 会 っ て いな い 場 合 は 謎 が 残 
つた まま な の で 、 そ の 推理 を 働か 
。 何 度 か 答え を 
間違え て も 、 い ずれ 正解 に 辿り 間 


せ て 選択 肢 を 解く 


き 、 説 得 を 成功 させ られ る 。 





人 成功 へ 導く 選択 肢 が 多い の で 、 物 語 
を 有利 に 展開 させ る こと が で きる 。 


[ナオ コ が 駅 に いな か っ た ] 





駅 員 に 会 っ て いる 場合 は 、 謎 
が 解明 され て いる の で 、 す ぐに 
上 の BEKUUI2 lp っ 

会 つて いな い 場 合 は 、 そ の 前 
に 謎 の 原因 を 推理 し な く て は い 
け な い 。 3 回 の 会 話 の うち に 下 
の 選択 肢 を 出さ な いと 、 ゲ ー ム 
オー バー に な が っ で し まう の C 注 


意 し た い 。 

いま まで の 行動 に より 、 選 択 
肢 の 内 容 も 変化 する 。C・D の 
選択 で 説得 成功 と な る が 、A 
B し か な しい 場合 は 、 否 定 の 選択 
肢 を 2 回 選び 、 最 終 的 に 「 好 き 
な ら 連 れ て いか な いで ! 」 と 呼 
び か ける こと が 大 切 だ 。 


| まま 直文 返 | も う 忘 れ て し まっ た の か 、 と つぶ や く サ トシ (ユウ リ ) 


1 
そん な こと 
な い ! 


C D 
サト シ さ ん の ナオ コ は 新宿 で 
写真 持っ て た ! PX②/= 


@ | 、2 日 目 に ナオ コ に 会 っ て いな い 、 ま た は サト シ の 写真 を 見 て いな い ーA と B の み 

表示 され る 
@ け トシ の 写真 を 見 た が 「 彼 氏 い た の ?」 を 選ん だ ーーB と C の み 表 示さ れる 
人 @ 最 後 の 説得 に 失敗 し 、 ナ オ コ が 駅 に 来 な か っ た ーーC と D の み 表 示さ れる 


4 
| 問題 


2 
| 敵 題 


還 3 


並木 道 か 0 


! 


HE 


1 


圭 に 捕まり 、 動 け な く な 
と っ ma リ ルリ ルー ジム ルレ 


/ ノ サト シ > 登場 
ナオ コ の 電 護 を 行なう 





イト シンドローム 回 












少 叶 凍 @S 当 さき 語 加 


滴 叶 重 6 江 さき 中 思 量 国 
















アヤ : この 男 ユ ウリ の こと 
知っ て る みた い だ っ た じゃ ん 
な ん で 陥 堂 か 

ユウ リ の 名 衣 知 っ て る わけ 2 









GOOD の 条件 を 満た し 、 ユ ウリ の 部 屋 で 写真 を 撮っ て いる 
こと で 発生 する 。 写 真 を 見 た ユウ リ の 反応 に 注目 。 





サト シ は 成仏 


ナオ コ に 1 度 で も 会 っ て お く こ と が 最低 炒 | 
件 。 あ と は 、 サ トシ と の 会 話 を 成功 させ る 
こと で 辿り 音 く こと が 可能 。 








ユウ リ 連 れ て いか が れる 


ナガ ョ le 会 9。、 が か っ ョ ッ 
ライ の 伝言 を 見 な い 場 合 に 発 










ユウ リ と アヤ 連れ て いか が れる と レン IGT と ョ と っ 
〔 ン ヘ へ ヘナ 公 和 h 失 り | ー 
に 行 オ 園 ” 去 敗 ト 
0 二 還 | 半 っ ジジ 
な を で 邊 る と 
い 探 に で 9 
た NE ジグ し ` 会 
4 4 
人 9S 0 ュ 説 行っ ちゃ ダメ ー! 
ご \ 得 
| 校 フ 連 に 











年 に 1 度 だ け 鳴 る 火災 報知 器 。 






普段 な ら 噂 話 に 耳 を 貸さ な い マ サ も 、 


y 


その 晩 
マサ は 謎 の 少女 か ら の 電話 を 受け た 。 
「 探 し て よ 、 大 事 な も の な く な っ た ら 悲 し いで | 
アツ シ か ら の 指輪 を 紛失 し て いた マサ は 思わ 


奇妙 な 世界 へ 足 を 踏み 入れ て し まう 。 








アツ シ が 怪我 を し て 三浦 病院 に 入院 し 
語 は この 病院 の 過去 、 療 養 所 を 舞台 
に ka る AKG の 

療養 所 内 で は 、 建 物 が 月 壊す る まで の 夕 衣 寺 導 
イム カウ ント が 開始 され る 。 移動 は すべ て アツ シ : そ う あ る な っ て ・・・ あ れ 2 
ダッ シュ 。 次々 と イベ ント を こなし て 、 目 
ip の と ば 人 パコ ンコ の 一 KG さ p た 


sss、 
チエ コ と 有 蛋 護 女 が 話す 





見 舞い に 行く マサ 


/ ユウ リ が 新 企画 を 
話し 始め る 


SS@ 晶 測 馬 還 | 


指輪 が な いこ と に 気づく 
に 4 し 。 
夜中 、 チ エコ か ら の 


プ 病院 へ 場面 移動 









人 ) 
アラ ぁ ーー " 入 ぁゃ の 


ンー コ 加 7 に で す が し] で 8 専 
り チ 。 、 コ 頂 商 芝 - に る 本 ea Rg 
ンコ 0 し ー ーー と 全 
b ーー 』 6 
1 # 


の 





の と さい O 馬 過 己 軸 診 G 蛋 の 
KYOIGE IN と ZNIRASNSI 





[怪奇 現 象 っ て ? 」 を 選ば な い 
と 、 建 物 が 崩れ 落ち る 時 間 を 聞く 
こと が で き な い >。 療養 所 に 入っ て 
か ら 知 る こと も 可能 だ が 、 そ の 場 | 計 寺 還 還 に 
合 は や や 不利 な 状況 に 追い 込ま れ 4ct? 
る こと に な る 。 


os 叶 人 頭 越 本 に HH 
(tr.S 滞 閣 ら G ざ ご 全 





B 

聞く 耳 持 た な いよ ! 
三浦 病院 の 医 奇 現 象 と 聞い て 
B 





京王 用 へ  / 
指輪 を な くし て 落ち 込む マ く こ だ わっ て いな い 。 


サザ サ 。 フ ォ ロ ー の た め ユ ウリ は 病 その ころ 、 マ サザ は 過去 の 時 代 
院 へ 向かう が 、 ア ツ シ は まっ た へ 飛ば され て いた 。 








語 い ) 乏 

の こ て ガ 

伏 の 駒 ラ 

線 ア く リリ 

2 人 ( 

っ 計 っ の ・ 上 
散 oy Ce 結 剛 が の 
アッ ン : 物 じゃ ね て だ ろ . 大 まな の は 2 w い 葉 て 変 
る が は わ 

yo りつ 

| Ke 





最初 の 選択 肢 は 生 だ 。 シ 回 ウ ウ に こ 
だ わっ た 質問 を 続け る こと で 、 シ ロウ 
の 居場所 が 判明 する 。 さ ら に 建物 が 
焼け 落ち る 時 間 も 知 っ て いれ ば 、 物 語 MP 
の 展開 が か な り ス ムー ズ に な る 。 





ori 江 は (YSTrYe の NE 
は 一 計 こ と メ 〇 「1 信 


「 昨 日 、 約 束 し た よね ? 」 と 言わ れ て (マサ ) 


過 B 


さら に | 援 し て くれ 6 で し ょ ] と 言 D れ て ウル /p) 有 )/ ル ョ リウ た リッ ja 


ん B 
捜し て あげ る | 本 還 | シロ ウ く ん っ て ? | | と 5UCg く な っ た 0? 


シロ ウ く ん は どこ に ? 死ん で お 人 形 ? 





ご 対語 和俊 の 行動 に つい て 





制限 時 間 と シロ ウ の 居場所 の 両 ね ゃ 
方 を 知っ て いる 場合 は 、 自 動 的 に 0 ら 
1 号室 へ 向かう 。 そ れ 以外 は 、 自 叶 に 
由 行 動 と な る 。 靖 こ と 

各部 屋 で 起き る イベ ント を クリ | 史 E。 人 
ア し て 、 人 形 を 探し 出せ ! 人 9 加 





療養 所 内 で の 時 間 の 経過 


ユウ リ か ら 情 報 を 得 た 場合 は チ 増え る 煙 の 量 が 見 た 目 の 目安 と 
エコ と の 会 話 後 、 そ れ 以 外 は 娯 な る 。 ゲ ー ム 中 に 予告 され た 時 


ユウ リ と アツ シ の 会 話 


レノ ニン 


! 


トイ レ に 入っ た マサ 。 
療 三 所 へ ワー プ さ せら れる 


1 


咳き込む お 声 を 聞き 、 


4 号室 に 入る 


1 


づつ チエ コ か ら 


お 願い を され る 


! 


扉 を 出る と 、 建 物 内 
に 煙 が 充満 し て いる 


1 





楽 室 の イベ ント 後に タイ ムカ ウ 間 の 約 半分 が 、 移 動 に 費 や せ る PSP 


ント が 始ま る 。 時 間 の 経過 は 画 プレー 時 間 と 考え よう 。30 分 な 
面 に 表示 され な い の で 、 人 徐々 に ら 、 実 時 間 15 分 が リミット だ 。 





あと Z0 分 し か な い ! 


OHri 半 ご 中 画 索 一 で いら ⑨ 
避 相 . ゆ 科 記 EET 導 ST 








NO 晶 肖 還 NNl 





SS 唱 肖 厩 


軸 


HE Ni に NmNM 


4 号室 を 出る 


1 


1 号室 へ 自動 的 に 移動 


1 


カギ が か か っ て いて 記 が 
開か な いこ と を 知る 


! 


療 王 所 内 を 探索 する 


1 


っ 生 コ 選 FE 


の 診察 室 の 扉 で 物音 を 


[He 弟 せ りり zi 肢 洛 ] 


1 


ik き 63 


1 


カス コ と チエ コ の 話 を する 


1 


診療 室 を 出 て も 、 
つい て くる カズ コ 


! 


娯楽 室 に 入る 


! 


遊べ な いこ と を 
カス ズ スコ に 納得 させ る 


! 


カズ コ 、 成 仏 す る 








こう 娯 
タイ ムリ ミッ ト を 知ら な い 場 合 
まず は こ こ で チエ コ の 話 を 聞か な 
く て は いけ な い 。 そ れ ま で 、 ほ か 
の イベ ント に は 参加 で き な い の だ 。 
ユウ リ の 情報 を 得 て い な いと 、 
実際 の プレ ー 時 間 に し て 約 5 分 
6 ムリ ミッ ト が 狭め られ る 。 後 
よ 、 無 駄 の な いよ う 行 動 し た い 。 





マサ : これ も ・・ ィ 
ちょ っ と 葛 が 速 うみ た い ゃ 





信人 形 に 触れ て いる と チエ コ が 現れ 、 
建物 が 焼け 落ち る 時 間 を 告げ る 。 


の 診 宗 茎 で カス コ に 芸 う 


is 必 っ 7ea 操 は 94DXTAAYG 
いる 声 が 聞こ え 、 部 屋 に 入る か 
どう か の 選択 を 迫 ら れる 。 こ の 


イベ ント は 強制 で は な い の で 、 
回 避 す る こと も 可能 だ が 、 物 語 
SS 
間 ま | いい | 所 年 

| 内 記 

8 

言 で 

語 旨 0 

は カ 

So ペ 

。 コ 





だ ろう 。 

カズ コ は ば 部屋 を 出 た 後 も 付い 
て くる 。 そ の 間 、 ほ が の イベ ン 
ト に は 参加 で き な い 。 彼女 の 望 
み を 考え れ ば 、 ど こ へ 向かえ ば 
MNNIININIRUNNNE 


s と 9 む HalgrfTreNgl 営 滞 守 
マク ろ へ きび 品 責 1 信 





5 が 


娯楽 室 へ 入る と 、 選 択 肢 が 現れ る 。 
AKIE さと 2 ッ と 97/ ョ の 
か の 子供 た ちと 対面 する こと に な 
る が 、 彼 ら の 本 当 の 望み を 察する 
こと も 必要 と な っ て いる 。 こ こ で 
は B の 選択 が 正解 だ 。 ち な み に A 
IE6 あ XY の jp) 

な の で 気 を つけ て 。 


E ま 和紀 引 文 文 文 | チエ コ の 代わ り に 遊ぶ ? (マサ ) 


A 
いい よ 、 一 緒 に 遊ぼ う 


B 
今 は 遊 員 わけ に は いか な い 








ご / 沼 閣 至 で 孝 の - 





治療 室 の 扉 に 接触 する 
と 、 咳 き 込 ん で いる 声 が 間 
こえ 、 部 屋 に 入る か どう か 
の 選択 が 迫 ら れる 。 

この イベ ント も 、 物 語 の 
クシ 2 ニシ っ とう) GiEN 
SN の ID うう) 川 Ed 三 [=5 
UE あきら 7/aC2Yem の 57 


EE 


お 氏 ち ゃ ん ・・・ 有 動け て ・・・ 





い に い ー ト 1 で 
肢 は 、 ど ちら を 選ん で も 構 この あと の 台所 肢 で B を 選ぶ と 、 薬 を 探す こと に 。 
わな い 。 


s と rdHOBC 営 貞 C 計 
5 の は 脱 激 ri 吾 呆 人 





【74 り / ョ ド マ 】747XY っ 747/= 


この 1! 王 茎 の 扉 を W 


まだ 1 号室 へ 行っ て いな い 場 
合 は 、 ま ず 扉 を 調べ て 扉 が 閉 ま 
っ て いる を こと を 確認 。 看 護 婦 
の 部 屋 で カギ を 目 に し た ら 、 再 


度 扉 を 確認 する 。 
この 動作 を 終え て 、 初 め て カ 
ニー ゴ Ne っ Taoy41YGra 宛 っ た) 
は 年 
_ 初 
の て 
メ 扉 
ツ 
セ 接 
| 触 
ジ し 
7 
< 
守 








A を 選ん で も 問題 は な く 、 す ん な り 成 仏 し て くれ る 。 


4 し | 
6 Sa 


3 ai 
炒 1 1 ET 2 ia 


5 3 


マサ : ここ は 落 の 絹 ・・・? 
れ ね た . これ で いい の 2 ャ 


CSUOATU 存 ri 怪 本 定 人 華 
scONSfr [計ら 酒 RT 回 較 刀 沸 信 





わか っ た 、 助 け て あげ る 





1 = 寺 
ー イ ヤン も す 

ュー アレ ィ 

】 上 _。 

] ba と loo 
・ ル 。 


2w】)/ 

選 時 画 【 ゆ 下北 24i の 72 舌 較 三 E) 
的 に 1 号室 へ 向かっ た 場合 は 、 
すでに 扉 が 閉まっ て 、 カ ギ が か 
が か っ て いる こと が わか っ て いる 
の で 、 こ の 行動 を 起こ す 必 要 が 
な く な る 。 


sQ ざ riM に TS 
外 (rSIrC ri 四国 革 呈 人 









ノ 治療 室 の 扉 の 前 で 
声 を 聞く (※) 


! 


男の子 が ら 「 助 け て 」 
と せ が ま れる 


! 


男の子 を 成仏 させ る 


1 


避 ] 


[ 串 蘭 と ri 騰 導 


び 1 号室 の 前 まで 移動 し 、 
扉 を 確認 する (※) 


! 


EE 王 く ウル dEM|N 日 
(ユウ リ の 情報 を 聞い て 
いる 場合 は 、 5 の 行動 も 
と ー モ マ A じ っ )) 


8 





(人 





きき 昌光 且 上 











医者 の 部 屋 へ 
移動 する (※) 


! 


4/ 訂 il ウ も 


ちゃ ぶ 台 の 上 に ある 
カギ を 発見 
7 看護 刀 の 部 屋 を 出る 
練 村 
が 
人 
KG 1 号室 の 扉 を 
まき 確 5 する 
い 
 」 
_ ちゃぶ台 の 上 の 
カギ に 接触 
カギ を 手 に 取る と 、 
火 の つ いた 看護 婦 7 が 登場 
部 屋 か ら 出 る 


! 





この 部 屋 に も 人 形 が 飾 
っ KG の YS7J) 昌 > 記 時 是 に に 
し て いる も の と は 少し 違っ 
で いり) る 。 

隣 の 部 屋 に 入り 、 子 供 
た ちの 病気 に つい て 考え て 
0 の る と 、 チョ 09 笑い声 球 
聞こ えて くる 。 マ サ の 行動 
の 一 部 始終 を 見 守っ て い 
と 7 の り 7/= と っ py 








、 の 医者 の 部 屋 に 行く 





マサ : この 部 屋 ・・・ お 医者 さん の 部 屋 ? 
いぶ ん 本 い ・・・ 


ナ エ コ ちゃ ん は いう た いな ん の 疾 移 で ・・・? ゃ 


信 ユ ウリ 情報 に よれ ば 、 こ の 療養 所 が 火事 に な っ た 
の は 昭和 の 初め 頃 。 設備 も 整っ つて いな いわ け だ 。 





看護 婦 の 部 屋 の ちゃ ぶ 台 の 上 
に カギ が 乗っ て いる 。 手 に 入れ 
る こと が で き な い 場合 は 、 1 号 
至 へ 戻 つて 扉 を 確か め て か ら 、 
も う 一 度 来 て みよ う 。 

カギ を 手 に する と 、 火 の つい 
た 看護 婦 が マサ に 迫っ て くる 。 
草 始 め の モ ノロ ー グ で チエ コ と 
話し て いた 看護 婦 だ 。 





cON9HriR 避 ば 改 と の 壮 
交 器 瑞 ら 前 間 d 一 人 


No さ 
っ ビィ 


いる 。 る 。 條 較 レオ ョ ト ア た / り に 


A 


Op 太っ 


最初 の 選択 肢 で B を 選ん で 
も 、 と くに 重要 な 話 を 聞き 出す 
こと は で き な い 。 次 の 選択 肢 で 
5 の に ゴ @ 7/= に 9 たつ 》/a と っ pj』 
ここ は A で 交 げ る こと 。 立 て 続 
け に B を 選択 する と 、 看 護 婦 の 
火 が 燃え 移っ て 元 の 世界 へ 帰る 
こと が で き な く な っ て し まう の 
/= お 


。U9rCFiTr 守 党 
呈 の 人 下 人 部 舎 


陣 当 若 , 





話 を 聞く! 


話 を 続け て 近づい て きた 看護 婦 


逃げ る 

















較 [| 圏 ド ト ワ イラ イト シン ドロ ロー ム 回 
| 問題 再 会 [| 男 回 
圏 回 回 較 
cn、 
1 号室 へ 移動 し 、 
カギ を 使っ て 1 号室 へ 。 こ こ で | い ゃ カギ を 使っ て 扉 を 開く 
は 、 下 の 選択 肢 の ライ ン を 辿る こ | 8 | 
と で 、 人 形 の 在処 を 知る こと が で の の 
きる 。 和 失敗 し て も 、 最 終 場面 の 選 9 人 本 / / シロ ウ 出 現 。 
択 に 関わ る 情報 だ け は 得る こと が | 名 凌 な 話 を する 
可能 だ 。 6 條 


も う 自 分 が 死ん で る っ て こと ? 





人 形 に は な 5 な が 1 っ て こと ? 


「 僕 は どう な る の ?」 と シロ ウ 


(アア くき ン 


シロ ウ と の 会 話 で 選択 を 間 違 
と 人 ジ っ Yo あん の の アリ リル 2 うと 飲 ( づ 】 つ ) 
と 9 た PA7J)S 了 モ ヨン [mlEEYof47 
2 の = に 上 の Y つ 7 の DXG 滞 計 づ )p 
中 庭 ぐ らい し か な いこ と に 気 づ 
EScy/= お 





"あれ 
が A な ろ う 
に か の ・・ ラク 7 





は と は 耳 fr の IT 吾 
半 6NSfri 回 民 9 潤 油 十 人 





も 74 リョ E ン SEi| DK / リ / さ 


ー と 4 | 時 園 | 
EID 痕 = っ = っ = 〇 ーー〈 や 〈《( / 


人 形 を 見 つけ る と 、 チ エコ が 
二 La 還 CI6I@]B 有 NIIINIe7A が ji 上 き 
と な る 。 あ と は 最後 の 選択 肢 に 
より 、BEST へ の 道 が 分 か れ 
る 。 指 輸 を な くし た マサ の 気持 
Io ニア 5: Sp た 


ert つ GO は ば rO 評 符 状 
HOr ン OOrWYf 寺 人 


2 た 2 人 Cotey 
だ っ て 不安 な ん だ も ん ル 
そ は に いる っ て わか ら な いと ・・・ 
人 まで も いい か ら / 





! 


/ ノ 中 廃 へ 移動 


! 


人 形 を 探す 


SS きら 申 肖 還 


| | 間 
| 開 較 国 





BN N 
2 い 
AS コン ンー 


る EL 
PP 駅 で すれ 違う 女性 ? 
ワ チ の お 母さん そっ くり で さ 


ちょ うと ビッ クリ ・・・ ャ チエ コ 説 得 の 最後 の 選択 肢 を 間違え て いな いこ と が 条件 と な 
る 。 駅 で 自分 の 母親 そっ くり の 人 を 見 か ける エピ ソー ド 。 


と ペー 1 だり) ト SAk 


最後 の 選択 肢 を 間違え た 場合 は ここ に 。 ア 2 Pa 2 
ツ シ の 部 屋 で 目 を 覚まし 、 空 に いる チエ コ そこ に ある 想い ・・・ 


2 6 だ よね 、 チエ コ ち ゃ ん 2 ャ 
(WE127。Jlp つ 呈 中 ジル アピ ポン ルン だ 





燃え る 看護 婦 ! 


 / 


SS 貴光 認証 


勝手 に 約束 ? 
チエ コー も うい けい 7 人 形 捜し を 断る と チエ コ を 


人 陣 な も の か な く な る 人 寺 ち 


あ 符 ち ゃ ん に も 胡 た て あけ る 移ら せ 、 マ サ の 大 切な も の 
DeGKW2 eK に 3 及 


… き 誕 高 R 
改 freelfTU/T 


CO 


上 
層 中 の へ と ど U 包 


遊ん で あげ る | 揚 全 押 四 Lv" am m。 に ロレ 
如 楽 室 で カズ コ に [ 施 | 1 議 凍 に 語 征 きす am 上 丁 記 症 | タイ ムリ ミッ ト 。 元 
が @ あ ずる 1 で と な 1 SR SPRYERPYSPRmSRce の 世界 に 帰る こと が 
束 し て 、 連 れ 去 られ Pom ! 2 で きず 、 マ サ 行 方 不 


9 明 に 。 











駅 前 に 開か れ て いた 露店 で 、 


アン ティ ー ク の オル ゴー ル を 購入 し た ユウ リ 。 





帰宅 途中 に 出会っ た ミサ キ は 、 
「 面 白い も の を 手 に 入れ た ね 」 と 意味 深 な 発言 を する 。 | 
を の 
ひと り 留 守 番 を する ユウ リ の 身 に 、 
次 々 と 怪奇 現象 が 起き 始め た 。 

静寂 の 中 に 響き 渡る オル ゴー ル の 旋律 の 意味 する も の は ……。 





ミーusS 訓 





この 章 の 舞台 は 安 辻 家 。 、 何 を し た らい い 
の か わか ら な く な っ て も 、 狭 い エ リア の こ 
と 。 す ぐに 解決 策 が 見 出せ る 。 注意 すべ き 
選択 肢 も 、 ほ か の 章 と 比べ て 非常 に 少な い 








目 に = 


EE 
(ONS 


ー び 共 さ で 時 周 9 
Sr さと riAOT 共 光 計 病 測 全 








の が 特徴 的 だ 。 ー ュ ウリ : 1 6 
好奇 心 革 盛 で 恐怖 に も 果敢 に 立ち 向 か 6E3A。 2120ve 
う 、 ユ ウリ の 容 を ジッ クリ 楽し も う 。 
cu SS 
。 / オル コー ル を 目 至 に 走 い て ……  / 
駅 前 の 中 店 で 買い 物 を する 8 
帰っ て き て オル ゴー ル を 机 に マサ の 部 屋 へ 足 を 運ぶ と 、 こ 
置い た ユウ リ は 、 ほ か の 部 屋 を 。 れ か ら 出 か がけ よう と し て いる マ 
覗い て みる こと に 。 サ と 話 が で きる 。 し か し 、 ド ラ 
ユウ リ の 部 屋 へ 画面 が 6 
切り 替わる 。 オル ゴー ル を リビン グ の 机 の 上 に は 、 両 親 イブ の 予定 が ある マサ は すぐ に 
机 の 上 へ 置く ユウ リ の 手紙 が 置か れ て いる 。 父 の 出 中 箇 人 で し ま りり よ いり いま の ⑨ ひ と 
! 張 に 母 も 付い て いき 、 今 日 は 帰 り ぼ っ ちの 留守 番 が 始ま る こと 
らら な いよ うだ 。 [gy2w】)/a 内 
/ その ほか の 部 屋 へ 移動 [ と 。 入る 
| か の が) 宮 
け あ 両家 
< 親 が 
い 作 
マサ の 部 屋 で 、 マサ が ON う 6 ・「 ん が 9/ ダ アマ リリ 0 も 較 
出 が ける こと を 知る (※) 3 た 5 と だ い EE の 電 る 
ちょ っ と トラ イブ っ て と こ : S ッ SF 四 還 
リコ ピン / | 
手紙 を 読む (※) ーー 


1 


プ ひと D に な り 、 自室 で 
これ か ら の 行動 を 考え る 


1 


FM 日 


// ア 





下 の 選 択 肢 は 、A が 終わ っ た ら 
ら 商 時 こら タ ) に マウ jp)/al っ 107cd の ip た さら ) 
に 、 す べ て を 体験 する こと が で き 
る 。 順番 に よっ て 物語 に 影響 が 出 
る よう な こと は な い の で 、 好 き な 
も の か ら 選 ん で いこ う 。 


替 た は い いい けど 
さ フ RCCC 鶴 97 の あめ 7 
な に し よっ か な ぁ 





seri「T「eNQ 還 Su 寺 IE! 
に 昌世 装 叶 眉 信 


和 。 


お 風呂 入 ろ つ かな ぁ … 








「 リ ビ ピング へ 行く 」 を 選ん で も 、 
途中 で マサ の 部 屋 の 扉 に 接触 すれ 
ば 、|「 マサ が いな いす き に …」 を 選 
択 し た 場合 と 同じ 行動 に 切り 替え 
る こと が 可能 だ 。 

リビン グ に 入っ つた あと は 、 電話 
に 接触 し て 下 の 選 択 肢 を 選ば な い 
か ぎり 、 こ こ か ら 出 られ な く な る 。 


ェ ーー 人 ーー 
ユウ リ : さっ て と 
どー し よっ か な ・・・ 
着 か 呼び 出す か w 





信 こ の あと 電話 に 接触 し て 、 電 話 を か 
ける 相手 を 選ぶ 。 候 補 者 は 3 人 だ 。 


| まま 文 文 文 | 誰 に 電話 を か が か け よ うか ? (ユウ リ ) 
A @ 





[アヤ に 電話 する ] 

意外 に も この 選択 が 、 
加計 5 韻 当 NIB]INIEI ひ ゆき gd 
指定 され て いる 。 電 話 は 
誰が ひと り で は な く 、 好 き 
だす / 紀 pp っ 7G 守 cgJJXGra 補 つ 
Lei 交 2 //alp』EyAYa タ 2 の 
まう | に 。 

残 受 な が ら 、 ア ヤ は 風 
邪 で 寝込ん で いて 、 母 親 
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りり リル 4 る 
アヤ 今 著 負 し て 宏 て る の よ 
ガル イガ ルン) 
電話 が あっ た こと は 伝え て お く か られ ね 


信 マ ンション 前 に 来 た と き に アヤ が 「 ダ ルイ 」 と 言っ 
て いた の は 、 風 邪 を 引い て 熱 が 出 て いた せい だ っ た 。 





7XY/al2】【 記 Eh セ 294Jp』 
る 場合 、 ユ ウリ の 部 屋 へ 
と 58 生 ェ ニル 2 1 の 7/ ョ 
メモ を 探す こと に な る 。 

ゲー ム 後 半 、 ミ サキ に 電 
話 を が ける 必要 が 出 て くる 
が 、 た と え こ こ で 番号 を 探 
し て いな く て も 、 自 動 的 に 
電話 を か けら れる よう に な 
5 ら で ぐる 。 


ユ ワ ウリ: ん ルフ 7 ん ん う ! 2 
< 教 り も ミ Sa 


電話 午 号 ・ 
な ん で ダン ポー ル に ? ゃ 


信 メ モ と 思っ て いた も の は 、 な ん と ダン ボー ル 。 ユ 
ウリ の 大 雑 把 な 性 格 が うか が える ひと コマ だ 。 








ラ 
脅 男 - 再 会 - 


is、 
づつ リピ ング へ 移動 する (※) 


! 


誰か に 電話 を する こと に 
電話 に 接触 する 

コ 電話 番号 を 書い た 

サ も の を 探す こと に 

4 

た 

ト 9 

下 』 ァ 45【 ク ) 三 Ei 

コロ 移動 する 

電 

HH 

由 電話 番号 を 探す 
番号 を 覚え 、 
Eu rg3 
リビン グ へ 移動 
電話 を か ける 

テレ ビ を 見 る が まっ た く 
面白 く な い 

を 放り FM| と 日 

の 


[| 男 
| 関 題 関 是 


イ ドン ンド ドローム) 画 








マー や そ S 語 間 昌 


と 4 マサ の 部 屋 へ 
お リ E 玉 っ 1 と 3) 


ベッ ド 側 を 物色 する 


扉 に 接触 する と 、 
ルン ノリ ルン / ョ ピコ エル | 
切り 替わる 


クロ ー ゼ ッ ト 側 を 物色 する 


扉 へ 戻り 、 物 色 終 了 。 
マサ の 部 屋 か ら 出 る 


3 …- 5 まで の ※ は 順不同 


( 9 


B 屋 を 物色 する 。 / 

部 屋 か ら 出 られ な いと し た 
ら 、 そ れ は 行動 不定 が 原因 。 も 
つう 少し 調べ 物 を し て か ら 、 再 度 
扉 へ 向かっ て みよ う 。 





こみ マ ワ の 
マサ の いな い 隙 に 部 屋 を 物色 
し よう と 企む ユウ リ 。 あ と で マ 
サ に 見 つか る と マズ イ の で 、 深 
く 突 っ 込ん だ 調べ 物 は で き な 
い 。 ム クム ク と 沸き 上 が る 好奇 
心 を 抑え て 物色 に 励む 、 ユ ウリ 
の 姿 を 楽し も う 。 
ベッ ト 側 を あら か た 物色 し 終 
えて 、 扉 へ 向かう と 、 カ メラ が 
切り 替わり 、 今 度 は クロ ー ゼ ッ 
ト 側 の 物色 が 始ま る 。 
すべ て の 物色 を 終え る と 、 部 IWAKGimmY2JpJ//a:274JE に DJ っ 】 に 9 た だ 
屋 か ら 出 られ る よう に な る 。 この 先 は 暗闇 が 多い の で 、 上 し い ぐ ら い だ 。 


[ベッ ド 側 を 物色 し て みる ] 


に と っ 


ユウ リ : あり ゃ ・・・ 
電 先 記 け っ ば な し / ゃ 








GA 才 っ EK EW&ks っ 1 の ) 
we ベッ ド 、 机 、 洋 服 ダ 
ンス 、 只 に が か づつ 記 ドライ 
9 ワー の 4 点 RNN の ) 
接触 する た びに メッ セー に 
ジ が 変わ る も の も ある の で | っ ッッ カ ルッ ceLgey タ ーー 
いろ いろ 見 て みよ う 。 + 昌 が いっ つこ こと は ・・・ 
8 アッ ウシ と チー ト し た 日 か 7 
4 回 以上 調べ 物 を し て な て ビ マー ク 落 いて ん だ か / 2 
扉 へ 向 が うと 、 ク ロー ゼ ツ こう の な 面 も 発 貞 す る こと が で きる 。 デー ト 
仙 軸 Il2: ミ と p と うだ の 日 に 印 を 付け る な ん て 、 可 愛 い と ころ も ある の だ 。 





【[ ク ロー ゼット 側 を 物色 し て みる ] 





クロ ー ゼ ッ ト 、 壁 に が け 
KG と 7 だ ゴ : 隊 |【 の ルク | 
が 楽し め る 。 
ベッ ド 側 で タン ス を 開け 
な か っ つた よう に 、 ク ロー ゼ 組 「 
ッ ト も 開け ず に 我慢 する 。 ERP 
ユウ リ な り の ポリ シー らし hG 
いり い 。 に あら ほ 、 8 回 以上 これ は も し や マサ の 日 記 / 2 
調べ 物 を し て 扉 へ 向かう と と | 回 三 上 四半 隊 49 74PKGIE3 の )/ た の 
完了 と な る 。 ユウ リ の ポリ シー な の か これ 以上 は 立ち 入ら な い 。 








て pe シル ソル クル 4 5XG 
いる ユウ リ の 背中 に 呼び か 


この 選択 肢 は 、 と くに 
重要 な も の で は な い の で 、 
好み で 選ん で 構わ な い 。 
C な ど は 、 い か に も ユウ リ 
らし い 答 え 。 マ サ な ら す ぐ 
に お 風呂 を 上 が っ て いる こ 
滞 大 の ら 。 


し ええ 條 概 /9【 守 Ji【 レ 9/= に さ p ル た 


誰が 帰っ て きた の か な ? 


ユ コワ ウリ : ぶ わ あぁ て 


免 持 ちい いな ぁ ・・・ 
や っ ぱ さっ ば ぱり し な いと れ ね) マ 





人 風呂 釜 が 壊れ て いる の で 、 湯 船 に ゆ つ っ たり と いう 
シー ン は な い 。 ガ ラス が 曇っ て いる の も 残 訪 !? 


(ユウ リリ) 





人 AA 


@ 
気 の せ すい 、 気 の せい ! 





[ 顔 を 洗う ユウ リ の 背後 に …] 


顔 を 洗い 始め る と 、 や は り 小 
さ な 声 が 背後 か ら 聞 こえ て く 
る 。 そ こ で 、 こ の 選択 肢 。 

た 寺 51EYE 2o ル 227 い 42】 に lo 基 較 
の 中 に いる 女の子 の 霊 を 発見 す 
る 。 一 瞬 息 を 飲む も の の 、 す ぐ 
に 気 の せ い に す る ユウ リ 。 

C は 初め か ら 気 に は せ ず 、 そ の 
まま 顔 を 洗い 続け る 。 何 で も 


ン 
L 





「 


Ii 
| 


へ は 貢 革 OH 内 
は ら 別 内 正 国 剛 言 で 





に KM の Acl の IPxG の 7 さや ルン 
ス が 、 状 怖 に 強い ユウ リ を 創り 
出し て いる と いう わけ だ 。 突然 
の 停電 も 、 こ の 状況 下 で 「 電 球 
の 寿命 」 と 思い 込め る と ころ が 
ョ 25 し じ )。 

この 先 は 、 気 の せい に で き な 
い 出 来 事 が 次 々 と 起 ぎ る こと に 
生 の の だ し 。 


eSfAO 誕 郊 ③ 半 沿 唄 座 
aoSrou 近 Gr ン 末 は 交 識 合 


気 の せ い 、 気 の せい ! 
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田 回 


う 「 お 出 呂 に 入る 」 を 
選ぶ と 、 自 動 的 に 
に 63 


! 


(ひだ た さら 7 だ こく コソ 
悩ま され る 


1 


顔 を 洗っ て いる と 、 
再び 背後 か ら 声 が …… 


! 


! 


電気 が 点 き 、 さ っ さ 


と 風呂 を 上 が る こと に する 


1 


3 一 5 まで の ※ は 順不同 











1 ド a シ ンド ロー ム 回 


ミーuS 原 呈 | 


の リビン グ で ゲー ム を 


始め る ユウ リ 


! 


テレ ビ が 消え る 、 


E ゴ = トミ レル ルル ュー 


! 


ノ リピ ング か ら キ ッ チ ン ヘ へ 


移動 し よう と する と 、 
目 動 的 に テレ ビ が く 


! 


リビン グ を 出 て 、 
廊下 へ 向かう 


! 


さ ーU そ すき 記 画 











電話 を か ける 、 マ サ の 部 屋 の 
| に pFi 三 1 ジ /272 マ am の / 何 | 
あべ で 消 ま る と ど 、 り リピ ング 
で ゲー ム を 始め る 。 

上 の SNE4EYewWo1o ル ん 29 きん で 
も 構わ な い 。 2 回 再 チ ャ レ 


:SS 可 (Y 対 S 同 
| 王 本 一 ン 潤 S ゴ テー 人 > 





リビン グ 内 を 移動 し よう と す 

る と 、 消 し た は ず の テレ ビ が 勝 
ニコ に 

ここ で の 選択 肢 は 、 ど れ を 選 

ん で も と くに 大 き な 変 化 は な 

い 。 テ レビ の スイ ッ チ を 切っ て 


は rpgl み ら 汗 洗 
Taitipl Pi 


汗 


ゲー ム の 電源 消す 









< / リビン 内 を 移動 し よう と する と / 





テレ ビ の 電源 消す 





ON、 ク ーー ムク 三重 由 
能 。 た だ し 、 そ の あと 誰 も が 味 
わっ た こと の ある 悔し い 体 験 を 
する こと | に な る 。 
怖がる こと な ぐ く 不思議 な 出来 
ES リ に 


。ONgl は CC 人 OH は 池 ③ っ 同 
の 語 )Ylcgt20ieulg 


「Y 








も 、 ゲ ー ム の 電源 を 消し て も 、 
怪奇 現象 は 止ま りら な い の だ 。 
pk29EXYYam 三 EID 
ング を 出る 。 そ れ 以 外 の 場合 
は 、 目 分 で 操作 し て ユウ リ を 廊 
IANEIP ル Pc に さら だ 


【2NY 


。 人 ハ 帳 は 叶 と 浴 
riG す Hr せり 河 付添 遼 人 





廊下 へ 移動 する と 、 ユ ウリ の 
部 屋 か ら 物 音 が 聞こ えて くる 。 
この と き 、 マ サ の 部 屋 に 入る 
と 、 さ す が の ユウ リ も 少し は 怖 
が り 始 め た 、 と いう こと か が 判明 
する 。 

自室 で は 、 点 け て いた は ず の 


電気 が 消え 、 オ ル ゴ ー ル の 音 が 





| 、 記 4 

3 ay で 

GTD5 細 2 
K 9 


ト CN 鐘 


ユウ リ : あたし の 部 屋 2 ゃ 


人 廊下 を 移動 し て いる と 、 ユ ウリ の 部 屋 か ら 物 


音 が 聞こ えて くる 。 い っ た い 、 誰 が !? 





喝 っ て いる 。 電気 を 点け て オル 
ゴー ル を 確か め る ユウ リ 。 す る 
と 、 度 は 部 屋 の 外 か ら 廊 下 を 
歩く ギシギシ と いう 音 が 聞こ え 
KW1)/ お 


sc 


ン パ mi 識別 瑞 さ 計 党 


ご 
は 
届 
か 
な 
い 
は 
EA 


で は DNC も Gr Or 
還 H の と U 放 避 守 識 信 


ュ ウ リ : これ っ て フタ 願い て な いと 
坦 ら な いん じゃ な か っ た っ け 2 
用 いて な いん で すけ ど ・・・ 
どう な っ て ん の ・・・ ゃ 


ツン 肌 び ME ジジ へ 、 リ / 





誰か が 帰っ て きた の か と 、 自 
87RS(OP9ーB2 リ リ 。 ピン グ 
へ 行き 、 呼 び か け て みる が 誰 も 
答え な い 。 す る と 突然 テレ ビ が 
点 き 、 ゲ ー ム キャ ラク ター の 声 
Era の に を っ 1 の )/a お 

この あと テレ ビ に 向かう と す 
ぐに 次 の シー ン へ 移行 し て し ま 


コウ リザ: マサ ・・・ 
帰っ て きた の か な 2 
それ と や も ・・ 


L 及 3MJM2xa 天 凍 導 29 | ビ ミ 【A タ ピ ) 三 JJ Ei と 所 


る 。 マ サザ が 帰っ て きた と 考え た い が ……。 





うつ の で 、 そ の 前 に マサ の 部 屋 や 
自室 へ 定 を 運ん で みよ う 。 本 格 
的 に マズ イ と 思い 始め た ユウ リ 
の 焦り を 感じ る こと が で きる は 
Py/= お 


ユウ リ : ここ じゃ な いか ・・・ 
リビン グ の 方 か みな? ゃ 





QOE ば ツー は SsxO1 
Amiig ド 」 め 4 に St こい 4 ド ! 


計 品 
コウ リ : 旬 鞭 で め て よ / 
トド ルル 介 記 公 た すれ や 
いる ん な ら 出 て き て よ / ゃ 


に Hui 付 は G 
人 に EPSINEy 








ざ ユウ リ の 部 屋 の 
に コロ 


1 


ユウ リ の 部 屋 に 入る 


! 


オル ゴー ル を 調べ る が 、 


蓋 は 閉まっ て いる 


! 


廊下 を 歩き 、 


EE っ ) cdiibS 


! 


ユウ リ の 部 屋 を 出る 


! 


の リヒ ビング に 入る 


! 


テレ ビ が 突 状 点 く 


1 


*ーNt 古 還 


ミー-usS 















9 | で ルリ デレ ビ 前 へ 移動 ずる と …… /。 


家中 の 電気 が 消え て し まう 


7// 訂 ココ | 
移動 する 


1 
! 


リビン グ を 出る 


/ / 世 下 で 女の子 の 


声 を 聞く 


! 


ユウ リ の 部 屋 に 入る 


オル ゴー ル の 次 が 開い て いる 


07 河童 W 囲 疾 fi 


! 


の を 発見 。 蓄 を 閉 の る 


1 


ユウ リ の 部 屋 を 出る 


! 


難 部 屋 を 確認 


! 


リビン グ に 入る と 、 
、 突然 テレ ビ が 点 く 


1 


寝る こと に する 








テレ ビ の 前 へ 移動 する 
と 、 家 中 の 電気 が 消え て 
し まう 。 カ ー テ ン を 開く が 
隣 は 点 い て いる 。 ど う や ら 


この 棟 だ けが 停電 に な っ て 
し まう 六 ら |)。 PP 
居 中 電灯 は 、 キ ッ チ ン ウノ で し ょ ・・・ ゃ 


回 E92VDESp7/=P 語 gi 三 り 』 = 


に さ 立 
ング を 出 て 、 ほ か の 部 屋 信二 に な り 、 当然 テレ ビ の 電源 も 落ち た 。 笑い 声 
へ 行う て みよ う 。 に 悩ま され る こと は な く な っ た が 、 こ れ で は 不便 。 








に / リ 中 較 の 中 を 沈 く コワ ウリ KK…/: 

廊下 を 歩い て いる と 耳元 で 女 
の 子 の 声 が 聞こ える 。 自 分 以外 
の ゆ 」 回 yaJDA) ジ = ュ レ op と っ mp) AG 
いる よう だ ……。 

EIE 引 [KS の 7/aEWsg の ) 
2 中 0 問 和 義 し い の い る て | 計 E…。 
人 還 先 SS 、 そこ で 、 て の 局所 
し た コー の 介 に 所 つき 調 べ る と 、 功 の 開 い 
ら 、B が お 勧め だ 。 て いる ! 再び 蓋 を 閉め る の だ が ……。 





に ま 直 誠 | な ん か が か ヤ な 感じ 、 寝 よう か な ? (ユウ リ ) 








[ 授 ず に 原因 を 究明 する ] 


先 の 選択 肢 で B を 選 点 と 、 ユ ウ 
リ は 原因 究明 に 乗り 出す 。 

玄関 や マサ の 部 屋 に 異常 は な い 
が 、 リ ビン グ で は 、 停 電 し て いる は 
ず な の に テレ ビ が 点 く と いう 怪 現 旬 
に 見 好 わ れる 。 こ こ は 一 旦 撤退 する 

の が 吉 。 こ れ 以 上 調べ る こと 、 最 部 。 ュ ラリ マジャル パ を う 」 と 思う の だ か 
の 結末 を 迎え る こと に な る 。 ら 、 よ ほぼ ほど の こと 。 こ こ は 撤 退 だ 。 

















駅 前 で 露店 を 開い て いた お じ さ ん 
が 、 我 が 子 ヒ トミ に オル ゴー ル を プ 
レ ゼ ント する 、 と いう 夢 を 見 る 。 オ 
ル ゴ ー ル は 元々 、 ヒ トミ の も の だ っ 
た こと を 知る ユウ リ 。 も う ブレ ゼン ト も 046 

夢 か ら 覚 め る と 、「 返 し て 」 と いう た 
女 の ず の 声 が 聞こ えて くぐる 。 これ は な な し トミ は オル コー ル を 手放し た の 
有 夢 の 続き だ ろう か ? か ? 理由 は 夢 の 最 後 の ひ と コマ に 。 





リヒ ビ トミ が ら の 弟 


の どの き を 潤 そ うと リビン グ に 
和信 つた ユウ リ は 、 留 守 番 電 話 の ラン 

プ が 点滅 し て いる こと に 気づく 。 な 
せき が か テージ に は 、 ヒ トミ か ら の メッ 
Pe ジン 700A 5IGU 大 ! 

に に 3 三 |=LmEH)【 き だ やっ 》) 革 <q 
の み ら ミ サキ に 電話 を し な いと 詰 が テー プ に は 、[ 返 し て 」 と 繰返し 訴 
進ま な い 。A を 選ぶ の が 早道 だ 。 える ヒト ミ の 声 が 録音 され て いる 。 








- /2 ミサ キ へ の 電話 後 
ミサ キ に 電話 を する が 、 

符 昔 が 入り 、 切 れ て 0 

ウ 太 証 ニョ ウニ ブ 4 1797JJpJ/ ョ 








葉 を 喉 か め る た め に 、 も う 
一 度 オ ル ゴ ー ル を 調べ た ほ 
USASr ee リリ / ウリ : こ れ 2 て ーー ヒト ミ ち ゃ ん 2 
避 ウ リ の 部 屋 へ 向かう 前 ヒト こち ゃ ル か や っ た の 2? 
te ジス メ ク ん の た だ も 2 日 っ) 
と 、 ヒ トミ の 書い た 皿 文 ミサ に 電話 を か ける 前 に 自由 行動 に な っ て いる 
字 が 見 られ る 。 見 合 は 、 そ の と き に この 血 文 字 を 見 る こと が で きる 。 





/ ノ 夢 の 中 で 、 露店 の 
お じ さ ん と ヒト ミ の 
や り 取り を 聞く 


1 


目覚 め て リビン グ へ 移動 
を 始め る 


! 


ん 本 ニアン ん < 
留守 番 電 話 の ラン プ が 
点 減 し て いる の を 発見 。 

再生 し て みる 


! 


/ イ ミサ キ に 電話 を 
か け て 、 オ ル ゴ ー ル に 
つい て 聞く が 、 

話 の 途中 で 切れ て し まう 


! 


リリ ニン ン ん セリ リー リル ソ ) 
音 を 聞く 





ラ イト シン ドロ ー ム 時 
脅 圏 - 再 会 - [| 男 罰 
| 問題 隊 曲 隊 是 


Sー US QL 上 康晴 


ご /) や ば り オ ルコ ー ル が 貞 因 ? 
に キ 
イング を 中 5 、 | オル ゴール を [捨てる 意味 の 有 
AZ 考え al=5741B 朋 NB]INICI[a 
! な っ て し まう の で 注意 。 ( 
「 調 べ る 」 を 選ぶ と 、 オ ル ゴ ー Pr 
ユ ! に これ か ら を も ずっ と 
て 』 。 | ル の 中 から 手紙 と ネッ クレ ス を 発 | 計 計 w 
見 する こと が で きる 。 


> 中 


や ば (rTSS「l 
Sr と QuU 中 は 症 寺 力 合 


9 オル コ ゴール を 調べ 


る と 、 中 が から ネ ッ ク レ ス | (eo/0 ビ ト 人 ミ の 下 ) 1 JAy 折 昌 


と 手紙 が 出 て くる 
リビン グ で ヒト ミ と 対面 する ユ ーーーーーーー 
! ウリ 。 選択肢 は A B ど ちら を 選ん | 人 
の ) 由 | 由 に ん コ 貼 に 3 二 :r。 2 縛 隊 雪 SkoES16B 由 ヨド | BIINIC7o ッ だ ざっ 7 「 地 
リビン グ へ 向かう BEST を 目指 す な ら A を 。A は オ | == 生 = 
ルコ ゴー ル だ け で な く ネ ッ ク レ ス の SM の 06 
! 返還 も 含ま れる 。 0 


。sU9rSST ン 吾 R ど 軸 
。 有 カナ ト rF 固 講 水 疹 人 





/0 テレ ヒ 画 面 に 
ヒト ミ が 出現 | 火災 丸 | 返し て 、 ど 連呼 する ヒト ミ (ユウ リ ) * 時 間 限 あり 


人 AA B C 
返し て 缶 し か っ た の は オル ゴー ル ? | | 反し 谷 し か っ た 0 は ネッ クル ス ? 


ヒト ミ の 人 に 会 う | 


ヒト ミ と の 最後 の 会 話 で 
オル ゴー ル ま た は ネッ ク 
レス を 父 に 渡す と 約束 し 
た 場合 、 こ こ に 到達 。 





マー やす 還 且 隊 昌 


ユウ リ : じゃ な く て き / 
|: 
どっ か で 崩 い た こと ある な ぁ と 性 っ て さき 
全く 思 出せ せな いん だ けど ・・・ ゃ T か 0 ma 
| = 、 テレビ に 閉じ こめ られ る 


2: 稀 い ・ ル PO2 5 原因 の 深追い 、 オ ル ゴ ー 
he877 ャ ル を 返 ご な い 、 捨 て る な 
ご ど を 選択 する と 発生 。 


ヒト ドミ の 父 に オル ゴー ル を 返す 。 リ ビン グ 
で アヤ に 電話 し て いる こと が 業 件 。 聞 き 覚 
え の あ る メロ ディ を 耳 に する エピ ソー ド 。 


Nm に きこ た が 








最近 、 


学校 内 で [誰か に 見 られ て いる 」 感 覚 を 体験 する 生徒 が 増え て いる 









ユウ リ 、 マ サ 、 ア ツン は 、 2 
ー 連 の 奇 炒 な 事件 の きっ か けが 「 こ っ くり さん で ある 用 寺 


再び 深夜 の 学校 へ 潜入 。 





2 度目 の 「 こ っ くり さん 」 を 行う の だ 


2 ルル 】 剛 


呼び 出し た 圭 は いっ た い 何 者 だ っ た の か !? 








⑧ の 別 再 若 S00 請 寺 


呼び 出し た 霊 は 、 い つっ たい 何者 な の か 7 4a 
序章 で 解明 し きれ な か っ た 謎 が 、 こ こ で す ァ レ あう 99 の 7 ッ 


人 ra そっ だ 


cu 


/ 自室 で 落ち 込ん で 


いる と 、 マ サ が や っ て くる 


も う 1 度 こ っ くり さん を 
や る こと を 提案 する マサ 


1 
1 


プ マン ショ ン を 出 て 


公園 へ 向かう 


! 


公園 に 到着 する が 、 
アツ シ の 容 が 見 えな い 


噴水 の 後ろ 側 へ 移動 し て 


! 


アツ シ と 人 台 流 


最近 の 変 な 出来 事 は 、 すべ て あの と きこ 
っ くり さん で 呼び 出し た 霊 の 仕業 か も し れ 
な い 。 こ れ に は さす が の ユウ リ も 責任 を 感 
じ 、 沙 ち 込 ん で し まう 。 













srtJ)9rr『 ご 中 ン 頭 Tr 
癌 に こけ HH . 母 幅 滑 圧 肖 信 








こ 。/ コワ ウリ の の 部屋 に マサ が ! 米 る 
落ち 込ん で いる ユウ リ に 、 下 の >。 王 較 
質問 を 授 げ か ける マサ 。 ど の 選択 
肢 を 選ん で も 、 マ サ の 提案 で 再び 
こっ くり さん を や る こと に な る 。 | 上 0 
マサ に し て は 大 胆 な 提案 だ が 、 ーー 
様々 な 出来 事 を 体験 する うち に 強 
く な っ た と いつ こと だ つつ 。 アツ こっ < りさ ん を や る こと が 吉 と 出る 
シ も 呼ん で 、 今晩 学校 に 向かう ! 。 か が M 凶 と 出る あか 、 そ れ は わか ら な い ……。 





まま 文 即 | や つ ぱ り 怖 い の ? (ユウ リ ) 


A 1 @ 
AD た YP)p/CYD1927/7 有 | ちょ っ と は ね … マサ の ほう が 怖い くせ に … 


・ アプ ジン と の 乱 言わ 世 。 
アツ シ と は 公園 で 待ち 合わ せ で 待機 し て いる 。 す ぐに 移動 し 
を し て いる 。 マ ンション を 出 て て 合流 する こと も で きる が 、 一 
右 へ 進み 、 大 き な 門 が 見 えた 定時 間 待 つこ と で 、 ま た 違っ た 
ら 、 そ こ が 公園 だ 。 場面 を 見 る こと も で きる よう に 
じつは アツ シ は 噴水 の 後ろ 側 な っ て いる 。 








合 | 
> 中 園 芝 合 


BOAIPY の II ト INGJNNA べ | 


sONSTri 了 G 本 加農 
eg 時 SSFiON 疹 温 信 





IEEEJNSAIINAS ど <| 














う 中 学 前 庭 に 到着 する 


1 


中 学 前 庭 、 中 学 棟 3ーA の 
教室 。 以 前 と 同じ ルー ト を 辿る 
うち に 、 人 徐々 に あの と き の 出 来 











事 が 鮮明 に な っ て いく 。 間 0 依然 と し て カギ の 壊れ て いる 
さ 上 LILI 内 3 記 や と 」 
今回 は 準備 万 端 な の で すぐ に | 還 還 。 -- wm " Na 
へ 人 お つど が G き まる | の noe ! 
2 一 いで お も し ろ い イベ ント が 
こ と こい 1 一 和 A の 教室 へ 向かう 
発生 する の で 、 つう よっ ご 守り 】 央 Elp 犯人 は ユウ リ 。 あの ロ 
人 み よう 。 ッ カ ー な ら 、 そ れ も あ りえ る か ……。 ! 
ー ピ 四 還 た い 
を 情 さま | 1 一 A 扉 の 前 で ユウ リ が 
6 リ [エト 
記 由 ドレ 
が な 7 を ! 
べた おい と つ ) 我 
る 直下 
9 UE 
グ 教室 に 入り 、 
こつ くり さん の 用 意 
質問 は 、 自 由 に 行っ て 構わ な と | 
し い 。 こう ぐり DU 答え に くま よ 。 
うな 選択 肢 を 選ん で も 、 ア ツ シ が を こっ くり さん へ の 
質問 を 代わ っ て くれ る 。 ス ムー ズ | 時 財 2 し う 質問 を 始め る 
に 話 を 展開 させ る に は 、B、B、| の る も ! 
A を 選べ ば いい 。 る 





St@⑳ 上 商人 Q 訂 ⑧(9 | 





@ す の 史 愉 医 S 還 二 


こつ くり ざん に 
「 こ こ か ら で て いけ 」 
tp/ と) 


1 


うう 窓 が ガタ ガタ と 鳴り 、 
老人 の 霊 が 出現 


1 


「 も う イ ヤ 」 と 言い 捨て て 、 
こつ くり さん を 放 茎 し 、 
Etchrg 和 の: と に 4 


! 


老人 の 霊 が 
マサ の あと を 追う 


1 


マサ を 追う か どう か の 
選択 を 行う 


1 








こっ くり さん を 放 葉 し て 教室 か 
ら 飛 び 出 し た マサ 。 こ こ で の 選択 
に よっ て 、 以 後 の 行動 バタ ー ン が 
変化 する 。B の 選択 や 時 間切 れ の 
場合 は 、 そ の 後 、 マ サ が 外 へ 出る 
決断 を 迫 ら れる 選択 肢 で 制限 時 間 
が つく 。BAD を 迎え る 確率 が グレ 1 衝 計 か 飛び 出し た マサ を 追い か け 
だ け 高 く な る の だ 。 る よう に 、 老人 の 霊 も いな く な る 。 





文 誠 近 | 「| ど うし よう 」 と 語り か ける ユウ リ (アツ シ ) ※ 時 間 制 限 あ り 


谷 は マサ を 追い か ける ぜ … と に か く こ の 場 を な ん と か … 


[追わ な い ] 





ョ ウリ この / ク クン グ 久 の 記 依 


※ 実 際 に 行動 する 場面 は 文 印 で 記載 








や らら と の 思い で 6F まで 了 り て きた る 
マサ 。 ユ ウリ に 対す る 悪 陸 を つい て い 衣 の 
る と 、 そ こ に 老人 の 「 出 て いけ 」 と いう に ご 
声 が 迫っ て くる 。 恐 怖 の あま り 悲 鳴 を | 『 請 伝 索 “うぅ 

績 肌 こ うな る た だ よ ・・・ ウ り 





to】p 成 < 73p】 の )/= お 






マサ を 追い か け て 1 F へ 
来 た ア ツ シ は 、 砺 鳴 を 聞 
し UGC FE べ る 。 

こ ご で は 、 マ サザ を 見 つけ 
る た め に 2 F の すべ て の 教 
琶 を 調べ な く て は いけ な 
い 。 そ の 行動 が 終わ る と 、 
ひと り で 吉 と 格闘 する ユウ 
リ の 次 に 、 画 面 が 切り 替 
わる 。 


アウ ツン : お いう 、 マ サリ 
いね ぇ の か ? 


信 お まけ と し て 、 女子 トイ レ や 渡り 廊下 の 扉 な ども 
調べ られ る 。 ア ツ シ の 必死 な 様子 が つう か が える 。 


ご / マゾ ヴ は 3 一 ム へ 回 が つう _ _ 
マサ は 、 老 人 の 声 に 追わ れ て 再 | 言 | 
び 3 F に 来 て し まう 。 圭 が 現れ た 
1 一 A に は 近づき た く な い の で 、 
移動 は 右 階 段 を 使う こと に な る 。 
「 早 いと こ 学校 か ら 出 な きゃ 」 と 
いう マサ の 希望 を 叶え る 場所 は 、 
ひと つ だ け 。 最初 に 入っ て きた 1 
F 3 一 A の 教室 だ 。 















マサ : ヤ イ ・・・ 
ここ 3 葉 だ よ ・・・ 
も う り た く な いっ て ・・・ ゃ 


信 ] 一 A 方 面 に は 近づけ な い 。 1 F へ 
降り た けれ ば 、 右 階段 を 利用 し よう 。 


が 『 っ 
| = > 
ウー 
ュ ョ ュー ロー0E 2 


人 、 0k "の 。 
レー 多 2 





の に rpc ー 
wi A 3-。 MS 
5 さ は が 
し YA で 2 4 
2 KT SE に 。 な 


アツ シ が 教室 に 残っ た 場合 は 、 


6 の すぐ あと 。 マ サ を 追い か け 
た 場合 は 、 ア ツ シ が 2 F の 教室 
を すべ て 調べ た あと に 発生 する 。 
その 昔 、 老 人 は 学校 の 周り に あ 


る 森 に 住ん で いた が 、 悪 徳 業 者 
に 土地 を 取ら れ て し まっ た よう 
だ 。 こ の 老人 の 記憶 は 、 マ サ を 
追わ な い 場 合 、 ユ ウリ と アツ シ 
の 上 ふたり が 見 る こと に な る 。 





イト シン ドロ ー ム 回 


レレ / 
図 









の 2F へ 降り て きた 


に タル の コト 
老人 の うな り 声 が 迫る 。 
思わ ず 悲 鳴 を 上 げ る マサ 
導 1 F へ 降り て きた 
サ グン ソン シ 
を 
追 
攻 
マサ の 悲鳴 が 2 F 
人 ! 

の 
2 F へ 移動 
6F の 教室 を 
EAA ン ) 
1 -A に 残っ た メン バー は 、 
老人 の 記憶 を 見 る 


1 


マサ 3 F か が から 1 F ま で 


<e に 1 り ル っ ) ーー 


2 閣 | 3 ド 
1 半 


ンコ N 


ここ か ら 出 て 行か な きせ ゃ ならない ん だ / 
この t 地 は 衣 ら ん と きっ た だ ろう / 


な の に ・・・ 
あの 六 半 所 が 焼け た の を いい こと に ・・・ 


に た kh る WU 肖 上: 


QUOTES 計 り 時 ME 
SN 。 と NR は ご C 落 対 親 人 





シク 


S%⑳ 人 貢 符 其 G (0 靖 呈 上 


| の 


の ⑳ 3-A 教 室 の 外 へ 
つなが る 扉 を 前 に し て 、 
悩 お マサ 


1 


回 の 声 に 
追い 立て られ 、 
1 F に 強制 移動 
ざさ せら れる アツ シ 


! 


3 一 A の 教室 に 
向かう 


! 


3 一 人 の 教室 で マ 
サ と 再会 


! 


外 へ 出る か が どう か 
の 決断 を 迫 ら れる 


! 


、ICー ぶ 9 ば きど 大 は 4] 





3 一 A に 到 間 し 、 外 へ 出 
る 扉 に 手 を が ける と 、 次 の 
選択 肢 が 現れ る 。 

を 選択 する と 、 そ の ま 
Ed57AB 有 NIIINICI ほ 2SpX@ 
し まう の で 注意 が 必要 。 今 
後 も この 手 の 選 択 肢 が 現れ 
る こと が ある 。 3 人 の うち 
誰か が 欠け て いる 場合 は 外 
ink だ た マ p7 た NESp】 ト = 


還 要 度 全 る 、@。 且 
し た や 7aEjpM の ん た さ p)J/OD 





2 F を すべ て 探し 終え た アツ 
シ の 元 に 、 老 人 の 声 が 迫っ て く 
る 。 声 に 追い 立て られ る よう に 
し て 、 強制 的 に 1 F へ 移動 させ 
ら 机 て し まう の だ 。 

守っ) に 9 三 |LaE)【<W。 っ ) の ) 
で 、 マ サザ が 向かっ た と 思わ れる 
3 一 A の 教室 へ 草 ご う 。 

教室 で 再会 を 果たし た マサ 
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アッ シ Po 3 \ ね を みた いか だ な ・ 


seU/ 放 ご さい 詩人 は 時 届 
ノーri 可 呑 想 , 仙 Sr1 人 


2 た みや な ・ 





こ か ら 外 に 出 られ る が 、 ユウ リ と アツ シ が 





 。ー ム に 到着 し た マサ ザ の 志 択 
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に 4 





マサ : や っ と 凍ら れる ・・・ 


を ゃ バー ウリ と アウル チー・ ・w 


信 こ の まま ひと り で 外 に 出る と 、 残 され た 者 が 行方 不 
由 =|【 革 と)1=741 朋 ヨド |B)| NIC だ 3 吊 と 信 っ 74eWe [W だ お 


(マサ ) 
※ そ れ ま で の 行動 に よっ て は 、 時 間 制 限 も あり 


で も … も う 出 よ ! 


は 、 ア ツ シ に 「 外 へ 出 た い ] と 訴 
える 。 ア ツ シ の 決断 と は ? 

先ほど も 説明 し た よう に 、 こ 
こ で の 基 凌 択 肢 は B 以 外 の も の を 

選ぶ こと 。B の 選択 は 、 ユ ウリ 
@ 2 ルコ ニニ まつ (に ヒコ 【 き た Sp 
し まっ つ 。 

た なぎ /=l に SO29 ビ KTN 時 7/2) 
の / 三 【 ゆ ): 2Jmmt 寺 用 っ お 
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seU/ ボ フ 人 中 和 主 て rr に 


せ S 


で ーー 
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も うか か し を = と は きま な いん で し ょ 


ま 引 真 文 文 | 外 へ 出 た が る マサ 。 ど うす る ? (アツ シ ) 


AA B C 
学校 か ら 出 て も 意 諸 ね ぇ よ ! | | そう だ な 、 そ うす る か … 








ご ツ 9ー ム に 老人 避 が 中! 


アツ シ が 追い か け て こない ) 場 
合 は 、 廊 下 へ 出 よ うと マサ ザ が 扉 
に 手 を がけ た と き に 、 扉 の 前 に 
回 が 現れ る 。 

この と き の 選 択 肢 は どれ を 選 
ん で も 同じ 。 時 間 制 限 に 引 つ か 
か っ て も 、 問 題 は な い 。 

老人 の 言葉 か ら 、 学 校 を 出 て 


* ッ で y 
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2 どこから 出 て 行け は いい の 2 
5 : 学校 か ら 出 て 行け は いい ん で し ょ 7 2 
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[マサ を 追い か ける バタ ー 


こち ら も 大 筋 は 変わ ら な い 。 
前 の 選択 肢 で 外 へ 出る 以外 の も 
の を 選ぶ と 、 霊 が 出現 する 。 

霊 へ の 質問 は 、 マ サ ひ と り の 
バターン よ り 、 ひ と つ 項 目 が 増 
えて いる が 、 ど れ を 選ん で も 大 
き な 変 化 は な い 。 学 校 か ら 出 て 
も 意味 が な いこ と を 知っ た ふた 
り は 、 ユ ウリ を 探し に 行こ うと 
EE 及 っ 1 の )/= 

その 頃 ユ ウリ は 、 ひ と り 教 室 
の ELAKG の YR 


参 人 の 記憶 2 


倒れ た ユウ リ は 、 老 人 の 記憶 の 


続き を 見 させ られ る 。 目 の 前 で 
首 を 吊る 映像 を 見 せら れ 、「 い 
っ た い 誰 の せい で ?」 と つぶ や 


く ユ ウリ に 、 老 人 は 「 お 前 の せ 








い だ よ ! 」 と 叩 ぷ 。 た し か 、 序 草 
の 屋上 で も 似 た 言 
ず 。 な ぜ こ れ ほ ど ま で に ユウ リ 
と Ir74YK の と (の) 
も つう すぐ 明らか に な る 。 


も 意味 が な いこ と を 知っ た マサ 
は 、 外 へ 出る こと を あき ぎら め 、 


ユウ リ た ち を 探し に 行く こと を 
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0 み 
田 較 - 再 会 - 日 
| 関 題 


の 3 -A に 老人 霊 が 出現 


! 


老人 霊 に 質問 を する 
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この 土地 か ら 出 な けれ ば 
意 味 が な いこ と を 知る 


! 


エー と 作っ 7/ ョ ーッ 雇 
ほか が の メン バー を 
探し に 行く こと に 


! 


1 一 A の 扉 に 手 を が けた 
ユウ リ は 、 
突然 還 れ て し まう 
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老人 の 記憶 の 
続 さ を 見 る ユウ リ 
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イト シンド ローム 回 


⑧@ 史 ⑳ 欧 全 訂 ⑧ 1 


⑨@ 叶 @⑳ 敵 人 @ 廊 @$⑩ 本 7 











eo シーー テ ニー 1 -A の 教室 で 、 合 流 
を 果たす 3 人 。 
マサ を 追っ て いな い 場 
// 且 nc 合 、 選択肢 に 時 間 制 限 が 
倒れ て いる ユウ リ を 発見 | 設け られ る 。 こ れ に 引 つ か 
か る と C 選 択 と 同じ 扱い アッ ンコ ウリ リク 
| に な り 、 詳 し い 話 を 聞く As 
起き た コウ リ か ら 話 を 聞く | こと が で で な く な る 。 
BAD ENDING の 可能 性 誤 & ぁ か っ た ユウ リ か ら は 詳し い 話 を 聞い て お く 
! が 高 まる の で 注意 し た い 。 こと 。 A、B ど ちら を 選択 し て も 構わ な い 。 
3 人 で 学校 か ら ユウ リ が 見 た 老人 の 記憶 に つい て (マサ また は アツ シ ) 
逃 ける こと に ※ そ れ ま で の 行動 に よっ て は 、 時 間 制 限 も あり 


! た 94YXy) ず 4 の / コ 47/= オレ ら に ど ~^ 関 係 が ? 
6 と 947Xy747/ ュ コリア の 且 ( ウ 2) 目 EOD1527.7 





7 / 3 -A に 入る と 、 “ 
ユウ リ が トイ レ へ 届 / 入 を < 省 目 ゴト 証 ペペ ロリ リセ 琴 還 和 
! ユウ リ が トイ レ に 行っ て いる 詳し い 話 を 聞い て いれ ば 、 心 

M 間 に 、 今 度 は アツ シ と マサ が 老 配 す る こと は 何 も な い 。A、B 

マサ と アツ ン は 老人 の | 記憶 の 続き を 見 る 。 老 人 が どちら も 、 物 語 に 大 き な 影響 は 





記 境 の 続き を 見 る 
この 付近 で 供養 され て いる こと ない ので 、 好 み で 選ば ぼう 。 
! を 知っ た 後 、 戻 っ た ユウ リ に ど 
| ーー う 対 処す る か が 、 下 の 選択 肢 。 
es 2 A で ユウ リ か が ら 詳 し い 話 を 6 9 
聞い て いな い 場 合 は 、 制 限 時 間 り 夫 
! 付き と な る 。 4 
3 一 A か ら 外 に 出る 時 間 制 限 を 越え る と 、3 一 A 20EAPCBAbh4b の 2 


の 扉 に 手 を か が けた あと で 、 ユ ウ 
リ が ひとり 問 札 物 を 取り | に 1 ユラ リ に 老人 が 供 蔵 され た 話 を する と 、 な 
き ぎ 、 帰 ら ぬ 人 と な る 。 に や ら 心 当たり が ある 様子 。 石 呈 は どこ に ? 


に 秘文 文 *| 供 准 さ れ た こと を 知り 、 ユウ リ に … (マサ ce Me 











A 
、 あ の お じい さん が さ … あん た … 和 石 修 見 た こと な い ? 

















悦 だ 剛 ' ド ワウ イラ イト シン ドロ 一 ム 剛 | 
部 回 - 再 会 - 日 回 回 
回 回 画 副 
中 学 前 庭 に 出る と 、 ユ ウリ が 石 億 で 4 3ーA な 5 
WW ee 和 人 9 に 
碑 の 場所 を 示す 。 校舎 左端 の 脇 の に 
わずか な スペ ー ス を 、 画 面 奥 に 向 価 ら ! 
か っ て 進む と 、 石 碑 ま で 進む こ イ 画 
t es ご 昌 力 i 
が で きる の だ 。 詳し い 位 置 は 、 右 ーー 
の 写真 を 参照 。 と | 
ユウ リ が 示し た 方 向 に 進ま ず 、 校舎 及 か ら 石 碑 ま で の 
下駄 箱 付近 まで 来る と 、 下 の 選 小道 に 入る 
択 肢 が 現れ る 。 ま さか ここ で 日 
を 選ぶ 人 は いな いと 思う が 、 念 
の た め 注 意 し て お きた い 。 
「 石碑 の 位置 が わか ら な い 場 合 
SS は 、 一 旦 中 学 前 庭 まで 戻り 、 画 
面 左 端 まで 歩い て 、 上 の 写真 の 
位置 を 探し て みよ う 。 
上 A B 
いや … 石 碑 を 探し た 方 が 
= レー キー ) \ ク 三吉 だ 
= リッ 名 人 婁 を 発見 し た 3 人 の 人 行動 。 /) / ブ 富 昌 に 到着 
老人 が な ぜ ユ ウリ を 恨ん で いた RY ! 
か 、 そ の 理由 が 明らか に な る 場面 。 叶 | で 1 ゴミ だ ら け の 石碑 を 
の 7 ば 2 に BEEiPp)Y2p リ / ョ 幸 ] 【 見 て 、 掃除 を 始め る 
こと も 、 こ こ で 判明 する 。 - | 前 一 叶 
選択 時 は 、 旧 AD と GOOD を 分 | "508 oo 。 
ける 重要 な も の 。 老 人 が 緑 を 愛し 草 を どう する か 選択 
て いた こと を 中 ま えた つえ で 、 人 半 の た め の 石碑 な の に 、 周り は ゴ 
重 に 決断 し て ほし い 。 ミ だ ら け 。 誰が こん な こと を し た の か 。 
還 要 廃人 る @ 本 三 り (G/[Gey/= Pulp 5 た さ p em lp 
この まん まがい いん じゃ ん ? 
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あい が わら ず の ユウ リ ] 
ュ ユ ワ ウリ : わ て か っ た っ て / 
石碑 を 掃除 し た 3 人 に 老人 は 微笑 ん で 、 再 で そん な 計 に 新しい 企画 
び 長 い 眠 り に つく 。 事 件 は 終わ る が 、 ま だ ひん な で 行く ん 家 ス ポッ トウ ツアー) / 
まだ 懲り な い ユ ウリ の 姿 が 見 られ る 。 


消え た ユウ リ と アツ シ 


に タル 291 ミ kc クア ル 4)( の Yo の P』 
出し た 場合 、 こ の エン ディ ング に 。 


こす H 主 Au 記 


マサ を 追い か け て いる 最 中 、 マ サ が ひと り で 逃 
げ 出 し た 場合 。 ま た は 、 3 人 で 合流 し た 後 、 石 
碑 に 行か ず に 帰っ て し まっ た 場合 に 発生 。 


草むしり を し よう と する と 、 怒 っ た 老人 が 3 人 
と 9 に ルレ 5 に さらっ た 
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天 し な く て は な ら な い 間 題 が 
た 。 


に 
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ルー 1 
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舌 は 戻っ て くる 


る 
4 
【/ 


いま まで 隠さ れ て きた その 問題 が 学 か が ひび 上 が っ 


マサ と ユウ リ の ふた り に は 、 
ユウ リ が バー ル の ヒア ス を な 


すべ て の 事件 は 終わ っ た 。 
内 器 

じつは 共通 の 解 
残さ れ て いた の た 

ふた り の 姉妹 ( 
穏やか な 生 


| 











ユウ リ に 思い を 寄せ 、 
告 曰 する 成田 先輩 。 爽 
や か が 系 を 苦手 と する ユ 
AE す リ /=k く 192 っ 
が 、 ま っ た く 電 え な い 。 





アツ シ の 隠し 事 を 問い 
た だ す マ サ 。 アツ シ の ポ 
ケッ ト か ら 出 され た の 
トル AN の 月 ! だ ヨコ ピラ 
必 ピ シド だ 5 た だ た 。 


第 客 澤 


マサ は 、 駅 構内 で 母親 
と そっ くり な 女性 を 見 
る 7202 は 、 ドッ 
人 クン ルク Eo7/ < 引 り の) 
が 、 真 相 は ? 
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姉妹 編 の 各 シ ナリ オ は 、 これ まで の 章 で 。 
出し た 後日 談 (BEST ENDING) と 深い 関 
わり が ある 。 後日 談 設 定 画面 で 、 後 日 談 を 
@N746 コ ーー: 性 っ YaeWol [EE さら 肥 8 本 ん 且 1[E3 の 
が 現れ る の だ 。 こ の 機能 を 使っ て 、 最 後 の 
物語 を 存 分 に 楽し も う 。 キ ミ は 、 本 当 の エ 
ジ デ ィング に 辿 


コウ ジ : いや ぁ / 
僕 に は ある ん だ よ 、 理由 が さっ / 
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史 を さん の こと 生き だ か ら さ っ / 


マサ : ア 、 アウ シク 
どう ん た の :: て 








1 の lp っ Au 










に タコ ESIHI に オニ ル P) 
され た こと を 愚痴 る ア 
ウシ アツシ | うと 
い ! 」 と 怒ら れ て 、 テ ツ 
ヤ に 慰め て も ら う 。 


第 四 硬 





写真 に 映っ た 男性 の 霊 。 
ユウ リ の 名 前 を 呼ん で 
いた が 、 ユ ウリ に は 覚え 
が な い 。 いっ た い 、 誰 
Re》/ 世 2 //g っ pp 





聞き 覚え の ある メロ ディ 
に 足 を 止め る ユウ リ 。 
し か し 、 ど こ で 聞い た の 
か サッ パリ 思い 出す こと 
が で き な い 。 
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シナ リオ 塩 能 圧計 還 還 還 還 還 還 較 


] > 第 一 本 0007F 


EE 


後日 談 出 現 の 0W/0FF 設 定 に より 

シナ リオ 『 張 久 # が 分 徹し ます 

る 後日 閑 が 出 玉 し て いな けい 場合 、 定 は で きま せん 
後日 談 内 容 見 る 筐 


シナ リオ 選択 箇 








R 逢 4 
# き 多 - キ さっ に ーー し に バト 
EE て ! 


プッ ヤ : そり ゃ あ 、 代 と アッシ の 剛 に は 
いく ら 安 党 と いえ ど 
入っ て これ ね えよ な あ ・・・ 
な ぁ 、 アツ ウシ? ャ 


ユウ リ : どっ か で みた こと 
ある よ ぐ な 
な いよ へ な ・ の 





り :Eescts7 
この 畠 ・ 
と っ か で 妥 こ の 3 
2 ルコ ッ リ 2 





seMgl 后 壮 け 融和 寺 freA 庄 人 
名 是 8 早 軸 頁 一 ロロ XST1 信 





お 守り が わり と し て 愛用 し て いた 、 パ ー ル の ビア ス を 

な くし て し まっ た 。 気軽 な 気持 ち で ほか の ビア ス を つけ る が 、 
それ を 見 た 母親 は ビア ス の 大 切 さ を し つこ い ほ ど に 説く 。 

な ぜ 、 あ の ビア ス に こだわ る の か ……。 
疑問 を 持ち 始め た ユウ リ は 、 

リビン グ で 見 知ら ぬ ア ル バ ム を 目 に する 。 









Ei 、 漆 還 > 計 さ 


で 


ーー 
< で > ー 


ミンス ンチ ピス KC と / こ に に っ ノン 
「 ユ ウリ の まわ り に 人 間 の も の で は な い 私 人 を 感じ る 」 
と 告げ られ 、 和 気味 悪 が る マサ 。 


し か し 、 こ の と きす で に 、 ミサ キ が 予感 し た 方 向 へ 
EK:EHKYEIV/EL2K4 め ルー ピル 
自宅 へ 戻っ た マサ は 、 身 を も っ て それ を 知る こと に な る ……。 
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シナ リオ 中 に 撮る こと が で きる 心 吉 写 真 
は 全部 で 36 枚 。 章 に よっ て は 、 分 岐 な ど 

答 草 の 心境 全 具 影響 で 、 何 度 か が プレ ー し な いと アル バム 

を 埋め られ な いも の も ある 。 

1 プレ ー に つき 3 4 枚 な ど と 、 目 標 を 


持っ て 進め る と いい だ ろう 。 撮 影 の コツ は 、 
114 ペ ー ジ を 参考 に し て ほし い 。 












7 中 学 休 屋 上 ビ 


選択 肢 で 「 撮 る 」 を 選ぶ と 、 シ ャ ッ タ ー が 切ら れる 。 
何 も な か っ た は ず の 洗面 器 に 血まみれ の 手 が ! 





ン 中 学 1 言 凡 層 


血まみれ 女 出現 後 、 撮 影 可能 に な る 。 中 学 棟 の 校 
舎 を 出る 前 に 撮っ て お く と いい だ ろう 。 





う 中 学 2 F 廊 下 


血まみれ 女 出現 後 、 撮 影 可能 に 。 2 一 教室 前 に 
な る の で 、 屋 上 か ら 逃 げた 後 、 す ぐ 撮 る と いい 。 





プ 中 学 8 廊下 


血まみれ 女 出現 後 、 撮 影 可 能 に な る 。 1 一 B 教 室 
前 の 廊下 、 左 に 教室 が 写り 込む 形 で 撮る と いい 。 














0 YY 」 = ミ 硬 マミ 

う 桂 如 介 ] 言 用 9 M 

第 2 化学 室 の 前 で 撮る こと が で きる 。 窓 に 近 す ぎ 
な い 位 置 で シャ ッ タ ー を 切る の が ボイン ト 。 





(の 村人 介 | ピ 過信 層 


音楽 室 に 近い 廊下 の 突き 当たり を カメ ラ に 収め る 。 
少し 離れ て 撮る ほう が 心霊 つっ ぼ い 仕上 が り に 。 





ョ コン 


/ 高校 2 ヒ 石 障 彼 何 巡 


バル コニー へ 出る 扉 の 前 に 立ち 、 女 子 ト イレ 方向 
に カメ ラ を 向け る と 、 こ の 写真 が 撮れ る 。 








6】 和装 名 4 E 有 ルン < 対生 材 径 当 


ー 定 時間 待ち 、 女 の 息づかい が 聞こ えた あと で シ 
ャ ッ タ ー を 切る 。 画 面 い っ ぱい に 女 の 顔 が 写る 。 





4 局 校 Il 一 


1F へ 強制 移動 ご せら れ た 後 で 撮影 。 こ の 教室 へ 
飛ば され る 前 に 撮る こと が ポイ ント と な る 。 








ンク 桜 モミ 一 A 
強制 移動 で 1 一 C に 飛ば され た 後に 撮影 。 こ の 教 
至 へ 飛ば され る 前 に 撮ら な く て は いけ な い 。 














う 司 校 1 一 じ 


園児 を 見 つけ る 前 に 、 こ の 教室 を 撮る 。 屋 上 に 飛 
ば され る 前 の 移動 で は 、 撮 る こと が で き な い 。 


大 マネ イー ジャー 部 室 
部 室内 に カメ ラ を 向け て 写真 を 撮影 する と 、 園 児 
の アッ プ が 写る 。 ど の 角度 で 撮っ て も 0K だ 。 








og F バ ルコ ニー に 園児 が 出現 する イベ ント を 、 左 
階段 か ら 移動 し て 起こ し た 場合 に 撮れ る 。 





ョ コブ 


6 高 人 134EEI 


egF バ ルコ ニー に 園児 が 出現 する イベ ント を 、 右 
階段 か ら 移動 し て 起こ し た 場合 に 撮れ る 。 





/ 高校 3 F F 左 隊 段 付 近 


園児 が 現れ た 場所 を カメ ラ に 収め る 。 先 に 右 階 段 
を 利用 し た 場合 、 こ ちら で は 撮る こと が で き な い 。 








in 父 9 に 石 看 段 付近 


園児 が 現れ た 場所 を カメ ラ に 収め る 。 先 に 左 階段 
を 利用 し た 場合 、 こ ちら で は 撮る こと が で き な い >。 















7 中 学 2 一 C 


伝言 板 の 順 を 間違え な いこ と が 閉 件 。 霊 が 出現 す 
る 場所 を 覚え て お き 、 イ ベン ト 前 に 写真 を 撮る 。 





霊 出現 後 ミ ィ と ミサ キ が 見 て いる 方 向 を 撮る 。 1 
と は 、 撮 れる 条件 だ けが 異な る 。 
う オカ ルト 部 室 


ミサ キ を 探し に 来 た と き に 撮影 。 こ こ が 撮 影 ボ イ 
ント で ある こと は 後 の ミ サキ の 話 か ら 推 測 で きる 。 











タタ ユウ リ の 部 屋 


選択 肢 で 「 撮 る 」] こ と を 選択 し た 場合 、 自 動 的 に シ 
ャ ッ タ ー が 切ら れる 。 窓 の 外 に いる 男 の 心 霊 写真 。 















/ 3 有 有 護 萌 の 部 屋 


タイ ムリ ミッ ト は 知っ て いる が 、 シ ロウ の 居場所 
を 知ら な い 場 合 。 燃 える 看護 婦 7 が 写真 に 写る 。 















グ 医者 の 部 屋 
チエ コ の 笑い 声 を 聞い た 後 、 ベ ッ ド の 前 あたり に 
カメ ラ を 向け る と 彼女 が 写真 に 写り 込む 。 





由 


う 馬 に = 4 写 ーー ー -3 


シロ ウ に 会 うつ 前 に ここ で 撮影 する と 、 写 真 が 撮れ 
< ぐ の A 中 央 の べ ゆ / ド の 脇 に 立つ カカ ズ コ を 激写 。 





ーー ブー ェ の 当 屋 ば 
三 1 に 等 如 の 闘 リ 滞 ) 計 


タイ ムリ ミッ ト を 知ら ず に 、 部 屋 に 入っ て 撮影 。 
1 と 同じ 写真 で 、 撮 れる 閉 件 だ けが 異な る 。 





つう 医者 の 部 屋 
8 ーーー ご ーーー 


タイ ムリ ミッ ト を 知ら ず に 、 部 屋 に 入っ て 撮影 。 
6 と 同じ 写真 で 、 撮 れる 閑 件 だ けが 異な る 。 








チエ コ が 登場 し た 後 、 オ ル ガ ン の 前 あたり に カメ 
ラ を 向け て 撮影 する 。 チエ コ の 霊 が 写る 。 













[ = ん 一 』 
信 ジ ニ と - 柱 
男の子 の 薬 を 探す こと が 業 件 。 成仏 し た あと 待ち 
合い 椅子 の 前 あたり を 撮る と 、 こ の 写真 が で きる 。 





ーー ルー 』 

で 診 穴 室 

シロ ウ に 会 っ た 後 、 男 の 子 の 薬 を 探す イベ ント に 
参加 後 。 7 と 同じ 写真 で 撮れ る 閉 件 だ けが 異な る 。 





の 病室 1 号室 


シロ ウ と の 話 が 終わ っ た 後 、 窓 の 付近 に 向け て シ 
ャ ッ タ ー を 切る 。 シ ロウ の 霊 が 写真 に 写り 込む 。 





@/// 95 月 T ロ 中 寿 
人 形 が 隠さ れ て いる 穴 を 発見 する 前 に 、 そ の 場所 
を 写真 に 収め る 。 モ デル は 1 号室 に いた シロ ウ 。 





リビン グ で の オル ゴー ル の 音 の 前 後に 、 


中 トド の 


撮る か が ポイ ント 。 停 


abN 


撮影 の チャ ンス が 生ま れる こと が 多い 。 
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SYNDROME 


ig 


シナ リオ 、 撮 影 モ ー ド の 双方 に 共通 する 、 
写真 撮影 の コツ を 伝授 し よう 。 

この ゲー ム は 、 プ レー ヤー の 好き な アン 
グル で 自由 に 撮影 する こと が で きる わけ だ 
が 、 こ こ で は あく まで も "心霊 写真 "で ある 
こと に こだわ っ た 撮影 法 を 取り 上 げた 。 ひ 
と つ 、 参 考 に し て みて ほし い 。 


『/ 好 ざ な よう に が 。 邊 写 体 の 位置 を 
記 ヨ 
撮影 し て みる 拒 握 する 
| 報 の 出 現 前 後 や 、 音 ・ 声 が 聞こ えた 場所 な ど ! 出来 上 が っ た 写真 を 見 て 、 霊 が どの 位置 に 、 
| を 中 心 に 、 好 き な ア ング ル で 写真 を 撮っ て み , どちら を 向い て 立っ て いる の か 把握 する 。 被 
| る 。 霊 を 捉え られ る か どう か は 運 次 第 だ 。 写 体 に 近 す ぎる と 、 写 ら な いこ と も ある 。 


詳 い 


- 鍋 
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う 心 居 写真 ら し く 
見 せる 工夫 


| 彼 写 体 が 近けれ ば 、 追 力 は 増 す 迫 力 満点 だ が 、 被 写 体 が 近 す 

すす 。 し か し 、 今 回 撮り た い の ざ て 寺 写 真 ら し く 見 えな い 。 

| は 心 寺 写 真 だ 被写体 と の 距 ご [ 

| 林 を お き 、 背 景 と 一 緒 に 写し 

| 込ん だ ほう が 、 よ り そ れ らし 徐 . 

| い 仕上 が り に な る だ ろう 。 位 | 議 W 拓 1 商 明 と 一緒 に 写し 込む こと で 、 
| 置 さえ 掴め ば 、 後 ろ 姿 ・ 模 顔 le 人 上 上 | 
な ど 好 み の ア ング ル で 撮る こ 

| と が 可能 に な る 。 
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* 心 霊 


テマ 









シナ リオ 中 に 撮影 する 


どの ポイ ント で 撮る か 、 見 極め が 難し い 。 下 の コラ ム で 説明 し て いる 3 つの 項目 を 頭 に 入 
れ て お こう 。 こ れ を 覚え て お くだ け で 、 多 く の 心 霊 写 真 を カメ ラ に 収め られ る は ず だ 。 


霊 の 出現 場所 で 撮る 


吉 出 現 後 は 、 心 霊 写真 を 撮れ る 確率 が 非常 
に 高く な る 。 同 じ く 出現 前 も 霊 が 写り 込む 
こと が ある の で 、 ま ず は 1 度目 の プレ ー で 
場所 を シッ カリ と 覚え 、 2 回 目 以降 の プレ 
ー で 心 吉 写 真 の 撮影 に 励む こと いい だ ろう 。 


れ 性 
た 
場 


霊 
場 出 
所 現 
も の 
晃 則 
え 後 
て が 
お チ 
こ ャ ヤ 
9 6 

ス 


信 後 の 展開 で 、 霊 が そこ に いた こと を 知ら 
され る こと も ある 。 


ii 












動物 と いう の は 、 一 般 的 に 霊 的 
存在 を 感じ や めす いも の だ 。 ペ ッ ト 
が そわそわ し た り 、 警 戒 し た り し 
た ら 、 す ぐに 写真 を 撮 ろ う 。 同 
じ く 霊感 レー ダー の ミサ キ の 言 
動 、 視 線 も 参考 に な る こと が あ 
る の で 注目 し た い 。 


選択 肢 で 、 写 真 を 撮る か どう か の 選 
択 を 迫 ら れる こと が ある 。 撮影 を 行 
っ て も 、 状 況 が 悪化 する と いう こと 
は まず な い の で 、 心 配 せ ず に 「 撮 る 」 
選択 を し て ほし い 。 一 番 簡単 に 心 
霊 写 真 を ゲッ ト す る 方 法 だ 。 


-』 革 較 
aa 語 に 
cc 1 内 
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1 20 





に 20 
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ぶり 


と OS が CU 


ユ ワ ウリ : ・・・ な ん か ミイ ィ イキ 
廊 じ て る みた い ・・・ ゃ 


合間 によって は 、 彼 ら が 撮影 の チャ ンス を 信 こ の 手 の 選 択 肢 が 出 た ら 、 必 ず 「 撮 る ]」 選 択 を 
教え て くれ る こと も 。 行っ て ほし い 。 
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絹 モ ー ド で 撮る 





学校 内 を 探索 し な が ら 上 自由 に 写真 を 撮る こと が で きる 、 撮 影 モ ー ド 。 声 や 音 を 頼り に 撮影 
を 行え ば 、 多 く の 霊 を カメ ラ に 収め る こと が で きる 。 霊 の 姿 も や バラエティ ー 豊 か で 楽し い 。 


いま まで 行け な が っ た 場所 で 撮る 


シナ リオ 中 に は 行け な か っ た 、 標 本 室 、 音 

楽 室 、 図 書 琶 な ど が 追加 され て いる 。 ま 

た 、 職 員 室 や 第 1 化学 室 も 、 こ こ で は 擦 

索 が 可能 だ 。 こ れ ら の 場所 は 、 心 霊 写真 

を 撮れ る 確率 が 非常 に 高く な っ て いる の 

で 覚え て お きた い 。 
信吉 は 登場 し な い が 、 定 を 運ぶ と 怪し い 音 で 驚か 
され る こと に 。 


信 こ こ で は 、 2 種類 の 心霊 写真 を 撮る こと が で き 全部 屋 に 入 つ たら 、 奥 まで 進ま すず に すぐ に 撮影 し 
る の だ 。 て みよ う 。 


移動 し て いる 最 中 に 、 様 々 な 声 や 音 が 聞こ える 
こと が ある 。 こ の と きこ そ 写 真 を 撮る チャ ンス ! 
た だ し 、 そ の 部 屋 を 出 た り 、 ほ か の 声 や 音 を 聞 
いて し まう と 、 肝 心 の 霊 が いな く な っ て し まう 
こと も ある の で 注意 し よう 。 


全 そ の 後 す ぐ 写 真 を 撮る と 、 ビ アノ の 前 に 女性 の 


は 漂 音 づ ヽ いつ 芝 叶 ど 
2 千 膨 潤 只 と ど 中 柄 生 









撮影 モー 


心 幸人 司 真 集 


オギ キャ アァ … ふ ふふふ 「 


子供 の 声 か ら 女 性 の 笑い 声 に 変化 。 こ の 声 を 聞い た 後 が 、 


シャ ッ ツタ ダー ナ ャ ンス と な る 。 








EEE ま コ 


あぁ … 邪 魔 す る な ぁ ! 


部 屋 に 入っ た ら 、 す ぐに 撮影 。 セ リフ を 聞く 前 に 撮る こと 


が ボ ポイ ント と な っ て いる 。 








| 「 見 捨て る の か ぁ ぁ ! 」 の 声 を 聞く 前 に 撮影 し な いと 、 こ の 
写真 を 撮る こと が で き な い 。 


撮影 モー ド 中 に 撮れ る 心霊 写真 は 全部 で 

Ma 細 18 枚 。 シ ナリ オ に 比べ 、 霊 の 姿 も バラ エ テ 

イー 豊か で アル バム を めく る の が 楽し く な 

る 。 ほ と ん どの 写真 は 、 声 や 音 で 撮影 の タ 
イミ ング を 測る こと が 可能 だ 。 


シナ リオ で は 自由 に 出入 り で き な か っ た 
場所 を 中 心 に 、 探 索 を し て みよ う 。 
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中 学 2 F 廊 下 


僕 の 還 は … お 前 か ぁ ! 


[違う の か ……」 の 声 を 聞く 前 に 撮影 。 学 校 で イジ メ に あっ 
た 先生 の 霊 だ ろう か !? 








助け て くれ … 
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上 この セリ フ を 聞い た 後に シャ ッ ター を 切る と 大 きく 口 を 開 


けた 男 の 顔 の アッ プ が 写る 。 





[死な せ て くれ ! 」 の セリ フ の 前 に 撮る と 、 高 校生 らし き 電 高校 生 ら し 
の 姿 が 写真 に 浮か が び 上 が る 





| 人吉 1 化 琶 
ねぇ … 顔 が 熱い の … 


語 上 の セリ フ の 後 、「 ち ょ うだ い 」 の 声 の 前 に 写真 を 撮っ て お 


且 く ここ と が ポイ ント と な る 。 
EE 
あり が と う … 


ピアノ の 演奏 が 終わ っ た あと 、 撮 影 を 開始 する 。 上 の セリ 
フ を 間 く 前 に 撮り 終え よう 。 


EK 
] お いで …・ 


| セリ フ を 聞い た 後に 激写 。 言 葉 通り 、 お いで お いで を する 
| 手首 の アッ プ が 写し 出さ れる 。 











了 7@ 









TYP 
本 取 応 一 







高校 6 上 右 階 股 付 近 
… 助 けり て くれ な い の ? 


この セリ フ を 聞く 前 に 撮ら な いと 、 霊 が いな く な っ て し ま 
う の で 注意 し て ほし い 。 


財 陸 に 


前 後に セリ フ は 一 切な い 。 移 動 の 最 中 、 通 りか か っ た と き | 克 。 
に 1 枚 撮っ て お きた い 。 


















中 学 3 一 A 
苦し いよ … 助 け て … 


この セリ フ を 聞く 前 に 撮影 を し な いと 、 霊 を 写す こと が で 
さ な く な っ て し まっ つっ 。 


ここ か ら は 出 られ な い ! 


セリ フ の 後 で 撮る と 、 写 真 の 上 に 血 の し ずく が 垂れ た よう 


な 赤い シミ が 現れ る 。 
中 学 1F 廊 下 


前 後に セリ フ は 一 切な い が 、 ご 覧 の よう に 迫力 の ある 心霊 
写真 を 撮る こと が 可能 に な っ て いる 。 












待て … 


| セリフ の 後 で 、 シ ャ ッ タ ー を 切る 。 写 真 の 上 に 、 ド クロ の 


| よう な 白い 鍋 が 浮か び 上 が る 。 
仲間 だ ね … 


セリ フ の 前 に 撮る こと が ポイ ント 。 現像 され た 写真 に は 、 
舌 つ た 辱 の 形 を し た 肥 が ! 


』 特別 棟 1 F 応 下 
前 後に セリ フ は 一 切な い 。 写真 に は 、 廊 下 に た た ずん で い 
上 る 女 の 吉 の 姿 が 写し 出さ れる 。 


本 
や っ ぱり … 障 れ て た … 


この セリ フ を 聞い た 後に 教室 内 を 撮る 。 ち ょ っ と 楽し げ な 
復 数 の 女 学 生 の 姿 が 見 える 。 


高校 4F 右 階段 付近 
前 後に セリ フ は 一 切な い 。「 し ね 」 と 書か れ た 血 文字 の よう 
| な 員 が 、 な ん と も 恐ろし げ だ 。 
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ぴ 恐怖 と は 何 か ? 
クリ エイ ター の 
心理 を 探る ! 
内 沢 ゲー ム 内 容 は も ちろ ん で す 
が 今回 は 本 作品 を 作っ た お 上 ふた り 
の 人 柄 が 読み と れる よう な 内 容 の 
シン タビ コー に で 式 れ ば どど 選 ら て 
いま す 。 ま ず は 、 お 上 た り に と っ 
で ORG SRA: で は で つい モン 
な の か 、 お 点 た り が その 感情 に 対 
し て どう 思っ て いる か 教え て いた 
だ け ま すか ? 
原木 そう で すね 。 う 一 ん …… 
ぶり 共 し く 考 えな いで くだ さい 、。 
で は 、 原 木 さ ん の 怖い も の っ て な 
ん で すか が ? 


原木 僕 、 心 避 も の は ダメ な ん で 


記章 4EIKOolloF ミ 5 ルコ の GRY/ar 
き に 、 よ く 人 金縛り に あっ た り し た 
ん で す 。 今 は な いで すけ れ ど 。 も 
う 、 そ の 時 は 、 何 10 回 、 本 当 に 週 
に 一 回 は 必ず 金縛り に な っ て いた 
ん です 。 可 と か 、 


心 の そこ か ら ソ 


ク ゾ ク っ て 来る よう な も の は ダメ 
で すね 。 逆 に スプ ラッ ター は そん 
な に 怖く は な いん で すけ ど 。 目 で 
認識 で き な い も の は や っ ぱり 怖い 
で すね 。 自分 で は 確認 し に くい 存 
在 。 や っ ぱり 人 間 っ て 、 い ちば ん 
最初 に 目 で 認識 する こと が 多い じ 
ゃ な いで すか 。 

内 沢 そう で すね 。 や っ ぱり 視覚 
的 に 入っ て くる も の が 一 番 情 報 量 
が 多い で すか ら ね 。 高見 さん は ど 
う で すか ? 

大 た 職人 氏 ID め きら sz シル レル ルンルン 
ー も の で す と 、 い ち 作 品 と し て 提 
えて し まい ます の で 怖く な いん で 
すけ れ ど 、 反 対 に 、 例 えば いき な 
り 家 に ひと り で いる と き に テレ ビ 
が 勝手 に つい ちゃ っ た と か 、 電 気 
が 消え ちゃ っ た と か 、 何 か 肩 叩 か 
れ た 気 が す る と か 、 日 常 生活 に 密 
着 し た 、 い か に も あり そう な 感じ 
の シチュ エー ショ ン の ほう が すご 
い 怖 く 感 じ ま す 。 

内 沢 な る ほど 。 日 常 的 な こと 。 





「 ト ワイ ライ トシ ンド ロー ムー 再会 一 ]】 に お ける 門 愉 


表現 の 根源 は な に か ? 


ジット シ ント と いま に 


霊 が 出 そ 


うな 雰囲気 の 雨 が 隆 る な か 行わ れ た 、 ク リエ イタ ー の 
深層 心理 を 浮き 彫り に する スペ シャ ルイ ンタ ビュ ー。 


芝 怖 と いう 感情 は な ぜ 生 まれ る の か ? 
を どう ゲー ム に 反映 きせ て いる の か ? 
ムラ イタ ー の ロー リン グ 内 沢 が 興 


722 、 


で も し 6。 で 札 
お も し ろ ゲ ー 


味 深い 話 を 引き 出す ! 


イン タビ ピュ アー : 
イン タビ ュー 日 時 : 2000 年 6 月 28 日 、 


ロー リン ク 内 沢 
スパ イク に で て 


じゃ あ 、 お ふた り と も 、 非 現実 的 
な 恐怖 と いう ん で し ょ うか 、 ゾ ソン 
ビ な ど に 襲わ れる で す と か 、 そ う 
いう シチュ エー ショ ン よ り も 、 現 
実 的 で より 心理 的 な も の に 恐怖 を 
憶え る の で すね 。 
原木 ええ 。 そ う で すね 。 
内 沢 じゃ や あ 、 お た り は スプ ラ 
ッ タ ー 映 画 と か は あま り 見 な いん 
KG JJ 
高見 いえ 、 見 る ん で すけ れ ど も 、 
作品 と し て けっ こう よく 出来 て る 
な と か 、 こ の 血 の 出 方 が すご い 、 
KG 用 Jr 1 の tp Yo を っ 】 [59 ニニ 
て し まい ます ね 。 ホ ラー と し て の 
視点 で は あま り 見 な いで す 。 
原木 怖がり た く て 見 る と いう の 
で は な いで すね 。 描写 表現 や 
Emcel 当 三 bl の p 及 G8 5 た 

いま すね 。 
内 沢 な る ほど 、 い 

ま ホ ラー 系 ゲー ム 

で 、 人 気 が あ る の 

328 ぐ 6 久 ラッ クタ 
ー 系 の 作品 が 多 

いと ボク は 思う 

ん で すね 。 逆 に 

『「 ト ワイ ライ ト 

クン 人 に ロ に あん 電 

0 

な 恐怖 表現 で ある 
血 で す と か 、 現 実 味 
離れ し た グロ さ 、 と い 

う 方 向 に 持っ て いか な か 
PJ/m ゆ 】E pfKYW/a82 ル ajizai の ) 
方 向 で は な い ベ クト ル の 恐怖 に 
興味 が あり 、 そ れ が 怖い と 思っ て 
いる の か な あと か が 。 
原木 ええ 。 そ う で すね 。 

高見 それ と や っ ぱり 「 ト ワイ ラ 
イト シン ドロ ー ム 」』 シ リー ズ の 続 





編 に な り ま す の で 、" 英 を 倒し て い 
く の で は な い 心 霊 も の の ゲー ム "、 
"な に か し ら の 思い に よっ て 霊 が 出 
て くる "と いう の が 前 作 に お ける シ 
ステ ム 的 、 演 出 的 な 特徴 で し た の 
で 、 今 回 も それ を 根元 と し て スト 
ー リ ー を 書 こ うと 思っ た ん で す 。 

内 沢 お ふた り は 紗 霊 の 存在 は ど 
う 思 いま すか ? 

原木 僕 は し 、 ま 、 い る ん じゃ な い 
か な っ て 。 実際 、 金 縛り 以外 は 霊 
的 な 存在 を ぜん ぜん 感じ た こと は 
な い の で わか り ま せん けど も 。 た 
だ 夜中 、 泊 まっ て 仕事 し て る と と 
NN の 槍 の つう て いう あな 、 
何 か い る の か な っ て いう 感じ は 受 


ヴァ イル 株 式 会 社 
CS 開発 部 ディ レク ター 


原木 正志 


ゲー ム 開 発 会 社 ヴ ァイル 企 矯 。 
本 作品 の トー タル ディ レク シ 
ョ ン 、 お よび メイ ンプ ログ ラ 
『AY2ziE デ は 





け ま す 。 だ か ら 、 基 本 的 に は 僕 は 

霊 は いる ん じゃ な いか が な あと 思っ 

て ます ね 。 幽霊 と いい ます が 霊魂 

し 6 

内 沢 漢 然 と ? 

原木 そう で すね 。 な ん と な ーー く 

いる ん じゃ な いか な っ て ( 突 )。 

内 沢 それ は 実際 に 金縛り に あっ 

た と いう 経験 と 、" 何 か いる か も 

と いう 感覚 的 な 情報 と し て 霊 が い 

る か も し れ な いと ? 

原木 うー ん 。 お 慕 に いく と な ん 

か こう 、 な ん と な く な ん で すけ ど 、 

ああ 、 何 か いる ん じゃ な いか が なあ 

どど 。 

内 沢 で く ぞ くっ と ? 

原木 ええ ( 笑 )。 

内 沢 面白 いで すね 。 

原木 実際 に 生物 が 死ん で 、 何 も 

残ら な いと いう の も 、 な ん か が 悲し 

い 感 じ は あり ます か ら ね 。 

内 沢 死ん で か ら も 非 物質 的 な 魂 

な り は 残っ て いる の で は な いか 

この 

原木 ええ 。 だ と 思い ます ね 。 
内 沢 高見 さん は どう 思い 

ます か が 、 霊 の 存在 
は ? 





ん 2 
の カク ノ タ ビュー 


高見 霊 と いい ます か 、 そ うい う 
魂 み た いな も の は どこ か に 存在 し 
て いる の か が な と は 思う ん で すけ れ 
ど ご 、 バッ キリ 言っ て カタ タチ ヂ と し て 
目 の 前 に 出 て こら れ た ら 、 私 は シ 
ョ ッ ク 死 し て し まう の で ( 笑 )。 と 
ルッ 人 > 出 三 【 昌 ニラ 合っ あー レ ノシ っ 5 
は 存在 し な いと 信じ た いで す 。 
内 沢 じゃ あ 、 視 覚 的 に 見 える カ 
タチ と し て は 存在 を 否定 する の だ 
けれ ども 、 そ の 、 非 物質 的 な 存在 
と し て は ある か も し れ な い ? 
高見 それ は いて 欲し いな と いう 。 
亡くな っ た お じい ちゃ ん と か も 、 
と た コ 1 KGK っ すず /79/=P っ jp リル た 98 の の 
う の は 思っ て いま す の で 。 た だ 目 
に 見 える カタ チ で は 出 て こない で 
っ て いう の は ある ん で すけ ど ( 笑 )。 
内 沢 ほか に 怖い も の っ て あり ま 
すか ? 自分 が 怖い も の 、 物 質 で 
は な く て も いい で す 。 心理 的 な も 
の で も いい ん で す が 。 怒ら れる の 
か 怖い と か 。 
原木 怖い も の …… じゃ あ 、 高 見 
さん で すか ね ( 笑 ) 。 
高見 点 点 点 。 
原木 「 早 く 仕 事 し な さい 、 ち ょ っ 
と ーー」 と 怒る ん で す 。 冗談 で すけ 
ど ( 笑 ) 。 う ーー ん 、 そ う で すね 。 怖 
いも の と いい ます か 、 嫌 いな も の 
は あり ます けど ね 。 
内 沢 嫌い な も の っ て な ん で す 
か が か? 
原木 青虫 が 嫌い な ん で す よ 、 
僕 。 幼 い 頃 、 た また まそ の 、 
家 の 裏 庭 を ガサ ガザ 青虫 が 歩 
IGG ツ 朋 ep 所 人 三 【 の ) 
Elisk を p】 の GR ツシマ っ) 
ょ っ と 青虫 見 る と 嫌 だ な あっ 
て 思う よう に な っ た ん で す 。 
内 沢 じゃ あ 青 虫 が 頭上 か ら 
1 に っ 1 ニタ っ YYG に づ /al っ 宙 2 
原木 ああ 。 も う 。 泣き まま すね 。 
謝り ます ね 、 も う 土 下 座 し て ( 笑 )。 


ヴァ イル 株 式 会 社 
アラン ナニ 


高見 亜希 
AE:bsYau ウ 2 9 ルレ 


在籍 。 本 作品 の 企画 構成 、 ス 
トー リー の シナ リオ 執筆 を 担当 。 


ググ 


内 沢 青虫 の どん な と ころ が だ め 
な ん で すか ? 

原木 いや 、 な ん か も う 。 動き と 
いう か あの 色 と い うか 。 な ん か こ 
う 、 だ め な ん で す よ ね 。 

内 沢 じゃ あ ミ ミズ と か が は? 大 
ニン マム 94WGk< 有 内 

原木 あ 、 ミ ミズ と か は ぜん ぜん 
平気 で す 。 釣 り の と き は 普通 に 、 
ミミ ズ を 餌 と し て 触っ て いま し た 
か ら 。 

内 沢 多 関節 動物 は 大 丈夫 な ん で 





ず か 。 ムカ デ と か 。 

原木 大 丈夫 で すね 。 

内 沢 青虫 が 迫っ て きた ら す ご い 
恐怖 で すか ? 

原木 うー ん 、 キ レ ま すね 、 多 分 。 
内 沢 で は 高見 さん の 怖い も の っ 
て な ん で すか ? 

大 伝馬 EE めき 2947Kei 
が 、 怖 いっ て 瞬間 に 思う の は 、 運 
転 し て て 首都 高速 に 乗っ た と き で 
すね 。 

内 沢 首都 高速 で すか ? 

高見 そう で す 。 自 分 で 運転 し て 
いて 首都 高速 に 乗る と も う 。 だ め 
な ん で す 。 運転 で きき なく な っ ちゃ 
うん で 。 す ぐ 踏 肩 に 止め て 助手 席 
に 乗っ て いる 友だち に 運転 を 代わ 
っ て も ら う ん で す 。 あ の スピ ー ド 
の 流れ の 波 に は 乗っ て け な い で す 
ね 。 

内 沢 街中 の 道 は 大 丈夫 な ん で す 
か が か? 

高見 は い 。 ぜ ん ぜん 大 丈夫 で す 
し 、 他 の 高速 道路 は 大 丈夫 な ん で 
すけ れ ど 、 和 首都 高 は 怖い で すね 。 


、/ 玉 怖 の 補 源 は 

5% 死に 繋が る 
ニン 

内 沢 お ふた り に 今 、 恐 怖 な こと 

と は 、 怖 いも の と は 、 と 聞き まし 

た よね 。 首都 高速 は その 、 最 終 的 

に は ぶつ け て し まう 、 事 故 が 怖い 

の で すか が ? 

高見 迷っ て 帰れ な く な っ ちゃ う 

と ころ で すか ね 。 

内 沢 迷っ て 帰れ な く な っ ちゃ っ 

KC は 83 7 け '1 ガ Le CH 

さ な ん で すね 。 

原木 僕 も 、 怖 いも の あと も う ひ 

と つ あ り ま す 。 ジ ェ ッ トド トコ ー ス タ 

ー が 怖い で すね 、 沙 と され そう な 

に 2)J4 XMLiil AYAYKGic す 

内 沢 な る ほど 、 首 都 高速 、 ジ ェ 

ッ ホ デス ター。 シェ ウ ド ョ テス 

ター は 安全 ベル ト が 取れ て 放り 出 

a 北 8 三 。 み ルツ 4VX く の bp JLoYod 

いう と ころ か らく る 怖 さ で すか ? 

原木 ええ 。 そ こま で 考え て な く 

て も 。 

内 沢 首都 高速 の 場合 は どこ か に 


行っ て し まっ て 自分 が 消え て し ま 
ウミ と 

高見 な ん か 怖 さ と いう より 不安 
か も し れ な いで す 。 

内 沢 ああ 、 不安 。 
Kip iP た さ p olp の だ た さ p『ー 
内 沢 不安 は 恐怖 に 繋が り ま すか 
ら ね 。 

高見 ええ 、 そ うか も し れ ま せん 
ね 。 

内 沢 恐怖 と いう 感情 を つき つめ 
れ ば 、 自 分 が 死ん で し まう か ら と 
いう か が 、 消 えて し まう か ら と か 、 
いわ ゆる 負 の 方 向 に 行っ て し まう 
と UN うつ CS と な ん で も よう ね 弄 
怖 王 死に 繋が る イメ ー ジ な ん で し 
よう か ね 。 今 作 の 『 ト ワイ ライ ト 
シン ド 回 二 バ | を グレー で の て 、 
"日 常 間 に お ける 心理 的 な 怖 さ の 表 
現 " と いう も の が 、 比 較 的 よく 出 て 
いる な あ 、 と 思っ た ん で すけ れ ど 、 
流 の 話 を 聞い て て 、 作 り 手 側 の 思 
考 が うま くに じみ 出 て いる な と 感 
じ ま し た 。 で 、 そ こら へ ん の 恐怖 
を どう いう 表現 で ゲー ム に 反映 し 
KG その ルコ に ず /al 和 A74YXGk< 妥 p ル Po 
た と えば サウ ンド で あっ た り グ ラ 
フィ ッ ク で あっ た り 、 文 字 と か だ 
7/al【 1 リオ yuJ/aipJ/m2 の だ 

庄 寺 較 DB:nIRE も ら ピ 】F3 の ) 
他 の ホラ ー と "違う "と 言い 切れ る 
部 分 は 、 た だ 何者 か が 襲っ て くる 、 
た と えば "ワッ ! "っ て 墓場 か ら ゾ 
ジス 9 の KG っ pp 月 b た こう 
て 、 必 ず 何 か 、 物 質 に 思い や 愛 落 
が 宿る と いう か 、 そ の 人 の 思い を 
壊す よう な こと を し ちゃ うと 霊 が 
出 て き て し まう と いう こと が ある 
と 思う ん で す 。 そ こら へ ん の 演出 
や 構成 が や っ ぱり 一 番 の 特徴 じゃ 
な いか な と 。 

原木 ソン ビ 映 画 だ と 全く 関係 の 
な い 幕 か ら " ガ ーッ ! "と 出 て き て 
人 を 襲っ ちゃ うじ ゃ な いで すか が 。 
そう じゃ な く て 要 は 人 の 芝 み た い 
な も の が ある と いう こと で すね 。 
高見 そう で すね 。 

内 沢 ゲー ムシ ステ ム 的 に は どう 
で すか ? 

原木 そこ ら へ ん の 恐怖 表現 っ て 、 
どちら か と いう と シナ リオ 部 分 に 
任せ ちゃ っ て いる 部 分 が 多い の で 


の rm の プロ グラ ミン グ 的 に は 遊び や 
すさ と いう と ころ に ポイ ント を 置 
いて いま すね 。 ゲ ー ム な ん で 、 遊 
0KS の Yo 中 の KGE つ 人 ア ルン る /) 
演 ま っ て し まい ます の で 。 

内 沢 た と えば どん な と ころ で す 
) 

原木 微妙 な と ころ な ん で すけ ど 、 
わり と 親切 に 、 先 に 進め る よう に 
進め る よう に と いう 感じ に は し て 
あり ます 。 今 まで の シリ ー ズ だ と 
一 度 、 謎 に は まっ て し まう と そこ 
で さ 人 ルイ お し まい に な づ で ぐ で し まう 
の で 、 そ うす る と 飼 ま で 通っ て き 
た と ころ を も う 1 回 や ら な きゃ い 
lp た 9 の: まっ Yon 由 に コ 5 円 に ET の) 
返し 繰り 返し 同じ シー ン を プレ ー 
する と 、 最 初 ソ ク ゾ ク っ て きた 感 
MXZ す 4 サリ レ ンマ Pr の 5o ま っ 3p で 
うな 感じ が あり ます よね 。 で す の 
で ショ ー ト カッ ト を 作っ て 途中 か 
ら 遊 べ る よう に し よう と か 、 地 図 
を 表示 させ て どこ に 行け ば いい の 
2: ゴ ョ ョ っ 9/lp 必 Pp》。12 Cp: 区 介 9/= 
り と か 、 プ レイ ヤー が 遊ん で スト 
レス を 感じ な い 作 り に し た つも り 
9 。 


が ョ ー ド に か ノン ) 
エア コレ を る を 
宮 人 と は ! 

内 沢 今 作 品 は 閉鎖 され た 空間 
(町 ) と いう 設定 で す よ ね 。 こ こら 
へ ん は な ぜ そ うい うう な 演出 に 
し た の で すか ? 

高見 私 、 こ っ くり さん は 自分 で 
は や っ た こと は な いん で すね 。 お 
お っ ぴら な と ころ で や っ て れ ば ぜ 
ん ぜん 危険 な 気 は し な いん で すけ 
れ ど も 、 そ れ を 何 か の "人 の 思い 
が ある と ころ で や っ ちゃ うと 、 な 





ん ら か の 霊 が 呼び 出さ れ て 、10 ロ 円 
玉 が 動く と いう よう な 感じ が する 
ん で す 。 だ か ら 、 

どう し て も 閉鎖 的 な 空間 じゃ な い 
と その "人 の 思い "と いう も の が あ 
ES2 に 】 に ネ Y9/ た 747】 た 9 だ の YJYam 
まつ 9 で の 

内 沢 な る ほど 。 閉 ざさ れ て いる 
に 【 の Jiirka っ ke 学校 、 病 院 な ど が 
出 て くる の も そん な 理由 で すか ? 
高見 そう で すね 。 な ん か 他 の 人 
に は わか ら な い 価 値 観 が そこ に あ 
る よう な 気 が す る ん で す よ 。 閉鎖 
的 だ と 、 他 の 人 が そこ に 入っ て き 
て も ちょ っ と 理 争 で き な い よう な 
こと と か 。 学校 で も 、 他 の 学校 の 
人 が 編入 し て くれ ば 、" あ あ 、 こ の 
学校 の この 部 分 っ て ちょ っ と 理解 
で き な い な あ "、 な ん て 思っ た りす 
る こと と か あっ た り と か し ます よ 
ね 。 

内 沢 実際 に 、 高 見 さん は そう い 
う 経験 を し た こと あり ます か ? 
高見 私 、 中 学 は 私 立 に 入っ た ん 
で すけ れ ど も 、 そ こ が 小 学校 か ら 
大 学 ま で エス カレ ー タ ーー 方式 な ん 
で す よ ね 。 や っ ぱり 小学 校 か ら あ 
が っ て きた 人 た ち は グ ルー プ に な 
っ て いる ん で す よ 。 で 、 入 学 式 の 
日 に 私 は すご い 入 り づ らい っ て い 
う の は あり まし た 。 も う 、 独特 の 
雰囲気 が ある ん で す よ 。 

内 沢 お ふた り に と っ て 学校 と い 
う の は 怖い イメ ー ジ が あり ます ? 
高見 夜 の 学校 は 入り た く な いで 
すね 。 放課後 に な つっ ちゃ うと 電気 
も 全部 消え ちゃ うと いう か 、 す る 
が by 率 か た KG に コ ョ クル ン ル ン 人 < 
も 怖い で す 。 


内 沢 暗い か ら で す か が ? 明る か 


っ た ら 別 に 大 丈夫 な ん で すか ? 
高見 


暗く て 、 ど こ か か ら 誰 か が 





ウン と フ か 
ルン 
出 て きた だ け で も 怖い っ て いう 。 
内 沢 閉鎖 され た 暗闇 の 空間 で 何 
か に 襲わ れる と いう 怖 さ な ん で す 
ね 。 

高見 あと 、 表 けさ で すね 。 普通 
の 昼間 と か だ と みん な の 話し 声 と 
か 聞こ えて くる の に 、 そ れ が 何 も 
な い 、。 

内 沢 昼間 と 夜 の ギャ ッ プ で すね 。 
原木 昼間 は すご い 騒 々 し い の に 
夜 に な る と シー ン と し ちゃ っ て 、 
ほん と に 人 の 気 配 が な く な っ ちゃ 
いま す よ ね 。 た ま に 学 校 に 遅く ま 
KG Y/al2 RE ゆこ 】 と op ル / ap 京 ka 
に な る と 、 ほ ん と 教室 の 外 に 出 て 
も コ 1WAYAN の 

内 沢 今 作品 の 第 1 章 で 学校 の 屋 
上 で ある 儀式 を や る じゃ な いで す 
か 。 あ れ も 夜 中 の 学校 が 舞台 で す 
も の ね 。 学校 の マッ プ 構 成 と か も 
けっ こう 凝っ た ん で すか ? 

高見 あれ は も うほ と ん ど 私 が 通 
mp 点 人 の 7/= に コマ な の た 攻 S: 尼 IE 記 
[同じ ? 」 っ て 言わ れ な い 程 度 に ち 
よら と アレ シシ を し て ゆい る と いう 
感じ で す 。 見 る 人 が 見 れ ば 、 わ か 
っ ちゃ う で し ょ う ね 。 室内 に 廊下 
が あっ て 教室 が あっ て と いう マッ 
プ 構 成 だ と 、 特 徴 的 に も 芸 が な か 
=YAVKGRp っ 1 リヒ イジ ガツ A9」 リ | 
ニー が あっ て そこ か ら 教 室 に 入る 
っ て いう 廊下 が 外 に ある 特殊 な 造 
り の 学校 だ っ た ん で す 。 

内 沢 そう で すね 、 ち ょ っ と 変わ 
っ た 学校 だ な と 。 普 通 、 室 内 に 出 
入り 口 が あり ます か ら ね 。 

原木 ちょ っ と 非 現実 的 で は あり 
ます が 、 じ つ は 現実 的 な ん で す よ 
ね 。 な さそ う で 、 実際 あり ます か 
っ 


0 の パン の / 


記 感受 性 が 強い 
の た は 
霊 を 見 や すい ? 


心霊 写真 に は 興味 あり ま 


原木 小学 生 の ころ に 流行 っ た 記 
憶 が ある ん で すけ ど …… 低 学年 か 
py に すこ て ok に 7/=lp ル 0『 上 
な ん か 妙 に 学校 内 で 流行 っ て いま 
し て 、 心 霊 写真 集 か た いな の を 誰 
か 持っ て くる ん で す 。 み ん な で こ 
う . ガ ーッ と 見 で て 、 ぼ ば 一 つと 心 
霊 写真 の 霊 の 部 分 を 触っ ちゃ っ た 
りな ん か する と 、「 触 っ た 一 ! 」 っ 
て 。「 お まえ 近寄る な よ 、 エ ン ガ チ 
ョ 」、 つて (( 笑 )。 

内 沢 あはは は …… 高 見 さん は ど 
つう: で が の 

高見 テレ ビ で よく 夏 に な る と 心 
霊 写真 特集 と か や る ん で すけ れ ど 、 
の ルッ ジレ : 人 >p】p 皮 Ep の GR 是 三 2 
で は 手 で 目 を 覆い な が ら も 、 そ の 
隙間 か ら チ ラッ と 見 つつ 、 と いう 
感じ で 。 な ん か お 墓 に 人 の 顔 が 、 
と か が 言わ れ て も 、 そ うい う 模 様 な 
た 07/= に きま 三 時 1 の HMP に ミ 
うん で す 。 心霊 写 真 は ハッ キリ 人 
の カタ チ を し た 霊 が 写っ ちゃ っ て 
いる の は も う ダ メ で すね 。 も うと 
に か く 心 霊 写真 な ん て も の は も う 
存在 し な いと 思い た く な り ま す 。 
あれ は 偶然 で すっ て 言い た いで す 
を 記 

内 沢 霊 を 見 た こと は ? 

原木 いや 、 な いで すね 。 

高見 私 も 霊 を 見 た こと は な いん 
で すけ れ ど 、 私 の 場合 、 お 墓 の 位 


726 、 





置 が すぐ わか る ん で す よ 。 で 、 以 
前 、 ク ル マ を 運転 し て て 坂道 を 登 
うら で た だ た ん の で すけ だ 、2 も う 生 きぐ 
な か っ た ん で す よ 、 そ の 先 に 。 カ 
ー ブ の 先 に 。 友 だ ち に 「 絶 対 イ ヤ 
だ 」 っ て 言っ て 泣き 出し て 、「 お 墓 
が ある か ら 行 きた く な い 」 っ て 。 友 
だ ち も 、「 な いよ そん な の 」、 っ て 
言っ て た ん で すけ ど 、 坂 道 の 上 に 
は ほん と に お 慕 が あっ た こと が あ 
っ た ん で す よ 。 

内 沢 女性 の 方 が すご い 感 受 性 が 
強い じゃ な いで すか 。 男 性 と 脳 の 
作り か らし て が 違い ます し 。 心理 
的 、 情 緒 的 な 表現 と か 女性 の 方 が 
優れ て いる と 思い ます ね 。 逆 に 男 
性 は 語 理 的 な 部 分 が 優れ て いる と 
原木 いま まで の シリ ー ズ は シナ 
リオ を 担当 し て いた の が 男性 、 男 
性 で ずっ と き て いた ん で す 。 今回 
は シナ リオ は 女性 。 ち ょ っ と 違う 
視点 の 作品 に 仕上 が っ て いる と は 
思い ます 。 


内 沢 今回 の シナ リオ は 高見 さん 


が メイ ン で 書か れ た の で すか ? 
高見 そう で す 。 あ と 、 シ ナリ オ 
区 き 。) 1 具 YGE つ 1 っ ルリ /= の ん つづ k<4 に ゴ た 
ん で す 。 

内 沢 意識 し て いる か し て いな い 
か は 別 と し て 、 女 性 的 な 感情 と い 
うか 、 こ れ は 男性 に は 出せ な い 感 
情 、 感 覚 み た いな も の っ て ゲー ム 
に 反映 され て ます ? 

高見 シナ リオ に 、 自 分 の 感情 を 
入れ た っ て いう の は 、 友 達 と 恋人 
選 ど うっ あ が 大 事 う そい うど と こう で 
すね 。: 到 克 え ぼ よく テレ ビ る アシ 


ケー ト を や っ て いま すけ れ 
ども 、 女 子 高生 に 「 一 番 大 事 
な 人 は ?」 と 質問 する と 、 友 
だ ち を 第 一 に 選 点 ん で す よ 。 
友だち 、 親 、 恋 入っ て いう 
順番 な ん で すけ れ ど 、 私 も 
どちら か と いう と 友だち の 
方 が 大 切 か な と いう 気 が す 
る ん で す よ 。 で も 、 恋 人 も 
大 切な の も わか る ん で すけ 
れ ど 、 そ れ は どっ ちと が 選 
べ る も の じゃ な い 、 ぜ ん ぜ 
ん 別 も の で す よ ね 。 そ うい 
か アン ca ニニ コト ア スー h ジ ガバ リ ト アノ 
リオ は 今 作品 に 1 本 入れ て いま す 。 


2 
恐怖 表現 


ここ に 注目 ! 
内 沢 スパ イク さん の 出入 り 口 に 
ある 本 棚 に ホラ ー の 本 が いっ ぱい 
あり まし た ね 。 
原木 そう で すね 。 あ れ は 資料 用 
el PX 1 に ヨッ 7/ak コ 1 の KG: 馬 
高見 怖い も の が 嫌い な だ け に ホ 
ラー も の 見 た こと も な いし 読ん だ 
事 も な か っ た ん で 、 全 部 読ま な き 
ゃ っ て 。 現状 、 ど ん な も の が ある 
の)。y た Sp 反 く だ 
内 沢 その 中 か ら 見 えて きた 傾向 
2/alY と モコ 1 の jp 叉 212 : 用 
高見 そう で すね 。 そ の 本 の 主旨 
EE の セン 1 の ヤン た さ リ /=8 の たつ: レ っ YY 
すけ れ ど も 、 携 帯電 話 ネ タ が 増え 
て きた な っ て いう の が あり ます 。 
今回 も 携帯 電話 ネタ を 入れ よう と 
思っ た ん で すけ れ ど 、 さ き に 公衆 
電話 の シナ リオ を 思い つい て し ま 
っ た の で 、 電 話 ネ タ を 上 ふた つも い 
れる の も くど いか な 、 っ て いう の 
が あり まし た の で 今回 は 書き ませ 
ん で し た 。 公衆 電 話 の カー ド 残 度 
数 が 減っ て いく 緊迫 感 を どう し て 
E コ jal 7/=y。)p リ 7/=74VKSE: の 
内 沢 公衆 電話 と 携帯 電話 、 そ こ 
で 公衆 電話 を 選ん だ と いう こと は 、 
AEELYJJ っ jp』p 民 っ JiiKa ミ リピ の と 
ジ の ほう が 強かっ た ん で すか ? 
高見 公衆 電話 だ と ボッ クス に 入 
っ た と き の す ご い 閉 鎖 的 な イヤ な 
Xe の tpX の 7ur219 放 : き ら 


原木 夜中 、 真 っ 暗 な と ころ に ポ 
ツン と 電気 が つい て いて 、 怖 いで 
す よ ね 電話 ボッ クス っ て 。 人 が 入 
っ て いる か 入っ て いな いか わか ん 
な いと きっ て ある じゃ な いで すか が 。 
内 沢 な る ほど 。 ゲ ー ム に 限ら ず 、 
怖 さ の 表現 の 仕方 っ て 細分 化し て 
いく と すご いい ろ ん な 方 法 が ある 
と 思う で す は ほど 、 た と えば そ 
れ は グラ フィ ッ ク で あっ た り 、 往 
妙 な 間 で あっ た り 、 音 で あっ た り 
SR 。 そこ ら へ ん うま く 飼 回 の ゲ 
ー ム は チョ イス し て いま すか ? 
原木 そう で すね 。 わ り と 今回 の 
グラ フィ ッ ク は 、 凝 り ま し た ね 。 
ほとん ど ポ リ ゴ ン 描写 で す の で 、 
自由 な カメ ラ ワ ー ク を 使っ た 新 し 
い 演 出 が で きる よう に な り ま し た 。 
これ が 非常 に 大 きか っ た で すね 。 
あと は アー トディ レク ター の 意向 
で 、 吉 シナ リオ ご と に イメ ー ジ カ 
ラー と いう の を 持た せ て ある ん で 
すま 8 ナチ ナ り けり G 才 情 だ つた だ た り 
赤 だ っ た り 紫 だ っ た り と か する ん 
で すけ ど 、 全 体 的 に その イメ ー ジ 
カラ ー に 合う よう に 作っ て いま す 。 
内 沢 イメ ー ジ カラ ー と いう の は 
スト ー リ ー に 合わ せ て 色 を 決め た 
ん で すか ? 

高見 書い た スト ー リ ー を アー ト 
ディ レク ター に 渡し て 、 そ れ を 読 
YKG よ た コ っ Ap く iz ピ 05 し と ニュ ホ ア 4 ソ ) 】 | 
を 思い 浮か べ て いた だ いて 色 を 決 
め た ん で す 。 ち な み に 第 1 章 は 赤 
で 、 序 草 が 青 で す 。 

原木 いま まで の ゲー ム に あま り 
な い 演 出 だ と 思う ん で す 。 シ ナリ 
オ ご と に イメ ー ジ カラ ー を 
持っ て いる っ て いう の は … 


oO 


ぴ 登場 する 

KEF エ ルル ん に 
作り 手 の 趣 味 が !? 

内 沢 キャ ラク ター を 前 作 

か ら 一 新 し た の は な ぜ で す 

か が ? 

原木 どう し て も 、 キ ャ ラ 

クタ ー を いま まで の 作品 と 

同じ も の に し て し まう と 、 

それ に 引き ずら れ て し まう 


部 分 が あり ます 。 キ ャ ラク ター の 
性 格付 け も 完成 され ちゃ っ て いま 
記 吊 >。 

内 沢 前 作 を プレ ー し て いな いと 
感情 移入 で き に くい と いう こと も 
あり ます ね ? 

原木 ええ 、 そ う で すね 。 そ うい 
う 意味 で ガラ ッ と 変え た ほう が こ 
ooYoPKGE コ Li の Ju の Yo12 吉 
023 

内 沢 ゲー ム 中 に 出る キャ ラク タ 
ー の セリ フ も 高見 さん が 書い た の 
で すか ? 

高見 は い 。 女 な の で 女性 の セリ 
フ と か は 書き や すい ん で すけ れ ど 、 
ビ =McH の Dc4 り ウル 。) ミュ ap】 っ リ 。)kp リ /=i 
す 。 こ の いう 場面 で は 、 ど うい う 
上 うに し ゃ べ る ん だ ろう っ て 。 と 
に か く 、 説 明 口 調 に な る の が イヤ 
だ つた だ ん KS その まま し ゅ べり 胃 
ジコ リル ョ レン ルン 上 Smrl の 7/Yol の ip! り 7 
間 を 空け る と ころ は ちゃ ん と セリ 
フ が 出る 間 も 空 く よ う に と テン ポ 
EE コ YagW/ 式 p1 の た さき 7/s 

内 沢 キャ ラク ター の も と に な っ 
た モデ ル と か いる ん で すか ? 
高見 た と えば 安堂 友里 は 鈴木 
蘭 々 さん の イメ ー ジ で す 。 で も 出 
来 上 が っ た ら 何 か 違う 方 向 に な っ 
て し まっ た な っ て (( 笑 )。 いち お う 
キャ ラク ター 全員 、" こ の 芸能 人 風 
で "、 と いう 希望 は 出し て いっ た ん 
で すけ れ ど 、 出 来 上 が つっ た も の は 
ちょ っ と 違っ て し まっ た か な 。 安 
堂 麻 沙 は 松本 恵 さ ん 、 網 野 綾 は で 
すね 。COCO と いう アイ ドル グル 
ー プ に いた 、 富 前 マキ さん で す 。 


> グル 、 
ググ ンー/ 
ルル の 


内 沢 じゃ あ 、 神 谷 敦 史 は ? 
本 伝 職 計 乏 ES) 代り と さ 一 【 の 5 プ 9/P』 
で 、 福 山 雅 治さ ん ( 笑 )。 

内 沢 あはは は 。 な る ほど 、 言 わ 
れ て みれ ば その 通り 。 

高見 普段 は ちょ っ と クー ル な カ 
32 も 介し で うら つ で いう ラ 。 
で も 福山 雅治 さん で は 、 や っ ぱり 
年 上 合 的 に 無理 が あっ た ん で 、 そ の 
ES っ 【 ど に コーp】 ヒ る < 介 の GK<⑳/ ョ 
さい っ て ( 笑 ) 。 で も 、 み ん な に 言 
わせ る と 最終 的 に は ダメ な イメ ー 
ジ の 男 に な っ つ ち ゃ っ つた ん で すけ れ 
の 

内 沢 あはは 。 登場 キャ ラク ター 
は だ い 点 女性 上 位 で すね 。 

原木 そう で すね 。 そ うい う 雰 囲 
気 あ り ま すね 。 

内 沢 男性 で ある 原木 さん が プレ 
ー し て そう いう 女性 らし さと いう 
BN に ME DX の の)/a 

原木 こう 、 女 の 子 ど う し の 会 話 
と いう の は こう いう も の な の か 、 
と いう 、 や は り 男 に と っ て は ある 
意味 神聖 な 部 分 が ある じゃ な いで 
すか が ( 笑 ) 。 女 性 キャ ラク ター どう 
し の 会 話 の シー ン を 見 て いて 10 年 
らち さり 及 9。)P pc る ニル) kp リ /sip 避 3 
( 笑 )。 な か な か が 男 は 踏み こめ な い 
で すか ら ね 。 そ うい う 部 分 に は 。 
内 沢 女性 が シナ リオ を 制作 し て 
いる ぶん 、 あ る 意味 女性 ブレ イヤ 
ー は 共感 で きる ゲー ム な の か も し 
れ ま せん ね 。 

原木 前 作 の 購入 層 は わり と 主婦 
が 多かっ た ん で す よ 、 ア ン ケ ー ト 
八 ガキ を 見 る と 。 飼 作品 は 、 テ ス 





ト プ レ ー を 一 般 の 方 に や っ て も ら 
っ た り し た ん で すけ ど 、 多 く の 女 
性 か ら 、" あ あ 、 こ うい う 感 じ あ る 
ある ! “っ て 、 反 応 は あり まし た ね 。 
内 沢 今 作品 は 、 女 性 に も けっ こ 
う 受 ける ん じゃ な いで すか ね ? 
原木 服装 の 設定 な ん か も だ い 点 
悩ん だ ん で す よ 。 ル ー ズ ソック ス 
と か が 。 

高見 流行 り は 続く か な 、 な ん て 。 
レニン ルン ルス シ a レ ルン 4 PX 
の YoYaeo】 ド 1:【 り 7 全 ア 4 ソル クル $/)Yod 
れ か ら 流 行 り そう な ん て テレ ビ の 
ワイ ド シ ョ ー な ど で も 取り 上 げ ら 
れ て まし て 。 ゲ ー ム っ て 製作 期間 
が 長い で すか ら 、 そ こら へ ん の 流 
行 も の は 先読み し な いと いけ な い 
ん で す よ ね 。 そ れ が 外れ る と な ん 
だ これ 古臭い ね な ん て 言わ れ て し 
の に > 有 ルン ルド 

内 沢 女性 で 思い 出し まし が 、 ゲ 
ー ム 中 に 出 て くる 家電 製品 すべ て 
に "LADY" と いう ロゴ が 入っ て い 
る ん で すけ れ ど 、 こ れ は ? 

に と:yJ)a 寺 : 当 57/ 世 で だ 
高見 誰 も 気づか な いと 思っ た ん 
CO の 枯 ど 、 WS、 グ ュー ム の 2 
ジェ クト 名 が "LADY" だ っ た ん で 


それ は 女性 主導 だ っ た か 


ゲー ム の 制作 を 始め よう い 
リー に 9/=: ざ /= に 平 <4 ド ゴ K(Y/l の ル / ョ 
っ た ん で す 。 そ れ は し いと いう 
こと で 、 じ ゃ あ プ ロジ ェクト 名 は 、 
SbABN で い ご うと いう こと に な 
っ た ん で す よ 。 途中 で 男性 が 多く 
な っ ちゃ つた ん で すけ れ ど 、 変 え 
の keyu12JeKK 人 と さら G8 た さ 和 に 3 
す の で 、 そ の まま "LADY" を 使い 
E 罰 / 珍 

原木 僕 は "LADY" 最 初 の 男性 ス 
タッ フ だ っ た ん で す 。 最初 、「 お ま 
え あ そこ の チー ム 入 る か 」 っ て 言わ 
れ た ん で す よ 。「 あ そこ は 女性 ば か 
り の チー ム だ し 、 飼 後 も や どん どん 
増やす か ら 」 っ て 。 じ ゃ あ 「 喜 ん で 
2 た : 四 bp 肥 G に さだ ゆめ きら KG ン 2/= ピ っ 
だ すず 47。)Yo9477<W47 と = に Sp リル 22 あ と 他 っ ) 
ゃ っ た ん で す 。 ぜ ん ぜん プロ ジェ 
クト 名 と 一 致し な く な っ ちゃ いま 
し た けれ ど ね 。 


728 、 


23 が ゲー ム 開 発 中 に 
PE: すこ 

謎 の 恐怖 体験 ! 
内 沢 開発 中 に 恐怖 体験 と か は あ 
り ま し た か ? 
原木 え 。 け うつ こう 、 グ ガ 人 大 が 
多かっ た で すね 。 ス タッ フ が 原付 
バイ ク に 乗っ て いて 、 事 故 っ ちゃ 
っ た ん で す よ 。 本 人 に 聞い た ら 記 
憶 が な か っ た らし く て 。 別に お 洒 
し 74YWGd AT/st pp 由 た し けた 4 の の 74Yekc 
けど 、 普 通 に 走っ て いた ら 記 憶 が 
な く な っ て 、 気 が つい た ら 救 急 車 
で 運ば れ て いた と 。 肩 の 鎖骨 を 折 
っ ちゃ っ た ん で す 。「 こ れ も ゲ ー ム 
(の 2 リル 。 化 で と 介 閲 計 2947KGW/747/ 補 人 |: 
し て いた ん で す が 。 
内 沢 お 灰 いと か は し た ん で す 
JI 
高見 私 は し まし た 。 し か し 、 ほ 
ん と に 効果 が ある の ?2 っ て 言う 
く ぐ くらい バ ソコ ヨ ジ が クラ ッシュ し た 
ん で す 。 い ま 思 うと 効果 が な か っ 
た よう な 気 が し ます ね ( 笑 ) 。 
原木 僕 は 、 パ ソコ ン を 立ち 上 げ 
た ら ハ ー ド ディ スク が 焦げ て 、 マ 
シン が 黒焦げ に な り ま し た 。 中身 、 
ぜん ぜん 使え な く な っ ちゃ っ て 、 
あわ て て 新しい バ パソ コン 買い に 行 
きま し た よ 。 通常 で は そん な こと 
まず あり えな いで す よ ね 。 ほ ん と 
に 焼け こげ が で きち ゃ っ て 。 み ん 
た 加 内 KGE コ EK【OK9/=R 上 sci 
ご い 」 っ て 。 あ れ は ほん と に 危な か 
っ た ん で す 。 ち ょ うど 開発 が けっ 
ここ. ジッ ツ で と く 放 っ だ ん 6 
條 ツク アッ プ を 三 記 と つぐ く あ うお た 


は 


o 王 聞 rW 下 画面 では 可 

ON 及 Fi 半 G 路 旧 語 一 
ビ ベ 共 感 ら 敵 問 一 山 斗 具 族 化 
zi 主 二 G 革 基 具 付 
の SIQ ン 遼 ri ロ びと GN ユ 


誕 ( 


酒 


ネ 

ず 
2 
6 
と 
に 1 





で と 4 
> KS 
| 


ん で すけ ど 、 な か っ た ら 、 ま だ 発 
売 で き て な か っ た の か も ……。 


、/ 奄 あま り 
調 4 斜 に 構え て 

プレ ー し な いで ! 
内 沢 で は 、 最 後に ブ プレー し て い 
る 人 に 何かしら の コメ ント な り ア 
ドバイ ス を 。 
高見 一 般 の 人 に テス トブ プ レー を 
や っ て も ら っ た と き に 気づい た ん 
で すけ れ ど 、 み ん な ちょ っ と ひね 
くれ て 選択 肢 を 選ん だ りす る ん で 
す よ 。 ま ず グ ッ ド エン ド に いか な 
いと 次 の シナ リオ に 進め な いん で 
す よ ね 。 ヒ ント は 会 話 中 に 出し て 
いる ん で す よ 。 素直 に ゲー ム 中 の 
アド バイ ス は 聞い た 方 が いい で す 
志 。 
内 沢 庭 に 構え る な と 。 
高見 は い 。 ま ず ク リア ー す る に 
は そう し た 方 が いい 。 い ろ ん な と 
av の )J19 alp ル に 中 還 zop 1 po ル 上 
に 逆らっ て みる の も いい ん じゃ な 
いかが な ど 思 うん で すけ ど 。 
内 沢 原木 さん は どう で すか ? 
原木 そう で すね 。 ま あぁ あ 遊ん で み 
て 、 ス トレ ス を 感じ な けれ ば 僕 が 
と 1 上 セン ヒー ジレ 鐘 /araWcey 2 ip: 8 
た と いう こと な ん で 、 な ん か こう 
遊ん で て ぜん ぜん スト レス 感じ な 
いな あっ て いう の が あっ た ら 「 こ 
3 う も le 大 が と ちよ うど を 大 め 田 
GII まし MM で すね 。 
内 沢 で は みな さん 、 と こと ん 楽 
し ん で 怖がっ て くだ さい ! 

(文中 敬称 略 ) 











式 漠 宮 明 の 呈 守 ぐ 選民 り 導 倒 和 Sk の ” 刺 叶 ロマ 

Q レ 羽 る 玩 能 公 記 な KG 全球 総 仙人 で 心 守 
っ で し 品 皇 ら 玩 さも 避 つ る "昌和 
か ホー ス 寺 結 人 SK6 4J> の 下 回 じ ” 
S 居 で へ SUK 誠 選 箇 8 部] 


ご 漂 意 
と の 塩 を 持っ て いく ? 


ある 








軸 
人 


【 


- ドド で あ る 。 見 逃 き な いよ う ! 


コン に の いう KW MM 中 ポ ー ハ も 千 で っ 篤 
ES 近 抽 日 へ 拓 マ 
| 6 有 則 し 及 @ ハ ヘー へ ハ G 親 倒 弁 密 YO り Se ぐも "りり お 





光 画 


NN 画面 右 方 向 ) へ 向かっ て 進む 途中 に あ 





は どこ で 入手 で きる ? 














は どこ に ある ? 


保健 室 。 保健 室 は 


止 門 か ら 続 く を 校 例 へ 


芝 舎 内 か ら 行 く と き は 、 1E 右 階段 の 脇 に 


を 少し 進み 右手 の 扉 。 。 ょ 。 
字 づ 9 ヘー ンジ 


特別 棟 の 第 1 化学 室 と 家庭 
科室 。 ど ちら で も 塩 を 入手 で きる 


が 、 カ ギ を 持た な い 場 合 は 第 1 化 

3 は 大人 れ な いま よう: に な つて で てい 
る 。 ここ で 血まみれ 女 と 対決 する 
( 9 に っ 











室 。 ゲ ー ム を 始め る 前 ( 
PE の 


別棟 に 









牙 209 9 あ 仙 
ツ も の の 時 
NM 目 05 US 
す つ い 笑 言 
の 0 は 0 の し 
700 の く / は 
0 
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あの 2. 0 界 
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も 0/ 

の 

(し 

2 





St て スベ 以 師 
< 一 
ad 


館 
2QTT(Y 


区 ナオ ヨコ に 会 っ で いれ ば 比較 的 楽に 手 

SN に 
を 手 に 入れ ず に 、 高 校 醍 か ら 特 
人 る 方 法 も ある 


ー ? E 京 。 // NM 


選択 肢 に 





「 77 


メリ ー さ ん の 


キー 書 震 4 呈 SH ルド 
の 2 で 加 選集 Sry lo 7 が " 


屋上 で [隠れ ん ほぼ を し ょ う 」 陸 ん は っ 】 ト 2 ルン ル 6 ル /v 
と ユミ エ に 言わ れ て いる 場 
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う イ ベン ト に 参加 する こと が で き 
る 。 こ の と き の 会 話 の 選択 は 、 エ 
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っ て お け ば それ を 阻止 する こと が で 
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シロ ウ と の 会 話 で 選択 を 誤 ら な けれ ば 、 人 形 の 在処 を 教え て 
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家伝 部 


開発 部 


海外 ゲー ム 葉 界 
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スパ イク の ゲー ム に 限ら ず 、 国 内 外 
の ゲー ム フ ァ ン が 集まる 。 一度 現 しい 0 較 B0 計 和 了 時 間 間 
て みて は の の 2201 UFE-J 2000.4.14 ビデ オ ・ DVD 発売 決定 ! 
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「 トワ イラ イト シン ドロ ー ム ~ 再 会 」 を 読ん で 下さ っ た 万 に … ! 


ITWILI6HT SYNDROME 
SUUND EDITION 
1 |] 目 


オープニング 音楽 が 収 角 ざ れ た だ スペシャル 
CD。 イン ター ネッ トド ト 上 で 、" 自動 的 に オフ 
ィ シ ャ ル サ イ ド に アク セス で きる 便利 な 
AutoWEB 機 能 も 搭載 し て いま す 。 動作 圭 
境 を 確か が かめ て ご 応募 くだ さい 。 









SOUND EDITION 


+INTEHNET 


[Windows] 
OS:Windows85 ま た は Windows988 
Netscape Navigator3.0 以 上 また は 

Internet Explorer3.0 以 上 が イン スト ー ル 済み で 
な お か が か つ イ ンタ ーネット 接続 環境 を 有する 機種 


[Mac] 
OS:MacOS7.5 以 上 (AppleSecript が 必要 ) 
Netscape Navigator3.0 以 上 また は 

Internet Explorer3.0 以 上 が イン ス トー ル 済 み で 
な お か つ イ ンタ ーネット 接続 環境 を 有する 機種 
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業 、 電 話 番号 、 ほ し い プ レ ゼ ント の タイ 
トル 、 本 書 に 対す る ご 意見 ・ ご 感想 を お 
書き 添え の 上 、 以 下 の 住所 まで お 送り く 
だ さい 。 抽 選 の 上 、 合 計 15 名 様 に 難 賞 
品 を プレ ゼン ト 致 し ます 。 尚 、 発 表 は 発 
送 を も っ て 代え させ て いた だ きま す 。 
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